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序

制
定
五

O
年
を
迎
え
た
現
行
少
年
法
の
目
的
は
、
そ
の
第
一
条
に
謡
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
少
年
の
健
全
育
成
」
で
あ
り
、
そ
の
指

導
理
念
は
、
「
少
年
保
護
思
想
」
で
あ
る
。
終
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
強
い
影
響
を
受
け
立
法
さ
れ
た
現
行
少
年
法
は
、
少
年
の
人
格
の
尊
厳

を
認
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
ケ

l
ス
・
ワ
l
ク
理
論
を
骨
子
と
す
る
「
少
年
保
護
思
想
」
と
い
う
価
値
を
内
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
天
皇
国
家
的
法
秩
序
の
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
少
年
の
教
化
、
育
成
と
い
う
国
家
優
位
の
「
少
年
保
護
」
思
想
を
否
定
し
、
科
学
的

福
祉
主
義
を
う
ち
立
て
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
時
、
わ
が
国
の
少
年
司
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、
少
年
保
護
手
続
に
お
け
る
「
適
正
な
事
実
認
定
」
の
あ
り
方
が
大
き
な

問
題
と
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
少
年
法
の
理
念
も
動
揺
を
見
せ
て
い
る
。
現
在
主
に
裁
判
所
側
か
ら
提
唱
さ
れ
て
い
る
少
年
法
改
正
案
は
、

①
少
年
審
判
へ
の
検
察
官
の
関
与
、
②
観
護
措
置
期
間
（
事
実
認
定
の
た
め
の
身
柄
拘
束
期
間
）
の
長
期
化
、
③
A
口
議
制
の
導
入
、
④
検
察

官
に
非
行
事
実
な
し
不
処
分
決
定
に
対
す
る
抗
告
権
を
付
与
す
る
こ
と
を
大
き
な
柱
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
「
一
人
三
役
」
限
界

論
に
立
脚
す
る
裁
判
官
と
少
年
の
手
続
的
権
利
保
障
を
唱
え
る
附
添
人
弁
護
士
と
が
部
分
的
に
共
鳴
を
見
せ
、
少
年
審
判
へ
の
検
察
官

関
与
と
い
う
点
に
お
い
て
一
致
に
至
っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
次
の
改
正
議
論
に
特
徴
的
で
あ
る
。
一
方
で
は
、
現
行
法
が
採
る
職
権
中
一

義
的
審
判
構
造
で
は
、
審
判
官
が
裁
判
官
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
少
年
の
弁
護
人
の
役
割
、
時
に
は
検
察
官
の
役
割
ま
で
担
わ
ざ
る
を

え
ず
、
そ
れ
に
は
「
適
正
な
事
実
認
定
」
と
い
う
観
点
に
お
い
て
限
界
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
、
他
方
で
は
、
審
判
開
始
決
定
時
に
お
い

て
す
で
に
非
行
事
実
あ
り
の
蓋
然
的
心
証
を
も
つ
こ
と
が
前
提
と
な
る
現
行
手
統
で
は
、
無
罪
推
定
原
則
が
完
全
に
保
障
さ
れ
え
ず
、

ま
た
対
審
構
造
を
採
っ
て
い
な
い
た
め
に
伝
聞
法
則
も
保
障
で
き
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



少年手続における「教育思想Jと「法治同家原則」

こ
の
よ
う
な
近
時
の
少
年
法
改
正
論
議
は
、
必
然
性
を
も
っ
た
流
れ
の
中
で
出
現
し
た
と
い
え
る
。
そ
れ
は
弁
護
士
に
よ
る
附
添
人

活
動
が
活
発
化
し
た
こ
と
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
、
家
庭
裁
判
所
の
中
立
的
な
判
断
を
確
保
す
る
た
め
に
反
対
当
事
者
で
あ
る
検
察
官

の
立
会
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う
意
味
で
の
必
然
性
で
は
な
い
。
ふ
た
つ
の
一
九
八
三
年
最
高
裁
判
所
決
定
以
降
、
一
九
九

O
年
最
高

裁
判
所
決
定
を
経
由
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
少
年
司
法
政
策
が
い
わ
ゆ
る
積
極
的
実
体
的
真
実
主
義
へ
の
傾
斜
と
ケ
ー
ス
・
ワ

l
ク

の
後
退
と
い
う
方
向
に
向
か
っ
た
と
い
う
文
脈
に
お
け
る
必
然
性
で
あ
る
。
「
少
年
保
護
事
件
に
お
け
る
非
行
事
実
の
認
定
に
あ
た
っ
て

は
、
少
年
の
人
権
に
対
す
る
手
続
上
の
配
慮
を
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
非
行
事
実
の
認
定
に
関
す
る
証
拠
調
べ
の
範
囲
、
限
度
、

方
法
の
決
定
も
、
家
庭
裁
判
所
の
完
全
な
自
由
裁
量
に
属
す
る
も
の
で
は
な
く
、
少
年
法
及
ぴ
少
年
審
判
規
則
は
、
こ
れ
を
家
庭
裁
判

所
の
合
理
的
な
裁
量
に
委
ね
た
趣
旨
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
判
示
し
た
い
わ
ゆ
る
流
山
事
件
最
高
裁
決
定
の
「
合
理
的
裁
盆
」
論
は
、

家
庭
裁
判
所
に
よ
る
職
権
証
拠
調
べ
義
務
の
強
調
へ
と
転
換
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
少
年
に
対
し
て
そ
の
人
権
の
保
障
を
考
え
納
得
の
行
く

よ
う
な
手
続
を
ふ
ん
で
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
保
護
処
分
が
少
年
に
対
し
て
所
期
の
改
善
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
し
て
、
適
正
手
続
保
障
を
通
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
「
少
年
の
健
全
育
成
」
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
唆
し
た
同
決
定
団
藤

補
足
意
見
の
論
理
は
、
「
少
年
の
健
全
な
育
成
」
の
た
め
に
こ
そ
真
実
の
発
見
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
「
必
保
護
主
義
」
論
へ
と
転
換
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
一
九
八
四
年
末
に
は
、
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
に
よ
り
「
少
年
事
件
処
理
要
領
モ
デ

ル
試
案
」
が
公
に
さ
れ
た
。
各
家
庭
裁
判
所
が
そ
れ
に
基
づ
き
処
理
要
領
を
作
成
し
、
事
務
処
理
を
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
モ
デ
ル

試
案
は
、
「
事
件
の
適
正
か
つ
迅
速
な
処
理
」
と
「
同
質
事
件
の
同
質
処
理
」
を
基
本
原
則
と
し
て
示
し
、
少
年
事
件
の
迅
速
な
処
理
と

画
一
的
な
取
扱
い
を
求
め
た
。
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こ
の
よ
う
な
転
換
の
下
地
と
な
る
論
理
自
体
は
、
す
で
に
一
九
七

0
年
代
お
わ
り
に
お
い
て
準
備
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
家
庭
裁

判
所
の
「
司
法
的
機
能
」
論
と
「
ケ

l
ス
ワ
ー
ク
機
能
」
論
が
、
そ
の
論
理
で
あ
る
。
当
時
東
京
家
庭
裁
判
所
長
で
あ
っ
た
矢
口
洪
一
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は
、
「
少
年
事
件
に
お
い
て
も
、
司
法
機
関
と
し
て
、
非
行
事
実
の
有
無
を
認
定
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
ま
た
、
処
分
を
決
め
る
に

当
た
っ
て
、
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
社
会
、
公
共
の
安
全
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
」
と
す
る
一
方
で
、
ケ
ー

ス
・
ワ

l
ク
機
能
を
「
司
法
的
機
能
の
準
備
的
役
割
を
担
い
、
司
法
的
機
能
と
密
接
不
可
分
の
関
係
に
立
ち
、
し
た
が
っ
て
家
庭
裁
判

所
に
お
け
る
司
法
的
機
能
か
ら
離
れ
て
独
立
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
」
も
の
と
位
置
づ
け
た
。
「
少
年
の
飽
全
な
育
成
」
と
対
立
さ

せ
ら
れ
た
「
社
会
、
公
共
の
安
全
」
を
も
考
慮
す
る
「
司
法
的
機
能
」
論
に
し
た
が
え
ば
、
家
庭
裁
判
所
審
判
官
が
検
察
官
の
役
割
を

も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
一
人
二
役
」
論
に
至
る
の
は
必
然
で
あ
り
、
ま
た
「
ケ

l
ス
ワ
ー
ク
機
能
」
が
そ
の
よ
う
な

「
司
法
的
機
能
」
の
「
準
備
的
役
割
」
を
担
い
、
そ
れ
に
従
属
す
る
と
い
う
理
論
に
し
た
が
え
ば
、
積
極
的
実
体
的
真
実
主
義
へ
の
傾

斜
と
ケ

l
ス
・
ワ
ー
ク
の
後
退
と
の
連
動
、
同
時
進
行
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

「
適
正
な
事
実
認
定
」
論
を
縫
子
と
し
た
少
年
司
法
の
転
換
は
、
少
年
司
法
の
単
な
る
「
刑
事
司
法
化
」
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
十
余
年
前
、
わ
が
国
の
刑
事
裁
判
は
「
か
な
り
絶
望
的
」
と
ま
で
診
断
さ
れ
た
。
そ
の
診
断
根
拠
と
な
っ
た
捜
査
の
肥
大
化
・

細
密
化
・
糾
問
化
、
書
証
へ
の
依
拠
に
よ
る
公
判
の
形
骸
化
と
い
う
「
警
察
・
検
察
司
法
」
の
構
図
が
現
在
な
お
も
妥
当
し
、
逆
に
そ

れ
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
手
続
構
造
的
な
成
人
制
度
へ
の
安
易
な
接
近
は
、
そ
こ
で
の
矛
盾
を
も
容
易
に
取
り
込
む
こ
と
を

意
味
す
る
。
問
題
の
核
心
に
あ
る
捜
査
手
続
を
放
置
し
、
手
続
構
造
に
つ
い
て
も
少
年
の
特
性
を
度
外
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
二
重
の

誤
り
を
犯
す
こ
と
に
な
り
、
現
在
少
年
司
法
が
抱
え
る
矛
盾
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
次
の
少
年
法
改
正
論
議
に
お
い
て
も
、
技
術
的
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
ま
さ
に
少
年
法
の
理
念
が
問
わ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
少
年
を
対
象
と
す
る
手
続
に
お
い
て
は
、
誰
が
中
心
的
な
存
在
と
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。
成
人
と
径
庭
の
な
い
手
続
は
、
少

年
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
。
少
年
に
対
し
「
適
正
手
続
」
を
保
障
す
る
場
合
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
実
質
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
「
適
正
手
続
」
を
実
質
的
に
保
障
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
少
年
に
対
す
る
援
助
的
要
素
は
強
く
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
の
で
は
な
い
か
。
「
少
年
の
健
全
育
成
」
、
「
少
年
保
護
思
想
」
と
「
適
正
手
続
保
障
」
の
実
質
、

そ
し
て
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
が
改

少年手続における「教育思想Jと「法？Mnl家原JllJJ

め
て
問
い
庶
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
は
、
少
年
に
刑
法
的
統
制
を
及
ぽ
す
こ
と
の
限
界
性
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
少
年
司
法
制
度
の
指
導
理
念
の
あ
り
方
と
少
年

手
続
の
あ
り
方
、
な
か
ん
ず
く
少
年
手
続
に
お
け
る
自
由
権
的
権
利
保
障
の
あ
り
方
に
つ
き
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
た
め

の
検
討
対
象
を
、
一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
の
ド
イ
ツ
少
年
司
法
を
め
ぐ
る
議
論
に
設
定
す
る
。
刑
法
、
刑
事
訴
訟
法
の
特
別
法
的
色

彩
が
強
い
と
さ
れ
る
少
年
裁
判
所
法
を
中
心
と
し
た
制
度
枠
組
を
も
ち
、
一
般
に
「
少
年
刑
法
C
C伺

g門許可え
5
n
Z）
」
と
称
さ
れ
る
ド

イ
ツ
少
年
司
法
が
、
一
九
六
0
年
代
半
ば
か
ら
と
っ
た
方
向
性
は
、
少
年
「
刑
法
」
か
ら
の
脱
却
で
あ
り
、
刑
法
的
性
格
か
ら
の
脱
却

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
少
年
「
刑
法
」
か
ら
の
脱
却
の
過
程
と
、
「
少
年
刑
法
」
、
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
実
質
的
な
変
容
、
そ
し
て
「
法

治
凶
家
原
則
」
と
少
年
刑
法
の
指
導
理
念
と
さ
れ
る
「
教
育
思
想
」
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
議
論
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
少
年

司
法
制
度
が
進
む
べ
き
道
を
考
え
る
上
で
も
、
少
年
に
対
す
る
自
由
権
的
権
利
保
障
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
大
き
な
示
唆
を
与

49 

え
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
「
教
育
思
想
」
と
「
法
治
国
家
原
則
」
と
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、

る
「
少
年
葛
藤
法
」
構
想
と
そ
の
影
響
を
概
観
し
た
後
、
一
九
七
0
年
代
お
わ
り
か
ら
生
起
す
る
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の

動
き
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
「
少
年
刑
法
」
の
基
本
的
な
方
向
性
を
把
握
す
る
な
か
で
、
そ
の
動
き
の
中
核
と
な
っ
た
ダ
イ
ヴ
ァ

l

ジ
ョ
ン
を
著
し
く
拡
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
「
少
年
刑
法
」
、
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
問
題
性
を
い
わ
ば

そ
の
裏
面
か
ら
照
射
す
る
。
次
い
で
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
少
年
司
法
制
度
の
指
導
理
念
を
め
ぐ
る

議
論
と
「
少
年
刑
法
」
、
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
捉
え
方
の
変
化
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
検
討
を
通
じ
て
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し

い
手
続
と
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
「
法
治
国
家
的
保
障
」
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
立
法
的
動
向
と
近
時
の
有
力
な
立

一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
の
い
わ
ゆ



50 

法
提
案
を
取
り
上
げ
、
特
に
指
導
理
念
と
全
体
的
基
調
、
手
続
の
あ
り
方
に
着
目
し
な
が
ら
、
新
し
い
「
少
年
刑
法
」
の
方
向
性
を
確

認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

九大法学76号

こ
れ
ら
の
検
討
を
通
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
捉
え
直
さ
れ
た
新
し
い
「
少
年
刑
法
」
像
を
把
握
し
、
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
は

少
年
自
身
を
中
心
と
し
た
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
少
年
に
対
し
手
続
的
自
由
権
を
実
質
的
に
保
障
し
よ
う

と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
援
助
的
要
素
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

（1
）
守
届
克
彦
「
少
年
の
非
行
と
教
育
』
勤
草
書
房
（
一
九
七
七
｝
一
五
二
頁
以
下
を
特
に
参
照
。
ア
メ
リ
カ
少
年
司
法
が
わ
が
同
の
立
法
や
議
論
に

与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
刑
事
局
「
少
年
法
及
び
少
年
院
法
の
制
定
関
係
資
料
集
』
少
年
法
改
正
資
料
第
一
号
（
一
九
七
O
て
松
尾
治
也

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
同
に
お
け
る
少
年
裁
判
所
運
動
の
発
民
」
家
庭
裁
判
月
報
二
六
巻
六
号
（
一
九
七
問
）
一
一
氏
以
下
を
特
に
参
照
。

（2
）
浜
井
一
夫
・
成
瀬
健
二
・
波
床
昌
則
・
河
原
俊
也
『
少
年
事
件
の
処
理
に
関
す
る
実
務
上
の
諸
問
題
』
法
明
会
（
一
九
九
七
）
を
特
に
参
照
。

（3
）
近
時
の
少
年
法
改
正
論
議
の
内
容
、
そ
の
前
提
と
な
る
問
題
、
全
般
的
な
議
論
状
況
に
つ
い
て
は
、
特
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
標
登
俊
雄
「
少

年
審
判
は
鵠
れ
て
い
る
？
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
五
七
号
（
一
九
九
四
）
八
頁
、
八
木
正
一
「
少
年
法
改
革
へ
の
提
苛
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
八
八
四
ザ
（
一

九
九
五
）
三
五
頁
以
下
、
猪
瀬
慎
一
郎
「
少
年
審
判
制
度
の
現
状
と
展
望
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
八
七
号
（
一
九
九
六
）
三
六
頁
以
下
、
川
崎
英
明
「
少

年
司
法
の
改
革
課
題
と
改
革
論
議
の
あ
り
方
」
季
刊
刑
事
弁
護
七
号
（
一
九
九
六
）
七
O
頁
以
下
、
村
井
敏
邦
「
少
年
手
続
を
め
ぐ
る
現
今
の
議
論

状
況
」
岡
士
鮪
法
学
二
八
号
｛
一
九
九
六
）
三
九
三
頁
以
下
、
守
届
克
彦
「
少
年
審
判
に
お
け
る
事
実
認
定
手
続
の
改
正
に
つ
い
て
｛
上
）
（
下
こ

判
例
時
報
一
五
八

O
号
（
一
九
九
六
）
二
三
頁
以
下
、
一
五
八
一
号
（
一
九
九
六
）
一
六
頁
以
下
（
守
屋
克
彦
「
叩
古
代
の
非
行
と
少
年
審
判
」
勤
草

書
房
（
一
九
九
八
）
二
九
五
頁
以
下
に
所
収
て
前
野
宵
三
「
少
年
司
法
の
現
状
と
改
革
へ
の
提
言
」
『
中
山
研
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
五
巻
刑

法
の
展
開
」
成
文
堂
（
一
九
九
七
）
一
八
一
頁
以
下
、
同
「
少
年
法
の
理
念
・
呪
状
・
課
題
」
『
佐
伯
千
偲
先
生
半
舟
祝
賀
論
文
集
新
・
生
き
て
い

る
刑
事
訴
訟
法
」
成
文
堂
（
一
九
九
七
）
三
O
一
頁
以
下
、
荒
木
伸
恰
編
者
「
非
行
事
実
の
認
定
』
弘
文
堂
ご
九
九
七
）
、
川
崎
英
明
「
少
年
法
と

適
正
手
続
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
一
七
号
（
一
九
九
八
）
四
六
頁
以
下
。
「
一
人
三
役
」
論
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
出
口
治
男
「
非
行
事
実
審
理
の
在

り
方
に
つ
い
て
」
犯
罪
と
非
行
一

O
九
号
（
一
九
九
六
）
三
八
頁
以
下
（
荒
木
仲
恰
編
著
・
前
掲
書
一
九
九
七
・
二
七
一
頁
以
下
）
を
特
に
参
照
。
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近
時
の
少
年
法
改
正
に
か
か
わ
る
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
最
高
裁
判
所
、
法
務
省
の
提
案
な
ら
び
に
態
度
に
関
し
て
は
、
土
井
政
和
「
事
実
認
定
を

め
ぐ
る
少
年
法
改
正
一
対
審
化
論
の
検
討
」
法
律
時
報
七
O
巻
八
号
（
一
九
九
八
）
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
4
）
佐
伯
仁
志
「
少
年
法
制
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
七
三
号
（
一
九
九
五
｝
一
八
九
頁
以
下
は
、
「
弁
護
士
の
少
年
審
判
手
続
へ
の
積
極
的
関
与
は
、
少
年

審
判
手
続
の
対
審
化
に
つ
な
が
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
弁
護
士
が
積
極
的
に
事
実
を
争
え
ば
、
少
年
に
有
利
で
あ
れ

不
利
で
あ
れ
裁
判
所
の
職
権
証
拠
調
べ
が
積
極
化
す
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
裁
判
所
に
単
な
る
中
立
的
判
断
者
と
し
て
の
立
場
を
期
待
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
非
行
事
実
認
定
過
程
を
検
察
官
を
関
与
さ
せ
た
当
事
者
主
義
的
構
造
に
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

な
お
、
田
宮
裕
「
少
年
保
護
事
件
と
適
正
手
続
き
」
田
宮
裕
編
『
少
年
法
判
例
百
選
』
有
斐
閣
（
一
九
九
八
）
七
頁
も
参
照
。

（5
｝
「
柏
の
少
女
殺
し
事
件
」
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
昭
和
五
八
年
九
月
五
日
第
三
小
法
廷
決
定
（
刑
集
三
七
巻
七
号
九
O
一
頁
て
「
流
山
事
件
」
に

関
す
る
最
高
裁
判
所
昭
和
五
八
年
一

O
月
二
六
日
第
一
小
法
廷
決
定
（
刑
集
三
七
巻
八
号
一
二
六

O
頁
）
と
い
う
ふ
た
つ
の
一
九
八
三
年
最
高
裁
判

所
決
定
以
降
に
見
ら
れ
る
少
年
司
法
実
務
の
積
極
的
実
体
的
真
実
主
義
へ
の
傾
斜
に
関
し
て
は
、
斉
藤
盟
治
「
少
年
司
法
と
適
正
手
続
」
法
律
時
報

六
七
巻
七
号
ご
九
九
五
）
六
頁
以
下
（
斉
藤
昭
治
「
少
年
法
研
究
1
適
正
手
続
と
誤
判
救
済
』
成
文
堂
（
一
九
九
七
）
三
頁
以
下
に
所
収
て
川

崎
英
明
「
補
充
捜
査
」
法
律
時
報
六
七
巻
七
号
（
一
九
九
五
）
一
八
頁
以
下
、
高
野
尋
之
「
少
年
審
判
の
事
実
認
定
に
お
け
る
司
法
と
福
祉
」
日
本

の
科
学
者
コ
二
巻
五
号
（
一
九
九
六
）
三
八
頁
を
参
照
。

（6
）
「
早
良
事
件
」
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
平
成
二
年
一

O
月
二
四
日
第
一
小
法
廷
決
定
（
刑
集
団
四
巻
七
号
六
三
九
頁
）
は
、
い
わ
ゆ
る
な
お
書
き

に
お
い
て
、
補
充
捜
査
を
認
め
る
に
至
っ
た
。
補
充
捜
査
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
葛
野
尋
之
「
研
究
者
か
ら
兄
た
補
充
捜
査
」
法
律
時
報
六
三
巻

一
二
号
（
一
九
九
二
三
八
頁
以
下
、
須
納
瀬
学
「
弁
護
士
か
ら
見
た
補
充
捜
査
」
法
律
時
報
六
三
巻
一
二
号
ご
九
九
二
四
三
頁
以
下
、
川
崎

英
明
・
前
掲
論
文
一
九
九
五
註
（
5
）
を
参
照
。
少
年
法
の
「
保
護
主
義
」
か
ら
そ
の
問
題
性
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
服
部
朗
「
少
年
司
法
改

革
の
動
向
と
課
題
」
法
律
時
報
六
九
巻
八
号
（
一
九
九
七
）
三
四
頁
以
下
を
参
照
。
「
〔
座
談
会
］
少
年
法
と
審
判
手
続
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
八
七
号

｛
一
九
九
六
）
三

O
頁
以
下
も
参
照
。
な
お
、
最
高
裁
判
所
平
成
一

O
年
四
月
二
一
日
第
三
小
法
廷
決
定
（
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
七
三
号
（
一
九
九
八
）

一
四
八
頁
）
も
参
照
。

｛7
）
こ
の
よ
う
な
転
換
は
、
本
決
定
直
後
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
五
九
年
度
の
「
家
庭
裁
判
所
事
件
の
概
況
l
少
年
事
件
｜
」
家
庭
裁
判
月

報
三
六
巻
三
号
（
一
九
八
四
）
八
四
頁
以
下
は
、
本
決
定
に
触
れ
、
「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
は
、
少
年
審
判
に
お
い
て
も
、
こ
と
非
行
事
実
の
存

否
の
認
定
に
関
し
て
は
、
基
本
的
な
適
正
手
続
の
要
請
を
満
た
し
つ
つ
公
正
な
立
場
で
実
体
的
真
実
を
発
見
す
る
と
い
う
司
法
的
機
能
の
意
義
が
、
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一
層
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
そ
の
上
で
、
非
行
事
実
の
存
在
に
向
け
て
の
職
権
証
拠
調
べ
の
限
界
の
問
題
が
「
こ
の
関
係
で
付

言
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
「
非
行
事
実
の
認
定
に
つ
い
て
は
司
法
的
機
能
が
支
配
す
る
以
上
、
家

庭
裁
判
所
は
、
基
本
的
に
は
、
少
年
に
有
利
な
方
向
か
不
利
な
方
向
か
を
問
わ
ず
、
で
き
る
限
り
真
実
の
発
見
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
に
し
て
非
行
事
実
の
存
否
が
確
定
さ
れ
て
初
め
て
、
少
年
の
健
全
育
成
と
い
う
少
年
審
判
の
窮
極
的
な
目
的
も
達
成
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
は
司
法
機
関
で
あ
る
か
ら
、
公
正
な
判
断
者
た
る
べ
き
で
あ
り
、
た
と
い
真
実
発
見
の
必
要
が
あ
る

と
し
て
も
、
自
ら
非
行
事
実
の
存
否
に
関
す
る
資
料
を
探
索
し
渉
猟
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
適
当
で
は
な
い
が
、
必
要
な
証
拠
調
べ
を
行
わ
な
い
ま

ま
安
易
に
『
非
行
な
し
』
の
審
判
を
す
る
の
は
、
司
法
的
機
能
の
要
請
に
こ
た
え
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
少
年
に
対
す
る
教
育
と
い
う
面
に
お

い
て
も
、
好
ま
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
な
お
、
団
藤
重
光
「
少
年
法
改
正
の
基
本
問
題
」
判
例
時
報
六
一
七
号
（
一
九

七
こ
三
頁
以
下
、
同
「
少
年
法
施
行
渦
三
十
五
年
に
あ
た
っ
て
」
ケ

l
ス
研
究
二

O
O号
（
一
九
八
四
）
一
頁
、
岡
「
わ
が
心
の
旅
路
」
有
斐
閣

（
一
九
八
六
｝
一
七
六
頁
以
下
、
木
脊
明
・
家
令
和
典
「
証
拠
調
べ
の
範
岡
・
限
度
・
方
法
l
流
山
事
件
」
間
宮
裕
絹
「
少
年
法
判
例
百
選
』
有
艶

聞
こ
九
九
八
｝
九
五
頁
も
参
照
。

（8
）
「
少
年
事
件
処
理
要
制
モ
デ
ル
試
案
」
の
問
題
性
に
つ
い
て
は
、
日
本
弁
護
士
辿
合
会
「
少
年
事
件
処
理
要
領
モ
デ
ル
試
案
に
関
す
る
な
兄
」
白

出
と
正
義
三
七
巻
五
号
（
一
九
八
六
）
一
一

O
頁
以
下
、
津
登
俊
雄
「
少
年
事
件
処
理
要
領
の
問
題
点
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
三
九
九
号
ご
九
八
八
）

一
八
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
近
時
の
少
年
非
行
を
め
ぐ
る
よ
り
大
き
な
「
司
法
」
と
「
福
祉
」
の
二
極
分
化
傾
向
に
閲
し
て
は
、
服
部
朗
「
少
年

非
行
を
め
ぐ
る
司
法
と
福
祉
の
二
極
分
化
」
立
教
法
学
四
九
号
（
一
九
九
八
）
二

O
八
頁
以
下
を
参
照
。

（9
）
矢
口
洪
一
「
家
庭
裁
判
所
の
三
十
周
年
を
迎
え
て
」
家
庭
裁
判
月
報
コ
二
巻
九
号
（
一
九
七
九
）
五
立
以
下
。
そ
こ
で
は
、
事
件
処
理
に
お
け
る

広
範
な
裁
量
権
の
行
使
を
前
提
と
す
る
家
庭
裁
判
所
の
各
裁
判
官
に
よ
る
著
し
い
個
人
差
の
弊
害
を
避
け
、
処
理
の
適
正
と
衡
平
を
期
す
る
趣
旨
か

ら
、
「
性
質
の
許
す
限
り
、
必
要
の
高
い
も
の
に
つ
い
て
、
運
用
の
モ
デ
ル
基
準
を
作
成
す
る
こ
と
が
が
J

臆
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
」
る
と
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

（
叩
）
こ
こ
で
の
「
司
法
的
機
能
」
の
意
味
と
問
題
点
に
閲
し
て
は
、
東
京
弁
護
士
会
少
年
事
件
部
「
少
年
保
護
事
件
に
お
け
る
職
権
証
拠
調
べ
」
法
律

実
務
研
究
二
号
｛
一
九
八
七
）
一

O
五
頁
以
下
（
津
田
玄
児
編
著
『
子
ど
も
の
人
権
新
時
代
』
日
本
評
論
社
二
九
九
三
）
一
一
七
頁
以
下
に
所

収
て
佐
々
木
光
明
「
少
年
審
判
に
お
け
る
司
法
的
機
能
の
実
相
」
法
律
時
報
六
三
巻
二
一
号
（
一
九
九
二
二
八
頁
以
下
を
参
照
。

（
日
｝
平
野
龍
一
「
現
行
刑
事
訴
訟
の
診
断
」
『
団
藤
重
光
博
士
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
四
巻
』
有
斐
聞
こ
九
八
五
）
四
O
七
頁
以
下
。
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（
ロ
）
三
井
誠
「
戦
後
刑
事
手
続
の
軌
跡
」
「
岩
波
講
座
現
代
の
法
5
現
代
社
会
と
司
法
シ
ス
テ
ム
」
岩
波
書
店
（
一
九
九
七
）
八
九
頁
以
下
を
特
に
参

四回“。

”目
H

（
日
）
例
え
ば
、
現
在
の
少
年
司
法
実
務
に
お
い
て
最
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
補
充
捜
査
も
、
論
理
的
に
は
、
少
年
審
判
廷
に
検
察
官
が
立
ち
会
う
こ
と

に
よ
り
、
そ
れ
自
体
は
原
則
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
少
年
審
判
を
対
帯
化
す
る
こ
と
に
よ
り
伝
聞
法
則
の
適
用
が
で
き
、
補
充
捜
査
に
よ
り

獲
得
さ
れ
た
証
拠
を
実
質
的
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
考
え
も
あ
る
が
、
補
充
捜
査
の
問
題
性
は
、
そ
も
そ
も
の
捜
査
方
法
や
証
拠
獲

得
手
段
の
あ
り
方
と
そ
れ
に
対
す
る
司
法
的
統
制
の
あ
り
方
と
い
う
文
脈
か
ら
も
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
伝
聞
証
拠
の
問
題
に
還
元
で
き

な
い
問
題
を
多
く
合
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
綾
瀬
事
件
や
調
布
事
件
な
ど
の
現
実
の
具
体
的
事
件
が
教
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（H
）
ド
イ
ツ
少
年
司
法
の
比
較
法
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
海
登
俊
雄
編
者
「
世
界
諸
国
の
少
年
法
制
」
成
文
堂
ご
九
九
四
）
、
部
登
俊
雄
・
斉
藤
盟
治

編
者
『
少
年
司
法
と
適
正
手
続
』
成
文
堂
（
一
九
九
八
）
を
参
照
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
少
年
帯
判
廷
の
見
取
図
に
つ
い
て
は
、
山
間
瀬
健
二
「
海
外
少

年
司
法
制
度
」
家
庭
裁
判
月
報
四
八
巻
一

O
号
（
一
九
九
六
）
五

O
頁
以
下
、
五
九
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
シ
ャ
フ
シ
ュ
タ

イ
ン
、
古
川
経
夫
（
訳
）
「
ド
イ
ツ
少
年
刑
法
」
法
務
資
料
第
三
七
一
号
（
一
九
六

O
）
、
土
井
政
和
「
ド
イ
ツ
の
少
年
司
法
」
季
刊
刑
事
弁
護
八
号

ご
九
九
六
）
一
一
一
頁
以
下
も
参
照
。

（
日
）
ド
イ
ツ
少
年
司
法
に
お
け
る
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
、
一
九
七
0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
核
と
な
り
、
ま
た
「
教

育
思
想
」
や
「
法
治
国
家
原
則
」
の
捉
え
直
し
の
遠
悶
、
近
因
と
も
な
っ
た
。
し
か
し
、
本
稿
に
お
い
て
も
必
要
な
範
囲
で
触
れ
る
よ
う
に
、
ダ
イ

ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
そ
れ
白
体
に
ま
っ
た
く
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
介
入
的
な
措
慣
を
前
提
と
し
た
検
察
段
階
の
手
続
打
切
り
を
中

心
と
し
て
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
が
展
開
し
た
こ
と
や
部
分
的
な
自
白
要
件
の
存
夜
と
い
っ
た
制
度
的
問
題
な
ど
、
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
そ
れ
自
体
に

お
い
て
「
教
育
思
想
」
と
「
法
治
国
家
原
則
」
と
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
た
側
面
も
少
な
く
な
い
。
ド
イ
ツ
「
少
年
刑
法
」
に
お
け
る
ダ
イ
ヴ
ァ
i

ジ
ョ
ン
の
意
義
と
具
体
的
な
問
咽
点
と
の
検
討
に
関
し
て
は
、
別
稿
に
誠
り
た
い
。
な
お
、
一
九
八

0
年
代
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
社
会
的
背
景
と
の

か
か
わ
り
で
ダ
イ
ヴ
ァ
l
ジ
ョ
ン
と
社
会
内
処
分
の
展
開
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
宮
津
浩
一
「
若
年
者
人
口
の
変
動
と
青
少
年
保
護
政
策
の
対

応
」
家
臨
裁
判
月
報
四
O
巻
五
号
（
一
九
八
八
）
一
頁
以
下
を
参
照
。
少
年
普
療
活
動
に
焦
点
を
当
て
、
ド
イ
ツ
少
年
司
法
に
お
け
る
ダ
イ
ヴ
ァ

l

ジ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
議
論
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
七
井
政
和
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
少
年
普
察
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
」
「
中
山
研
一
先
生
古
稀
祝
賀

論
文
集
第
五
巻
刑
法
の
展
開
』
成
文
堂
（
一
九
九
七
）
二
二
三
頁
以
下
を
参
照
。
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第
一
章

少
年
葛
藤
法
と
内
的
改
革
｜
｜
一
九
六

0
年
代
の
改
革
動
向
｜
｜

第
一
節

少
年
葛
藤
法
構
想
と
少
年
刑
法
の
内
的
改
革

一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
一
九
七

0
年
代
半
ば
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
少
年
刑
法
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
少
年
刑
法
と
少
年
福
祉
法

と
を
統
合
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
統
一
少
年
法
構
想
に
よ
り
、
席
巻
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
立
法
的
改
革
論
議
に
先
鞭
を
つ

け
た
の
は
、
同
ω
ユ句。
zaの
議
論
で
あ
る
。
同
・
司
2
0
3
が
、
一
九
六
五
年
、
宮
口

E
R司
で
開
催
さ
れ
た
第
二
ニ
回
ド
イ
ツ
少
年
裁
判

所
会
議
に
お
け
る
講
演
で
明
ら
か
に
し
た
「
少
年
高
藤
法

c
a
g島
8
2宮
司

R
Z）
」
構
想
は
、
少
年
を
「
刑
法
」
と
い
う
制
度
的
枠

組
に
お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
の
適
性
を
正
面
か
ら
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
同
・
司
2
0
3
の
「
少
年
高
藤
法
」
構
想
を
そ

の
手
続
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
検
討
し
た
上
で
、
同
－

HMmwzg
が
「
少
年
葛
藤
法
構
想
」
と
同
時
に
示
し
た
「
少
年
刑
法
の
内
的

改
革
」
と
い
う
構
想
を
確
認
し
よ
う
。

「
少
年
葛
藤
法
」
構
想
は
、
大
き
く
は
二
つ
の
事
項
を
前
提
理
解
と
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
少
年
期
の
理
解
、
「
犯
罪
」
の
理
解
に
か
か

わ
討
。
同
・
司

o
z
g
に
よ
れ
ば
、
少
年
と
は
単
な
る
成
人
へ
の
移
行
状
態
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
国
有
な
人
聞
の
年
齢
段
階
を
意
味
し

て
お
り
、
人
間
の
発
達
過
程
の
中
で
考
慮
を
必
要
と
す
る
特
殊
性
を
も
っ
た
過
程
で
あ
る
。
他
方
で
、
「
犯
罪
」
と
は
、
社
会
的
無
関
心

あ
る
い
は
反
社
会
的
態
度
に
基
づ
く
社
会
倫
理
的
な
基
本
的
規
範
に
対
す
る
違
反
で
あ
り
、
社
会
に
対
す
る
理
解
と
社
会
的
な
拘
束
性

と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
「
犯
罪
」
は
、
行
為
者
に
「
社
会
的
成
熟
性
」
を
要
求
す
る
。
社
会
的
秩
序
、
法
的
秩
序
に
習
熟
し
て
い
る
場

合
に
の
み
、
そ
し
て
そ
の
限
り
に
お
い
て
の
み
、
「
犯
罪
」
や
「
犯
罪
行
為
」
が
語
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
若
年
者
は
、
思
春
期



の
精
神
的
・
肉
体
的
・
社
会
環
境
的
な
不
安
定
性
の
中
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
社
会
的
・
法
的
情
操
、
社
会
的
・

法
的
態
度
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
年
者
が
社
会
的
・
法
的
秩
序
へ
習
熟
す
る
過
程
に
お
い
て
多
く
の
葛
藤
を
引
き
起
こ

す
こ
と
は
避
け
難
い
。
独
立
・
岡
定
・
責
任
の
生
活
段
階
、
す
な
わ
ち
大
人
の
世
界
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
レ
ッ
テ
ル
を
、
こ
の
よ
う
な

成
熟
過
程
に
お
け
る
「
葛
藤
現
象
」
に
貼
っ
て
は
な
ら
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
の
前
提
理
解
は
、
当
時
妥
当
し
て
い
た
一
九
五
三
年
少
年
裁
判
所
法
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
か
か
わ
る
。
開
ハ
・

3
w
g
g
に
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一
九
二
三
年
と
い
う
ほ
ぽ
同
時
期
に
少
年
福
祉
法
と
少
年
裁
判
所
法
と
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
、
少
年
法
の

基
本
秩
序
を
形
成
し
て
い
る
少
年
福
祉
法
を
少
年
裁
判
所
法
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
こ
と
、
二
つ
の
法
律
を
ひ
と
つ
の
精
神
の
統
一
的

な
果
実
と
み
な
す
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
二
三
年
法
に
よ
り
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
は
ず
の
刑
法
典
や
刑

問
思
想
か
ら
少
年
裁
判
所
法
を
解
放
す
る
過
程
は
、
以
後
停
滞
し
て
し
ま
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
人
格
の
自
由
な
発
展
を
目
的
と
す

よ
れ
ば

一
九
二
二
年
、

る
権
利
を
規
定
し
た
基
本
法
第
二
条
は
、
少
年
福
祉
法
第
一
条
第
一
項
と
と
も
に
、
新
し
い
少
年
法
の
基
礎
と
な
り
え
た
は
ず
で
あ
る

が
、
一
九
五
三
年
少
年
裁
判
所
法
の
立
法
者
は
、
一
九
四
三
年
法
の
単
な
る
「
小
改
正
」
を
決
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
年
福
祉
法
か

ら
の
独
立
と
刑
法
へ
の
依
存
と
い
う
基
本
的
傾
向
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
同
－
HU203
は
、
少
年
裁
判
所
法
の
少
年
福

祉
法
か
ら
の
独
立
と
刑
法
へ
の
依
存
と
い
う
点
に
お
い
て
、
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一
九
五
三
年
法
を
一
九
四
三
年
法
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
前
提
理
解
の
上
で
、
同
ハ
・
司
2
0
3
は
、
「
少
年
刑
法
」
と
称
さ
れ
る
も
の
は
少
年
法
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
、
刑
事
前
は
そ

れ
を
特
徴
づ
け
る
独
立
し
た
意
義
を
も
た
な
い
、
と
述
べ
次
の
よ
う
に
い
う
。
少
年
福
祉
法
第
一
条
と
自
己
の
人
格
を
自
由
に
発
展
さ

せ
る
権
利
を
規
定
す
る
基
本
法
第
二
条
と
が
「
少
年
葛
藤
法
」
の
基
礎
と
な
る
。
「
少
年
は
肉
体
的
、
精
神
的
及
ぴ
社
会
的
に
有
用
な
人

間
と
な
る
よ
う
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
す
る
少
年
福
祉
法
第
一
条
に
よ
れ
ば
、
す
べ
て
の
若
年
者
は
、
未
成
年
者
で

あ
る
限
り
、
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
な
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。
ま
た
、
基
本
法
第
二
条
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第
一
項
は
、
何
人
に
も
ー
し
た
が
っ
て
若
年
者
に
も

l
年
齢
に
応
じ
た
教
育
請
求
権
と
教
育
の
義
務
を
根
拠
づ
け
る
人
格
の
発
展
を
要

求
す
る
権
利
を
与
え
て
い
る
。
少
年
福
祉
法
第
一
条
が
社
会
的
な
義
務
を
根
拠
づ
け
た
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
教
育
を
請
求
す
る
権
利

が
全
少
年
法
を
貫
い
て
い
る
こ
と
が
さ
ら
に
決
定
的
で
あ
る
、
と
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
教
育
を
要
求
す
る
少
年
の
権
利
と
そ
れ
に
対

応
す
る
社
会
の
側
の
義
務
と
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
「
教
育
思
想
」
と
い
う
統
一
原
理
に
よ
り
、
少
年
福
祉
法
と
少
年
裁
判
所
法
と
を

統
一
化
す
る
「
少
年
葛
藤
法
」
が
構
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

聞ハ・司
2
0
3
は
、
こ
の
よ
う
な
内
実
を
も
っ
「
教
育
思
想
」
を
一
九
五
三
年
少
年
裁
判
所
法
の
解
釈
指
針
と
し
、
ま
た
そ
れ
に
基
づ
き

管
轄
か
ら
手
続
、
実
体
的
処
分
、
処
遇
環
境
に
至
る
全
少
年
制
度
の
変
革
を
前
提
と
し
た
立
法
構
想
の
具
体
化
を
図
る
。
少
年
に
ふ
さ

わ
し
く
犯
罪
構
成
要
件
の
解
釈
を
行
う
こ
と
、
成
人
、
青
年
、
少
年
に
よ
る
本
質
的
に
異
な
っ
た
現
象
を
合
計
す
る
「
刑
事
統
計
」
か

ら
少
年
の
葛
藤
現
象
を
除
去
し
、
教
育
現
象
と
し
て
「
少
年
統
計
」
に
記
録
す
る
こ
と
、
執
行
段
階
を
教
育
的
に
改
善
し
、
そ
の
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
が
こ
れ
に
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
な
か
で
も
こ
こ
で
は
特
に
、
少
年
裁
判
所
法
の
刑
事
法
的
形
式
に
対
し
非
訟
事

件
の
後
見
裁
判
所
的
形
式
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
手
続
に
関
係
す
る
主
張
に
目
を
向
け
よ
う
。

な
ぜ
、
少
年
裁
判
所
法
が
規
定
す
る
よ
う
な
刑
事
法
的
形
式
の
手
続
に
対
し
て
非
訟
事
件
の
後
見
裁
判
所
的
形
式
の
手
続
が
優
先
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
料
。
同
・

3
z
gは
、
次
の
よ
う
主
張
に
す
る
。
「
整
然
と
し
た
儀
式
的
な
形
式
を
と
も
な
う
公
判
手
続
が
教
育

的
な
効
果
を
有
す
る
、
と
い
う
時
お
り
聞
か
れ
る
主
張
に
対
し
て
は
、
私
は
全
く
懐
疑
的
で
あ
る
。
」
「
私
は
基
本
的
に
は
、
公
判
手
続

の
形
式
は
人
を
混
乱
さ
せ
、
ま
た
抑
圧
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
真
の
人
間
相
互
間
の
対
話
が
行
わ
れ
な
い
が
ゆ
え
に
、
特
に
教
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育
的
な
雰
囲
気
が
壊
さ
れ
て
い
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
」
「
若
年
者
は

l
成
人
で
あ
っ
て
も
し
ば
し
ば
｜
（
刑
事
訴
訟
的
な
公
判
手
続
の

形
式
に
お
い
て
は
l
引
用
者
）
空
間
、
形
式
お
よ
び
言
語
に
お
い
て
、
完
全
に
未
知
の
世
界
に
立
ち
、
そ
の
な
か
で
自
分
が
い
い
た
い
こ

と
、
い
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
自
由
に
そ
し
て
臆
す
る
こ
と
な
く
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
。
同
・
句
。

zaに
よ
れ
ば
、
「
教
育
」



は
「
人
間
に
「
押
し
付
け
ら
れ
る
」
も
の
で
は
な
く
、
協
働
を
促
す
こ
と
に
よ
っ
て
発
議
さ
れ
提
案
さ
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
自
主
性

を
要
求
す
る
。
「
蔦
藤
事
件
」
に
お
い
て
若
年
者
に
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
援
助
は
、
若
年
者
自
身
や
近
親
者
に
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て

そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
納
得
し
て
受
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
信
頼
が
喚
起
さ
れ
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
協
働
と
信
頼
と
を
基
礎
と
す
べ
き
少
年
葛
藤
事
件

の
処
理
に
と
っ
て
、
少
年
自
身
が
疎
外
さ
れ
る
形
式
的
な
「
刑
事
手
続
」
は
、
少
年
を
対
象
と
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
と
位

理
解
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
「
教
育
」
的
理
由
の
ほ
か
に
、
同
じ
時
期
に
遂
行
さ
れ
て
い
た
再
審
研
究
の
成
果
を
も
重
要
な
後
ろ
楯
と
す

る
。
「
そ
も
そ
も
外
面
的
な
手
続
形
式
は
、
法
律
家
で
は
な
い
者
に
と
っ
て
は
多
く
の
場
合
無
線
の
も
の
で
あ
る
。
再
審
手
続
に
関
す
る

チ
ュ

l
ビ
ン
ゲ
ン
研
究
の
訴
訟
資
料
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
成
人
に
さ
え
あ
て
は
ま
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
若
者
に
つ
い
て

は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
。
成
人
に
と
っ
て
す
ら
形
式
的
な
刑
事
訴
訟
手
続
は
非
日
常
的
な
空
間
で
あ
り
、
ま
し
て
や
若

い
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
自
由
に
臆
す
る
こ
と
な
く
訴
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

年
者
は
そ
こ
に
お
い
て
、
「
自
分
の
い
い
た
い
こ
と
、

い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
若
年
者
が
自
分
の
い
い
た
い
こ
と
を
自
由
に
訴
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
誤
判
防
止
に
つ
な
が

る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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以
上
に
見
た
よ
う
に
、
民
間

vozg
は
、
「
少
年
葛
藤
法
」
構
想
に
お
い
て
、
少
年
の
自
主
性
や
協
働
、
信
頼
を
前
提
と
す
る
「
教
育
」

的
観
点
と
誤
判
研
究
と
を
大
き
な
後
ろ
楯
と
し
て
、
検
察
官
の
立
ち
会
わ
な
い
非
訟
事
件
の
後
見
裁
判
所
的
形
式
の
手
続
が
形
式
的
な

刑
事
訴
訟
手
続
に
優
先
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
そ
れ
で
は
後
見
裁
判
所
的
形
式
の
手
続
と
法
治
国
家
原
則
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に

立
つ
の
か
。
民
句
。

z
g
は
、
少
な
く
と
も
一
九
五
三
年
少
年
裁
判
所
法
下
に
お
け
る
手
続
を
説
明
す
る
場
面
に
お
い
て
は
、
「
法
治
国
家

性
の
原
則
は
、
少
年
裁
判
手
続
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
。
若
年
者
は
、
手
続
に
お
い
て
、
主
体
的
地
位
を
有
す
る
」
と
説
明
す
る
の
み
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で
あ
服
、
後
見
裁
判
所
的
形
式
の
手
続
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
言
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
間
内
・
司
2
0
3
が
、
法
治
国
家
原
則
と
後

見
裁
判
所
的
形
式
の
手
続
と
は
矛
盾
し
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
若
年
者
が
「
自
分
の
い
い
た
い
こ
と
、

い
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
自
由
に
臆
す
る
こ
と
な
く
話
す
」
こ
と
が
で
き
る
後
見
裁
判
所
的
形
式
の
手
続
を
、
若
年
者
に
対
す
る
実
質

的
な
法
治
国
家
的
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
要
請
さ
れ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
こ
と
は
、
誤
判
研
究
の
成
果
を
そ
の
主
張
の
重

要
な
後
ろ
楯
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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と
こ
ろ
で
、
円

pwcwg
が
一
九
六
五
年
の
講
演
に
お
い
て
示
し
た
の
は
、
「
少
年
前
向
藤
法
」
構
想
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
教
育
思

想
の
優
位
性
に
基
づ
く
少
年
司
法
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
筋
道
を
も
、
示
し
た
の
で
あ
る
。
同
－
P
R
B
は
、
提
案
の
実
現
に
と
っ

て
、
立
法
者
へ
の
呼
び
か
け
は
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
。
「
む
し
ろ
決
定
的
な
の
は
、
私
が
「
内
的
改
革
合
同
5
0
5
宮内
2
5）
』

と
呼
ぴ
た
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
今
日
の
法
律
的
所
与
の
中
で
、
こ
れ
を
十
分
に
生
か
し
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
特
に
精

神
の
改
革
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
新
し
く
形
成
す
る
こ
と
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
」
と
。

な
ぜ
立
法
者
へ
の
呼
び
か
け
は
決
定
的
な
も
の
と
は
な
り
え
ず
、
「
内
的
改
革
」
が
必
要
と
な
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
「
内
的
改
革
」

の
必
要
性
は
、
当
時
の
経
済
的
・
財
政
的
事
情
へ
の
配
慮
と
い
う
い
わ
ば
消
極
的
理
由
か
ら
出
た
も
の
と
は
考
え
難
い
。
一
九
六
五
年

段
階
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
一
時
的
な
不
況
の
兆
し
は
見
ら
れ
た
も
の
の
、
一
九
五

O
年
に
九
八

O
億
マ
ル
ク
で
あ
っ
た

G
N
P
は

一
九
六
四
年
に
は
四
二
ニ

O
億
マ
ル
ク
に
ま
で
達
し
て
お
り
、
一
九
六
四
年
に
は
失
業
率
0
・
0
八
%
と
い
う
完
全
雇
用
状
態
が
実
現

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
民
間
V
2
0
3
自
身
が
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
こ
で
決
定
的
で
あ
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
よ
り
直
哉

一
九
六
二
年
に
公
に
さ
れ
一
六
歳
以
上
の
者
に
対
し
て
予
防
監
置
な
ど
を
構
想
し
て
い
た
刑
法
改
正
政
府
草
案
が
示
す
方
向
性
へ

の
危
倶
で
あ
り
、

F
z
m
z
－m尽
E
Eキ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
／
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
・
自
由
民
主
党
連
立
政
権
下
で
の
立
法
者
へ
の

懐
疑
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
同
・
司

o
g
g
は
、
前
提
理
解
と
し
て
先
に
示
し
た
と
お
り
、
一
九
五
三
年
法
を
少
年
福
祉
法
か
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ら
の
独
立
と
刑
法
へ
の
依
存
と
い
う
傾
向
の
上
に
あ
る
も
の
と
位
置
付
け
た
上
で
、
青
年
を
少
年
裁
判
所
法
に
含
め
る
と
い
う
そ
れ
自

体
は
歓
迎
さ
れ
る
べ
き
事
柄
が
少
年
司
法
内
で
の
刑
法
的
思
考
の
強
化
を
も
た
ら
し
て
お
り
、

ζ
の
よ
う
な
考
え
が
い
か
に
強
く
立
法

者
の
意
識
に
浸
透
し
て
い
る
か
は
－
九
六
二
年
刑
法
草
案
に
明
ら
か
で
あ
る
、
と
指
摘
す
る
の
で
あ
話
。
「
ま
ず
第
一
に
わ
れ
わ
れ
は
、

立
法
者
じ
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
を
基
本
的
な
教
育
と
い
う
考
え
か
ら
遠
ざ
け
る
よ
う
な
要
求
を
し
な
い
よ
う
に
用
心
す
べ
き
で
あ
る
。

私
段
、
一
九
六
二
年
草
案
は
ニ
の
よ
う
な
危
険
性
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
と
考
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
特
に
既
存
の
諸
方
策
や
手
段
が

十
分
に
形
を
与
え
ら
れ
、
か
つ
生
か
さ
れ
な
い
限
り
は
、
予
防
監
置
の
よ
う
な
新
し
い
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
瞥
戒
す
べ
き
で
あ

る
」
。
「
わ
れ
わ
れ
が
次
の
よ
う
な
問
い
の
前
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
、
間
違
い
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
（
一
九
六
二
年
刑
法

改
正
政
府
草
案
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
l
引
用
者
）
傾
向
と
妥
協
す
る
つ
も
り
な
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
抵
抗
す
る
つ
も
り
な

の
か
、
他
の
構
想
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
実
際
上
倫
理
的
・
社
会
的
・
生
物
学
的
な
実
状
に
応
じ
た
特
に
少
年
に
ふ
さ
わ

し
い
構
想
、
少
年
福
祉
法
と
少
年
裁
判
所
法
と
の
統
一
を
つ
く
り
だ
し
、
同
時
に
、
人
格
の
発
展
を
保
障
す
る
基
本
法
の
崇
高
な
人
間

像
（
品

g
g
Z
冨

g
R
F
g
σ
E）
と
そ
の
委
託
と
に
応
え
る
構
想
を
明
ら
か
に
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
い
で
あ
る
。
法
律
に

違
反
し
た
若
年
者
を
、
特
に
彼
ら
が
初
め
て
法
に
触
れ
た
と
き
に
、
わ
れ
わ
れ
が
真
に
援
助
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に

か
か
っ
て
い
る
」
。

第
二
節

少
年
葛
藤
法
の
影
響
と
統
一
少
年
法
構
想
の
挫
折
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日ハ匂
2
0
3に
よ
る
「
少
年
葛
藤
法
」
構
想
は
、
一
九
七

0
年
代
半
ば
ま
で
の
議
論
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
こ
で
は
、
そ

の
影
響
と
そ
れ
へ
の
批
判
を
概
観
し
た
上
で
、
少
年
裁
判
所
法
と
少
年
福
祉
法
と
を
統
一
す
る
と
い
う
構
想
が
立
法
的
に
挫
折
し
た
背
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景
を
確
認
す
る
。
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同ハ－

Fuzaに
よ
る
「
少
年
葛
藤
法
」
構
想
は
、
す
で
に
一
九
六
四
年
に
お
い
て
少
年
法
改
正
に
関
す
る
提
案
を
公
に
し
て
い
た
労
働

者
福
祉
協
会
（
〉
円

g
x
q君
。

Z
F
F耳
切
口

E
0
2
q
g
E
0・
〈
よ
〉
巧
O
）
に
影
響
を
与
え
た
。
一
九
七

O
年
に
は
、
同
協
会
に
よ
り
「
拡
大

さ
れ
た
少
年
援
助
法
に
関
す
る
提
案
」
が
公
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
提
案
は
、
実
体
的
側
而
に
お
い
て
は
、

一
八
歳
か
ら
二
一
歳

ま
で
の
若
年
者
が
重
大
な
犯
罪
を
犯
し
た
場
合
に
は
例
外
的
に
少
年
刑
を
科
し
う
る
と
し
て
い
た
も
の
の
、
一
四
歳
以
上
一
六
歳
未
満

の
少
年
に
は
少
年
援
助
を
中
心
と
し
た
措
置
を
、
二
ハ
歳
か
ら
二
一
歳
ま
で
の
若
年
者
に
は
新
た
に
形
成
さ
れ
た
教
育
援
助
、
作
業
施

設
（
巧
ω号
宮
内
）
に
お
け
る
教
育
を
中
心
と
し
た
措
置
を
構
想
し
た
。
ま
た
手
続
的
に
は
、
専
門
家
に
よ
る
調
査
が
重
視
さ
れ
、
一
方
で

は
法
治
国
家
的
保
障
と
い
う
刑
事
手
続
の
長
所
、
他
方
で
は
柔
軟
性
と
い
う
後
見
裁
判
所
手
続
の
長
所
、
双
方
を
生
か
す
と
い
う
新
た

な
手
続
が
構
想
さ
れ
た
。

一
九
七
三
年
に
連
邦
家
庭
・
少
年
・
健
康
省
専
門
委
員
会
に
よ
り
公
に
さ
れ
た
「
少
年
福
祉
法
の
た
め
の
討
議
案
」
は
、
こ
の
よ
う

な
A
W
O提
案
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
草
案
は
、
妥
協
的
性
格
を
も
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
多
方
面
か
ら
批
判
を
浴

び
討
。
例
え
ば
、
草
案
が
、
少
年
司
法
実
務
に
お
い
て
少
年
の
社
会
化
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
軽
微
犯
罪
と
中

程
度
の
犯
罪
を
少
年
援
助
の
領
域
に
取
り
込
む
一
方
で
、
結
局
、
社
会
化
の
欠
如
が
最
も
深
刻
で
あ
る
は
ず
の
重
大
犯
罪
を
刑
法
的
措

置
に
委
ね
た
こ
と
は
、
極
め
て
妥
協
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
、
と
批
判
さ
れ
た
。
少
年
「
犯
罪
者
」
を
少
年
援
助
の
領
域
に
合

め
る
と
い
う
、
そ
も
そ
も
の
根
本
的
な
考
え
に
つ
い
て
も
、
少
年
援
助
の
「
刑
事
化
」
と
少
年
局
に
対
す
る
信
頼
の
失
墜
を
招
く
と
さ

れ
た
。
ま
た
逆
に
、
実
体
的
な
処
分
と
し
て
刑
事
法
的
な
抑
圧
的
手
段
を
放
棄
し
、
教
育
的
措
置
の
み
に
よ
り
対
処
を
図
る
こ
と
で
は

足
り
な
い
と
も
批
判
さ
れ
た
。

こ
の
よ
、
7
に、

一
九
七
三
年
討
議
案
に
対
し
て
は
多
く
の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
従
来
的
な
刑
事
法
的
手
続
を
後
見
裁
判
的
な
手
続



に
改
め
る
と
い
う
提
案
も
、
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
特
に
、
「
法
治
国
家
原
則
」
を
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
相
当
に
重
大
な
犯
罪
の
容
疑
が
あ
り
、
草
案
に
あ
る
よ
う
な
教
育
援
助
が
若
年
者
の
権
利
や
教
育
権
者

の
権
利
へ
の
重
大
な
侵
害
を
合
む
よ
う
な
場
合
、
若
年
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
治
国
家
的
な
保
障
を
備
え
た
手
続
を
要
求
す
る
権
利
を
も

っ
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
手
続
は
、
非
訟
事
件
手
続
法
に
よ
り
後
見
裁
判
官
が
行
う
形
式
性
の
な
い
手
続
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
少
年

少年手続における f教育思想Jと「法治国家JJ;il{IJJ

裁
判
所
法
や
刑
事
訴
訟
法
に
よ
る
形
式
的
な
手
続
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
犯
罪
行
為
が
司
法
的
介
入
の
契
機
と
な

る
場
合
に
は
、
後
見
裁
判
官
が
行
う
手
続
に
お
い
て
は
、
特
に
当
事
者
で
あ
る
少
年
を
聴
聞
す
る
義
務
な
ど
に
よ
っ
て
法
治
国
家
的
保

隙
を
よ
り
強
め
た
と
し
て
も
、
法
治
国
家
的
保
陣
が
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
い
、
と
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
特
に
重
い
犯
罪
の
場
合

に
は
、
形
式
的
な
「
刑
事
手
続
」
で
な
け
れ
ば
「
法
治
国
家
的
保
障
」
を
な
し
え
な
い
と
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ニ
こ
の
よ
う
な
多
方
面
に
渡
る
批
判
を
浴
び
た
統
一
少
年
法
構
想
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
翌
年
、
一
九
七
四
年
に
「
少
年
福
祉
法
専

門
委
員
会
草
案
」
が
公
に
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
再
び
急
旋
回
を
見
せ
る
こ
と
に
な
る
。
一
九
七
四
年
少
年
福
祉
法
専
門
委
員
会
草
案
は
、

少
年
福
祉
法
と
少
年
裁
判
所
法
と
の
こ
元
主
義
を
復
活
さ
せ
、
一
九
七
七
年
の
専
門
委
員
会
草
案
を
経
て
、
二
元
主
義
の
基
本
構
造
を

維
持
し
た
ま
ま
一
九
七
八
年
一
一
月
に
述
邦
参
議
院
に
、
一
九
七
九
年
二
月
に
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
七
四
年
少
年
福
祉
法
専
門
委
員
会
草
案
が
少
年
刑
法
と
少
年
援
助
法
と
の
統
一
化
を
放
棄
し
、
従
来
の
二
元
主
義
を
再
ぴ
採
っ

た
こ
と
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
確
か
に
、
先
に
見
た
よ
う
な
少
年
福
祉
法
と
少
年
刑
法
と
を
一
元
化
す
る
こ
と
へ
の
理
論
的
批
判
が
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
よ
り
も
現
実
的
で
か
つ
重
大
で
あ
っ
た
の
は
、
一
九
七
三
年
一

O
月
に
勃
発
し
た
第
四
次
中
東
戦
争
や

そ
れ
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
の
影
響
を
、
つ
け
た
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
す
る
財
政
的
問
題
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
に
誕
生
し
、
「
よ

り
多
く
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
目
標
と
す
る
巧
ロ
ロ
回
日
ロ
岳
社
会
民
主
党
・
自
由
民
主
党
連
立
政
権
は
、
政
権
樹
立
当
初
の
高
い
経
済

成
長
、
完
全
雇
用
状
態
を
背
景
に
、
多
く
の
社
会
改
革
を
計
画
し
た
。
一
九
七
一
年
三
月
、
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
た
第
六
立
法
期
（
一

61 
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九
六
九
l
一
九
七
二
年
）
に
お
け
る
連
邦
政
府
の
作
業
計
画
に
よ
れ
ば
、
①
教
育
、
研
究
政
策
、
②
社
会
保
障
、
厚
生
、
家
族
政
策
、
労

働
法
・
社
会
保
障
法
、
③
共
同
決
定
権
、
情
報
の
自
由
の
保
降
、
④
財
産
構
造
改
善
を
含
む
経
済
秩
序
の
強
化
改
善
、
⑤
構
造
政
策
と

空
間
秩
序
計
画
、
⑥
国
家
制
度
改
革
な
ど
、
ほ
ぽ
全
て
の
国
家
政
策
領
域
に
お
け
る
制
度
改
革
が
、
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
泌
。
し

か
し
、
そ
の
ど
れ
も
が
後
の
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
始
ま
る
低
成
長
の
影
響
を
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
一
九
六
五
年
に
「
少
年
葛

藤
法
」
構
想
が
提
示
さ
れ
、
一
九
七

0
年
代
に
入
り
統
一
少
年
法
構
想
と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
背
景
に
は
、
高
い
経
済
成
長
に

支
え
ら
れ
、
国
家
の
活
動
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
問
題
を
解
決
し
、
そ
の
民
主
化
を
図
る
と
い
う
「
六

0
年
代
特
有

A

お｝

の
社
会
工
学
的
発
想
」
を
典
型
的
に
と
っ
た
巧
・
回

g
E同
政
権
下
に
お
い
て
、
立
法
が
社
会
改
革
を
先
導
す
る
高
い
実
現
可
能
性
が
存

し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
し
て
戸
司
2
0
3
の
「
少
年
葛
藤
法
」
構
想
を
受
け
継
ぐ
形
で
出
現
し
た
統
一
少
年
法

構
想
も
、
巧
・
回
日
ロ
岳
政
権
下
で
当
初
計
画
さ
れ
て
い
な
が
ら
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
多
く
の
政
策
と
同

じ、

4
7に
．
、
財
政
的
理
由
か
ら
挫
折
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

＝
一
一
以
上
に
、
関
・
MM203
に
よ
る
「
少
年
葛
藤
法
」
構
想
と
「
内
的
改
革
」
構
想
、
そ
し
て
そ
の
影
響
と
挫
折
と
い
う
、
一
九
六

0

年
代
半
ば
か
ら
の
少
年
刑
法
を
め
ぐ
る
動
き
を
見
で
き
た
。
こ
こ
で
特
に
同
・

3
z
aの
見
解
の
意
義
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
同
・

3
z
a

の
主
張
に
は
、
次
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
ず
第
一
に
、
成
長
過
程
に
あ
り
固
有
の
属
性
を
も
っ
若
年
者
が
、
成
人
に
つ

い
て
妥
当
す
る
人
権
と
は
質
の
異
な
る
人
権
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
着
眼
し
、
『
教
育
請
求
権
」
と
し
て
表
現
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
人
権

を
基
盤
と
し
て
、
あ
る
べ
き
少
年
制
度
を
構
想
し
た
こ
と
で
あ
る
。
手
続
に
し
て
も
、
若
年
者
に
ふ
さ
わ
し
く
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
の
上
で
、
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
若
年
者
の
主
体
性
と
自
主
性
、
協
働
を
中
核
と
し

た
「
教
育
」
的
観
点
か
ら
、
手
続
に
お
い
て
少
年
の
納
得
性
は
い
か
に
す
れ
ば
担
保
し
う
る
か
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
考
慮
を

手
続
構
造
に
ま
で
及
ぼ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
若
年
者
の
主
体
性
と
納
得
性
、
そ
し
て
若
年
者
に
対
す
る
援
助
と
い
う
要
素

九大法学76号



が
、
「
教
育
」
と
「
法
治
国
家
原
則
」
と
を
架
橋
し
て
い
る
。
若
年
者
が
主
体
的
に
手
続
に
参
加
し
え
、
ま
た
そ
れ
を
通
し
て
少
年
が
納

得
で
き
る
よ
う
に
、
若
年
者
に
対
す
る
手
続
は
若
年
者
に
ふ
さ
わ
し
く
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
若
年
者
自
身
が
い
い
た
い
こ
と
、

い
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
自
由
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
少
年
が
臆
す
る
こ

と
な
く
自
由
に
自
分
が
い
い
た
い
こ
と
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
後
見
裁
判
所
的
手
続
が
刑
事
訴
訟
的
手
続
に
優
先
し
、
そ
れ
は
法
治
国

む
し
ろ
法
治
国
家
原
則
か
ら
も
要
請
さ
れ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
若
年
者

家
原
則
に
抵
触
せ
ず
、

に
対
す
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
の
核
心
が
、
若
年
者
自
身
の
主
体
的
な
手
続
参
加
に
あ
る
こ
と
が
、
極
め
て
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る

少年手続における「教育思想Jと「法治国家原則J

と
い
え
よ
う
。

確
か
に
、
同
・

3一Z
B
に
し
て
も
、
自
由
剥
奪
処
分
を
も
「
教
育
」
で
説
明
す
る
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、

同
・
伊
丹
0
3
は
、
自
由
剥
奪
処
分
で
あ
る
少
年
拘
禁
制
度
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
少
年
拘
禁
の
執
行
実
施
に
お
い
で
す
ら
裁

判
官
は
教
育
者
で
は
な
い
。
継
続
拘
禁
す
ら
期
間
が
短
す
ぎ
る
た
め
教
育
現
象
に
と
っ
て
必
要
な
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
少
年
拘
禁
は
単
に
警
告
的
性
格
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
、
健
全
で
有
効
な
裁
判
外
の
教
育
現
象
を
支
援

す
る
と
い
う
重
要
な
機
能
を
営
ん
で
い
る
」
。
こ
れ
は
、
「
少
年
拘
禁
に
余
り
に
多
く
を
要
求
す
る
と
、
そ
れ
が
達
成
可
能
な
こ
と
以
上

を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
て
、
「
教
育
的
処
分
」
と
は
区
別
さ
れ
た
「
教
育
を
単
に
支
援
す
る
に
過
ぎ
な
い
処
分
」
で
あ
る
少
年

拘
禁
の
限
界
性
を
説
く
文
脈
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
少
年
拘
禁
が
「
教
育
的
処
分
」
と
な
り
え
な
い
の
は
、
ま
さ
に
「
期
間
が

短
す
ぎ
る
た
め
」
で
あ
り
、
自
由
剥
奪
に
よ
る
そ
の
「
警
告
的
性
格
」
は
「
教
育
現
象
」
に
資
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

A

M凋
｝

い
る
の
で
あ
る
。

63 

一
九
六

0
年
代
半
ば
に
お
け
る
議
論
の
背
景
に
か
か
わ
る
事
柄
と
し
て
、
次
の
点
は
重
ね
て
確
認
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
一
九
六

0
年
代
の
議
論
は
、
刑
法
改
正
論
議
と
少
年
福
祉
法
改
正
論
議
と
の
狭
間

し
か
し
、
そ
う
し
た
上
で
も
、
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で
ま
さ
に
「
少
年
刑
法
」
を
ど
ち
ら
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
と
い
う
性
質
が
強
い
も
の
で
あ
り
、
「
刑
法
か
福
祉
法
か
」
と
い
う
図
式
で

議
論
が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
「
教
育
思
想
」
を
評
価
す
る
際
に
、

九大法学76号

一
九
六
二
年
刑

法
改
正
政
府
草
案
に
端
的
に
見
ら
れ
る
刑
罰
主
義
へ
の
対
抗
と
い
う
意
味
を
欠
落
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
対
「
刑

問
」
、
対
「
刑
法
」
、
対
「
刑
罰
主
義
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
教
育
」
と
い
う
こ
と
を
い
う
最
大
の
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で

あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
間
内
・

p
w
Z
B
も
少
年
「
犯
罪
」
で
は
な
く
、
若
年
者
に
特
有
の
「
葛
藤
現
象
」
と
し
て
事
象
を
捉
え
る

べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
議
論
状
況
の
中
で
「
教
育
思
想
」
が
積
極
的
な
介
入
を
予
定
し
た
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
し
て
も
、
国
家
の
積
極
的
介
入
に
よ
り
社
会
問
題
を
解
決
す
る
「
六

0
年
代
特
有
の
社
会
工
学
的
発
想
」
の
上

で
、
後
に
「
社
会
復
帰
思
想
へ
の
陶
酔
」
と
も
榔
検
さ
れ
る
議
論
風
潮
が
刑
事
司
法
一
般
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
、
接
近
さ
れ
る
側
の
少

年
福
祉
法
上
の
給
付
形
態
自
体
が
積
極
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
考
え
あ
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

｛
日
）
同
ハ
ω『－

pwgwa
の
「
少
年
首
藤
法
」
構
想
な
ら
び
に
「
少
年
刑
法
」
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
特
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
同
ωユ司
2
0
2・

口一めの
E
E
E
m
g
a常
国
各

g
a－23m｝
g
m
o「河
R
宮
島
『
mnymw
『・冨
ω
n
y
「同ハユヨ』
m－S
Z円・N

－S
E・
ω・お『『・・ロ
2
9
』口問。コ島民『白骨
R
Z・吉一

河口門
Z
－同盟
052ω

（出『
ω肉
・
ア
出
向
凶
ロ
也
君
号
Z
手口内町内目。『回ハユヨ
Z
o－O
E
O
－回。『－
E
E
g
σ
・
ω・色町止・同・
3
w
z
a
の
「
少
年
高
藤
法
」
構
想
に
つ
い

て
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
す
で
に
詳
細
な
紹
介
、
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
一
九
六
五
年
の
講
演
の
邦
訳
と
し
て
、
カ
l
ル
・
べ
l
タ
l
ス
、
阿

部
純
二
（
訳
）
「
若
い
法
違
反
省
の
処
過
の
諸
原
則
叫
」
家
路
哉
判
月
報
二
五
巻
七
サ
（
一
九
七
三
）
一
頁
以
下
（
故
高
哉
判
所
事
務
総
局
制
「
外
同
少

年
法
制
の
動
向
」
法
曹
会
（
一
九
七
三
｝
一
二
七
頁
以
下
に
所
収
）
を
参
照
。
ま
た
、
当
・
ロ
丘
一
一
ロ
宮
『
・
同
・
F
R
W
2
2
や司・
ω与
え
貯
円
。
吉
な
ど
の
諸

説
と
と
も
に
同
・
3
w
z
a
の
考
え
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
阿
部
純
二
「
西
ド
イ
ツ
少
年
刑
法
に
お
け
る
行
為
者
主
義
と
行
為
主
義
ご
）
（
一
一
）
」

家
庭
裁
判
月
報
二
O
巻
四
号
（
一
九
六
八
）
一
頁
以
下
、
二
O
巻
七
号
（
一
九
六
八
）
一
頁
以
下
を
参
照
。

（口）間内・同
MOZBEmmω

（〉ヨロ・
5
）・

ω・印同町内・

｛
日
）
同
・
同
V
2
0
3
5
8
ω

（〉ロヨ－H8・

ω・色町・
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（
叩
）
町
内
・

pw
円。a
z
g
m
（〉ロヨ－

HS－
m－m
2・

（
初
）
民
間
V
2
0
3
は
、
立
法
構
恕
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
一
九
五
三
年
少
年
裁
判
所
法
の
解
釈
と
し
て
も
、
刑
事
法
的
形
式
の
予
統
に
対
す
る
後
見
抜
判

所
的
形
式
の
．
俊
先
を
説
い
て
い
る
。
「
補
充
性
の
原
則
は
、
可
能
な
限
り
多
く
の
事
件
を
後
見
裁
判
所
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
に
．
当
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
教
育
思
想
が
よ
り
明
確
に
現
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
定
式
的
な
刑
事
手
続
は
そ
れ
自
体
に
お
い
て
意
義
を
も
っ
て
い
る
、

と
い
う
再
三
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
考
え
に
対
し
て
は
、
ま
さ
に
刑
事
手
続
に
お
け
る
審
判
の
雰
凶
気
は
裁
判
官
と
少
年
と
の
聞
に
必
要
な
関
係
を

生
じ
さ
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
同
・

3
w
z
a
z
g
σ
（〉コヨ・

5
）・

ω・
怠
司
・
）
民
間
V203
に
よ
れ
ば
、
「
教
育
忠

忽
の
優
位
は
、
刑
罰
な
ら
び
に
刑
事
手
続
の
補
充
性
を
導
く
」
（
同

ωユ
司
2
0
3
g
g守『
O括
協
・
開

Z
F
S『
σcnz・N
・〉
C
D
・－

U
ユ
ω
E
z
z
a
a・
m－

S
ご
。
こ
の
よ
う
な
「
刑
問
な
ら
び
に
刑
事
手
続
の
補
充
性
」
は
、
以
下
の
よ
う
に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
①
教
育
的
措
置
お
よ
び
保
護
的
措
置
で

は
足
り
な
い
場
合
に
お
い
て
の
み
刑
問
を
用
い
る
こ
と
（
教
育
的
方
法
の
優
越
て
②
後
見
的
な
手
続
お
よ
び
少
年
司
法
上
の
子
続
で
は
足
り
な
い
場

合
に
お
い
て
の
み
刑
事
手
続
を
川
い
る
こ
と
、
③
少
年
刑
法
上
の
教
育
的
作
別
に
対
す
る
本
来
的
な
（

5
5『Z
n
g
教
育
権
折
に
よ
る
教
育
の
優
越

性
。
－
p
p
w
z
a
z
g
σ
（〉ロヨ・

5
ア

ω・お∞『・

（
幻
）
同
・
－
V
2
0
3
5
8
ω
（〉ロヨ・

5
）・

ω・印∞・

（
詑
）
同
・

3
w
z
w
Z
H
S
E
（〉ロヨ・

5
）・

ω・勾『－
R
・－
u
E
m
g
は
、
こ
の
よ
う
な
手
続
関
与
者
間
に
お
け
る
「
協
働
」
と
手
続
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
次
の

ょ
う
に
述
べ
て
い
る
。
兇
な
っ
た
教
育
主
体
聞
の
協
働
と
い
う
考
え
が
、
高
藤
事
件
処
埋
の
基
礎
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
側
叫
が
い
か
に
真
剣
に

わ
が
子
の
将
米
を
心
配
し
努
力
す
る
と
い
っ
て
も
、
少
年
手
続
が
刑
事
手
続
と
し
て
威
嚇
的
な
や
り
方
で
、
子
ど
も
に
つ
い
て
進
行
し
て
い
る
と
き

に
、
少
年
官
庁
や
少
年
裁
判
所
と
の
協
働
と
い
う
こ
と
を
本
当
に
両
親
に
要
求
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
秘
密
に
さ
れ
、
隠
蔽
さ
れ
、
表
．
耐
を
糊

塗
さ
れ
て
、
結
局
非
教
育
的
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
は
ま
っ
た
く
当
然
に
、
弁
護
人
が
成
入
手
続
の
方

式
に
し
た
が
っ
て
仕
事
を
し
、
北
れ
年
者
に
説
教
を
し
た
り
、
質
め
そ
や
し
た
り
、
あ
る
い
は
せ
め
て
引
件
が
無
官
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
せ

か
け
る
こ
と
に
努
力
す
る
、
と
い
う
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
対
立
点
は
、
若
年
お
の
将
来
の
形
成
と
そ
の
制
祉
の
み
が
軍
要
で
あ

る
と
い
う
正
当
な
確
信
が
す
べ
て
の
方
面
に
存
在
す
る
と
き
に
の
み
、
克
服
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
、
と
。

（
幻
）
〈
m－・同
ωユ
－
u
z
o
a－
F
Z
0
2
5
＝g
一ヨ

2
3守『
O諸
国
・
阿
古

m
w
C
E
2
2
n
y
g
m刊
号
『
若
宮
内
田

O
B
Eロ凶
F
5
2
0『
E
F
3
2
吉
号
『
回
ロ
ロ
色

2
3・

Eσ
一｛
w
u
o
E
m
n
z
g円
四
・
戸
田
町
富
島
・
間
内

ωユ
ω
g
z
z
g
h・
国
宝
色
・
同
町
三

ω『
gym－
由
吋

M
L・
回
釦
邑
・
開
削
三

ω
E
Z
5
2・
こ
れ
ら
一
連
の
再
帯
研
究
の
部

分
的
な
邦
訳
と
し
て
、
カ
ー
ル
・
べ

l
タ
l
ス
、
能
勢
弘
之
、
古
川
敏
雄
（
紺
訳
）
「
誤
判
の
研
究
」
北
海
道
大
学
凶
舟
刊
行
会
｛
一
九
八
一
）
を
参
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（
剖
）
開
門
司
2
0
3
5
8
ω
（〉ロ
5
・5
）・

ω・印∞・

（
お
）
具
体
的
に
は
、
聴
聞
を
受
け
る
権
利
、
防
禦
権
、
申
立
権
、
そ
し
て
上
訴
を
申
し
立
て
る
権
利
が
挙
げ
ら
れ
て
必
り
、
さ
ら
に
無
罪
推
定
や
供
述

の
自
由
、
審
理
の
直
接
性
、
真
実
の
追
求
、
そ
し
て
判
決
の
確
定
力
と
い
っ
た
手
続
的
原
理
は
、
少
年
裁
判
所
手
続
に
お
い
て
も
妥
当
す
る
、
と
説

明
さ
れ
て
い
る
。
同
ω
ユ
p
w
Z
3
5
8
σ
（〉ロヨ・

5
）・

ω・怠史・

（
初
）
同
－
p
w
Z一
『
ω
が
日
本
に
お
け
る
講
演
で
後
見
裁
判
所
的
手
続
と
法
治
国
家
原
則
と
の
関
係
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
点
を
よ

り
明
確
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
少
年
の
み
な
ら
ず
、
両
親
や
付
添
人
を
通
じ
て
、
異
議
申
立
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
「
ド
イ
ツ
の
場

合
、
非
訟
事
件
手
続
に
お
い
て
も
法
的
な
保
障
は
充
分
な
さ
れ
、
少
年
の
権
利
保
陣
は
確
保
さ
れ
て
い
る
」
。
「
こ
の
手
続
は
、
当
事
者
主
義
訴
訟
で

な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
従
っ
て
、
検
察
官
の
関
与
は
な
い
。
検
察
官
は
、
少
年
の
人
権
を
保
障
す
る
役
割
を
持
つ
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

付
添
人
や
保
護
者
が
、
少
年
の
た
め
に
弁
護
を
充
分
に
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
少
年
の
権
利
を
防
禦
す
る
こ
と
に
支
陣
は
な
い
」
。
「
こ
の
（
非

訟
事
件
手
続
的
な

l
引
用
者
｝
手
続
に
よ
る
方
が
、
少
年
に
と
っ
て
の
福
祉
の
目
的
を
逮
し
う
る
し
、
少
年
性
に
適
合
す
る
と
思
う
。
よ
く
、
刑
事

裁
判
を
モ
デ
ル
に
し
、
検
察
官
の
立
会
う
形
式
的
な
手
続
が
、
少
年
の
人
権
を
保
障
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
が
、
私
は
こ

の
点
に
は
普
告
を
し
た
い
と
思
う
。
私
の
検
察
官
と
し
て
長
年
の
実
務
体
験
か
ら
み
て
も
、
少
年
に
対
す
る
裁
判
に
お
い
て
、
登
場
し
て
き
た
少
年

に
と
っ
て
は
裁
判
官
と
検
察
官
の
区
別
も
出
来
な
い
と
い
う
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
刑
事
手
続
で
少
年
に
対
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
例
も
理
解

出
米
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
形
式
だ
け
を
と
と
の
え
て
事
件
を
処
理
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
少
年
の
栴
利
保
陣
に

寄
与
す
る
と
は
い
え
ま
い
。
二
人
の
人
聞
が
対
話
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
少
年
の
心
に
訴
え
る
こ
と
の
方
が
、
形
式
を
云
々
す
る
よ
り
も
は
る
か
に

少
年
に
対
し
て
教
育
的
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
、
ひ
い
て
は
そ
の
人
権
を
擁
護
し
う
る
」
。
カ
ー
ル
・
ぺ

l
タ
！
ス
、
宮
揮
浩
一
（
訳
）
「
若
年

犯
罪
者
の
処
過
」
自
由
と
正
義
二
五
巻
二
号
（
一
九
七
四
）
六
四
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
同
－
F
Z
B
の
主
張
と
岡
内
容
の
指
摘
を
す

る
も
の
と
し
て
、
ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
l
、
宮
津
浩
一
（
訳
｝
「
西
ド
イ
ツ
少
年
犯
罪
の
現
状
と
法
改
正
の
状
況
に
つ
い
て
」
家
庭
裁

判
月
報
二
七
巻
四
号
（
一
九
七
五
）
四
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
幻
）
間
内
・
同
M2035aaω
（〉ロヨ・

5
）・

ω－mN・

（
犯
）
同
・
同
V
O
一件。叫
ω
H
u
g
m
（〉ロヨ・

5
）・

ω・問。・同・旬。－
g
g
に
よ
る
一
九
六
二
年
刑
法
草
案
の
問
題
性
の
指
摘
に
つ
い
て
は
、

R
R
－E
Z
B
叶

g号
ロ

Ng

品。『】ロ側一命白骨骨『脳同『
R
F
Z
B向。司
E
－
C
包括『
O

』ロ

m
g色
』
肉
・
ロ

Z
2
S
a
m・∞－
N
也
由
民
・
を
参
照
。
一
九
六
二
年
刑
法
草
案
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
内
藤
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謙
『
西
ド
イ
ツ
新
刑
法
の
成
立
」
成
文
堂
（
一
九
七
七
）
を
特
に
参
照
。

（
却
）
民
間
M
S
O
B
－∞
mmω
（〉
E
S－－
5
・
ω－s
・

（
却
）
同
・
同
M
S
O
B
－∞
maω
（〉ロヨ－

H
S
－
m－m0・

（
剖
）
〉
円

Z
5
2。
Z
E
Z
E
E
g
g『
σst・〈・・〈。『
R
F
E
m
o
E『
3

2

5一
信
号
乙
c
m
o
E
E
R
q
o
n
z－

g
s－
2
・

（
詑
）
一
九
七
四
年
案
を
も
含
め
た
、
一
九
七
三
年
案
の
問
題
点
の
指
摘
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
文
献
を
参
照
。
司
ユ
包
ユ
与

ω
S
R
a
o
z・
』
認
め
ロ
円
安
ユ
ヨ
吉
包
括
n
z
c
E
吉岡
O
E
s－－
P
『R
Z・
玄
円
耳
目
内
『

g
w・8
Z円・吋＼∞呂吋
ω・∞・
ω包『『・・富一
n
E包
巧

ω－Z
『・

NCヨ

ロ一
mrcg一。ロ
ωω
ロ丹巧
E
・『巴ロ
g
』ロ問。同丘町一－
p
m
g
E
N
g－
N
E』
cm四月』
m・2
Z円・
N
E三・∞－
h

－HR・－〉一
ougロ己
2
・∞
α－M
5・〉ロ
ω者一『
rzロぬ品川口。一ロ
g

p
m
g品目回口問。問。自門
N
2
2町内同
0
2

』
cmoEω
可
止
さ
＝
NE問・

N
B可
〈
0

』
m－N
ω
E
2・∞－
NCR・－
z
a
a
z
g＝常・口一
2
N・』ロ問。ロ島町一－『
R
R
z
a
R

』丘町
g
一円出向ユヨ一

E
－s
n
y己
の
〉

s
a・
ω・5ω
ロ
ょ
の
ロ
E
Y再
開
包
括
『
・
』
ロ
担
当
也
氏
自
問
『
o
n
z
o色。司』
cmm諸島
E
－
r『2
2己
N同一司』肉・∞巴吋切・印－
MHN・

（
お
）
〈
包
・
司
・
印
。
－
d
ω
R
a
o
z
s
J『ω
（〉ロヨ・
ωω
）・

ω・信号・

（
制
）
平
島
健
司
「
ド
イ
ツ
現
代
政
治
」
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
九
四
）
一
一
六
頁
以
下
、
成
瀬
治
・
山
附
欣
吾
・
木
村
梢
二
編
「
ド
イ
ツ
史
3
」
山

川
出
版
社
｛
一
九
九
七
）
三
九
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
お
）
平
向
健
司
・
前
掲
者
一
九
九
阿
説
（
訓
）
一
三
八
頁
。
さ
ら
に
、
当
・
回
日
ロ
岳
政
権
ド
に
お
け
る
改
革
構
想
で
は
、
教
育
分
野
の
改
革
が
故
優
先

事
項
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
こ
の
時
期
の
背
景
と
し
て
、
重
要
な
事
柄
で
あ
ろ
う
。

（
却
）
こ
の
よ
う
な
統
一
少
年
法
構
想
の
成
り
行
き
を
同
時
代
的
な
視
点
か
ら
詳
細
に
紹
介
、
検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
宮
津
市
一
「
岡
ド
イ
ツ
に
お
け

る
少
年
法
制
改
正
の
動
向
」
「
平
場
安
治
博
士
還
暦
祝
賀
論
文
集
現
代
の
刑
事
法
学
（
下
）
」
有
斐
聞
こ
九
七
七
）
阿
二
五
頁
以
下
、
宮
部
浩
一
「
少

年
法
制
改
革
の
理
想
と
現
実
」
家
庭
裁
判
月
報
コ
二
巻
五
号
（
一
九
七
九
）
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
幻
）
同
・
3
w
g
a
z
a
E
（〉ロヨ・

5
）－

m・8
・同－

p
w
z
a
は
「
教
育
と
は
、
そ
の
本
質
に
し
た
が
え
ば
、
人
間
的
な
か
か
わ
り
あ
い
と
対
話
に
基
礎
を

置
く
、
比
較
的
長
い
期
間
に
及
ぷ
援
助
で
あ
り
、
こ
の
援
助
は
一
定
の
生
活
態
度
と
規
律
あ
る
生
活
経
営
の
準
備
へ
と
導
く
た
め
の
も
の
」
で
あ
る
、

と
も
説
明
し
て
い
る
。

（
犯
）
こ
の
時
期
、
わ
が
国
に
少
年
拘
禁
制
度
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
宮
津
浩
一
・
諸
沢
英
道
「
少
年
拘
禁
の
種
類
」
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
研
究
四

一
巻
二
号
（
一
九
六
八
）
三
六
頁
以
下
を
参
照
。

（
泊
）
次
の
よ
う
な
司
『
一
色
ユ
n
z
m与
え
P
E
2
の
指
摘
は
、

一
九
六

0
年
代
半
ば
の
少
年
刑
法
を
め
ぐ
る
議
論
状
況
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
「
：
＼
ド
イ
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ツ
少
年
刑
法
の
基
本
的
な
方
向
性
が
新
た
に
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
方
向
性
が
対
峠
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
『
刑
問
に
代
わ
る
治
療

（白色－

g
a
E門
的
可
え

gこ
と
い
う
標
語
の
下
で
純
粋
な
教
育
法
へ
の
少
年
刑
法
の
完
全
な
変
革
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
教
育
法
に
お
い

て
は
、
刑
事
前
（
同
ハ
ユ
ヨ
吉
包
2
5
F）
は
完
全
に
駆
逐
さ
れ
、
教
育
的
1

医
学
的
『
精
神
治
療
的
な
個
別
化
さ
れ
た
処
遇
方
法
に
よ
り
代
替
さ
れ
る
。
こ

の
よ
う
な
進
歩
を
信
じ
る
方
向
性
が
外
国
の
模
範
（
特
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
を
引
き
合
い
に
出
す
一
方
で
、
他
の
者
は
ド
イ
ツ
刑
法
草
案
の
指
導
原

則
を
少
年
刑
法
に
も
貫
徹
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
教
育
原
則
お
よ
び
行
為
者
原
則
に
よ
り
決
定
づ
け
ら
れ
た
少
年
刑
法
を
一
般
的
な
刑
法

の
発
展
の
「
前
衛
」
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
後
衛
」
と
考
え
、
意
思
自
由
や
行
為
責
任
、
そ
し
て
賄
罪
と
い
う
指
導
思
想
を
少
年
刑
法
に
も

よ
り
一
肘
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
」
司
ユ
色
ユ
与
∞
与
え
宮
巴
P
吉
m
o
E
2
2守
R
Z・N
・〉丘一・
1

「
与
吉

m
g
z
g・
ω・民・

（
判
）
一
九
九

O
年
六
月
二
六
日
に
公
布
、
一
九
九
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
児
童
な
ら
び
に
少
年
援
助
法

5
2
2
N
N
Z『

Z
2。
邑
ロ
ロ
ロ
岡
弘

g

－C
E
R－
z
E
E旬。ロ色町一－『句
R
Z・
問
。
国
の
）
に
つ
い
て
論
じ
た
福
祉
法
学
の
論
稿
が
、
旧
少
年
縞
祉
法

G
a
g晶君。
z
p
v
ユω
m
B
O
R・
』
君
。
）

を
普
・
摂
法
的
・
秩
序
法
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
と
位
置
づ
け
、
そ
こ
で
の
諸
措
置
が
介
入
行
政
と
い
う
官
治
同
家
的
な
観
念
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
表
呪
の
是
非
は
措
く
と
し
て
も
、
福
祉
法
上
の
給
付
形
態
自
体
が
積
極
的
な
介
入
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
す
る
点
に
お
い
て
、
一
九
六

0
年
代
、
一
九
七

0
年
代
の
少
年
刑
法
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
理
す
る
際
に
も
、
ひ
と
つ
の
有
益
な
視
点
を

提
供
す
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
。
鈴
木
博
人
「
ド
イ
ツ
「
児
童
な
ら
び
に
少
年
援
助
法
」
成
立
の
背
景
と
根
本
版
則
」
茨
雄
大
学
教
養
部
紀
要
二
五
号

（
一
九
九
二
｝
七
七
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
「
児
童
な
ら
び
に
少
年
援
助
法
」
管
見
」
児
賞
制
祉
法
研
究
五
号
（
一
九
九
三
）
一
頁
以
下
、
高
橋
山

紀
子
「
ド
イ
ツ
「
児
童
な
ら
び
に
少
年
援
助
法
」
（
同
C
E
C
と
少
年
保
護
所
の
職
務
」
帝
京
女
子
短
期
大
学
紀
要
一
四
号
（
一
九
九
五
）
二
八
一
頁

以
下
を
参
照
。



第
二
章

実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
｜
｜
一
九
七

0
年
代
か
ら
の
改
革
動
向

l
｜

第
一
節

改
革
の
基
調
と
特
徴

少年手続における「教育思想jとf法治国家原lt!JJ

統
一
少
年
法
構
想
以
降
、
審
判
手
続
そ
の
も
の
を
改
革
す
る
試
み
が
全
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

代
半
ば
か
ら
自
然
発
生
的
に
生
起
し
、
裁
判
官
自
身
の
意
識
改
革
を
中
心
と
し
た
「
内
か
ら
の
司
法
改
革
」
を
背
景
に
、
「
円
卓
方
式
」

を
試
み
る
な
ど
の
動
き
も
存
在
し
た
。
し
か
し
、
一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
ド
イ
ツ
少
年
司
法
を
め
ぐ
る
動
向
は
、
主
に
は
実
体

的
処
分
の
側
面
に
焦
点
を
当
て
る
議
論
動
向
の
な
か
で
、
手
続
打
切
り
に
よ
る
ダ
イ
ヴ
ァ
！
ジ
ョ
ン
と
い
う
形
で
、
定
式
的
な
少
年
刑

事
手
続
の
属
性
を
い
わ
ば
裏
面
か
ら
問
題
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
章
で
は
、
ま
ず
、
一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
ド
イ
ツ
少
年
司

法
を
め
ぐ
る
改
革
動
向
の
特
徴
と
背
景
、
そ
の
基
盤
と
な
る
考
え
を
確
認
す
る
。
そ
の
上
で
、
そ
の
動
向
の
核
と
な
り
、
「
少
年
刑
事
手

続
」
か
ら
少
年
を
離
脱
さ
せ
る
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
議
論
の
射
程
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
「
少
年
刑

法
」
、
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
限
界
性
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

一
九
六

O
年
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一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
ド
イ
ツ
少
年
司
法
を
め
ぐ
る
動
向
は
、
「
少
年
刑
法
の
内
的
改
革
（
Z
5
5
悶
え
2
5
己

g

E
問
。
邑
鬼
門
広
s
n
y
g）
」
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革

G
c
m
g含
可
民
話
。
F
Z
S向
。
司
ヨ
色
ロ
『
の
『
色
町
間
VEx
－ω）
」
、
あ
る
い
は
「
下
か
ら
の

少
年
刑
法
改
革
（
宮
問
。
三
鬼
門
え
z
n
Z旬
。
向
。
『
吉
〈
O
D
E
Zロ
）
」
と
い
う
標
語
の
下
で
把
握
さ
れ
て
い
る
。
特
に
「
少
年
刑
法
の
内
的
改
革
」

と
い
う
語
は
、
同
時
に
二
つ
の
事
象
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
法
的
制
度
枠
組
と
し
て
一
九
五
三
年
少
年
裁
判
所
法
の
基

本
構
造
に
手
を
つ
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
少
年
刑
法
の
改
革
が
本
質
的
に
は
実
務
を
担
い
手
と
し
、
ま
た
実
務
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に
よ
っ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
針
。
各
地
方
に
お
い
て
は
、
少
年
裁
判
所
法
上
の
手
統
打
切
り
規
定
、
特
に
検
察
官

九大法学76号

に
よ
る
「
介
入
的
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
」
で
あ
る
同
法
四
五
粂
第
二
項
（
旧
法
）
を
用
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
推
進
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
る
少
年
局
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
数
は
、

年
刑
に
代
替
し
て
作
業
遵
守
事
項
や
援
護
指
示
と
い
っ
た
社
会
内
処
分
の
活
用
を
中
心
的
な
目
的
と
し
て
い
た
団
体
で
あ
る
プ
リ
ユ
ツ

ケ
（
巴
宮
田
昌
n
w
o
o－
〈
・
）
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
も
、
一
九
七
八
年
に
冨
ロ
ロ
各
自
で
開
始
さ
れ
て
以
来
、
一
九
八

O
年
に

同
巴
ロ
、
虫
色
o
p
E、
一
九
八
一
年
に
盟
百
円
F
R
m、
ω
g
g
g晶
、
白
色
、
一
九
八
二
年
に
臼
o
m
g
の
各
都
市
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
一

九
八
一
年
に
全
被
制
裁
者
数
中
四
四
%
で
あ
っ
た
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
と
四
七
条
に
よ
る
手
続
打
切
り
の
割
合
は
、
一
九
九
四
年

に
は
六
七
%
に
上
昇
し
て
い
る
。

こ
の
動
向
に
特
徴
的
な
の
は
、
次
の
よ
う
な
傾
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
定
式
的
な
有
罪
言
渡
し
か
ら
非
定
式
的
処
理
へ
と
い
う

少
年
刑
事
司
法
上
の
対
応
の
変
移
、
特
に
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
、
第
四
七
条
に
よ
る
手
続
打
切
り
を
通
し
て
の
非
定
式
的
処
理
の

活
用
に
よ
る
変
移
、
②
作
業
指
示
や
援
護
指
示
、
社
会
訓
練
コ
ー
ス
、
損
害
回
復
、
行
為
者
l

被
害
者
1

和
解
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
新
し

い
社
会
内
処
分
（
ロ
2
0
m
S
E
E
D
S
冨
色
E
Fヨ
g）
」
の
テ
ス
ト
と
制
度
化
、
③
施
設
内
制
裁
の
減
退
と
自
由
剥
奪
を
回
避
す
る
処
分
、

社
会
内
制
裁
の
増
大
、
④
未
決
勾
留
の
減
少
、
⑤
保
護
観
察
の
た
め
の
少
年
刑
の
延
期
に
際
す
る
保
護
観
察
官
に
よ
る
事
実
的
な
援
護

の
増
加
、
⑥
裁
判
所
の
協
力
者
か
ら
少
年
の
援
助
者
へ
と
い
う
少
年
審
判
補
助
、
ソ

l
シ
ャ
ル
・
ワ
！
カ
l
の
役
割
の
転
換
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
ド
イ
ツ
少
年
司
法
の
動
向
は
、
立
法
先
導
に
よ
る
改
革
で
は
な
く
、
実
務
に
お
け
る

テ
ス
ト
と
制
度
化
と
を
中
心
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
動
き
は
、
施
設
内
処
分
、
自
由
剥
奪
処
分
の
縮
減
と
社
会
内
処
分
の

拡
大
と
い
う
基
本
的
方
向
性
を
と
り
な
が
ら
、
実
体
的
処
分
の
あ
り
方
か
ら
少
年
司
法
の
担
い
手
の
問
題
や
関
係
諸
機
関
が
果
た
す
べ

き
役
割
ま
で
、
見
直
し
を
迫
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
そ
の
方
向
性
は
、
ま
さ
に
少
年
を
扱
う
制
度
の
刑
法
的
性
格
か

一
九
八
六
年
段
階
で
す
で
に
四

O
Oを
超
え
て
い
る
。
少
年
拘
禁
や
少



ら
の
脱
却
に
あ
り
、
脱
刑
法
化
に
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ド
イ
ツ
少
年
司
法
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
も
っ
た
改
革
動
向
が
促
進
さ
れ
た
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
国
際
的
な
動
き

一一一
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
公
に
さ
れ
た
刑
事
司
法
に
関
す
る
大
統
領
諮
問
委
員
会
報
告
書
「
自
由
社
会
に
お
け
る

犯
罪
の
挑
戦

3
z
n
g
z
g伺
ゆ
え
の
ユ
g
o
Z
ω
P
B
F巳
2
1
」
は
、
世
界
的
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
こ
で
中
心
的
施
策
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
た
少
年
司
法
に
お
け
る
ダ
イ
ヴ
ア
｜
ジ
ョ
ン
と
社
会
内
処
遇
に
対
す
る
国
際
的
な
関
心
は
、
特
に
一
九
八

0
年
代
に
お
い
て

高
ま
っ
た
。
「
少
年
司
法
運
営
に
関
す
る
国
連
最
低
基
準
規
則
（
北
京
ル
l
ル
ズ
こ
（
一
九
八
五
年
）
と
「
少
年
非
行
の
防
止
に
関
す
る
国

一
九
六
七
年
、

少年手続における「教育思想Jと「法治同家原則J

連
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
リ
ヤ
ド
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
こ
（
一
九
九
O
年
）
は
、
少
年
司
法
に
お
け
る
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
の
積
極
的
活
用
と
社
会

内
処
遇
の
推
進
を
規
定
す
る
。
よ
り
局
地
的
に
は
、

一
九
八
七
年
と
一
九
八
八
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
審
議
会
が
加
盟
国
に
対
し
少
年
司
法

に
お
け
る
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
の
拡
充
に
関
す
る
勧
告
を
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
国
際
的
潮
流
が
促
進
要
因
に
な
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
国
際
的
潮
流
を
受
け
入
れ
る
の
に
十
分
な
国
内
的
事
情
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
動
き
が
起
こ
っ
た
、
あ
る
い
は
起
こ
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
現
実
的
な

背
景
と
し
て
は
、
財
政
事
情
か
ら
の
立
法
的
閉
塞
状
況
を
指
摘
で
き
る
。
少
年
刑
法
と
少
年
福
祉
法
と
の
統
一
化
を
企
図
し
た
立
法
構

想
が
、
一
九
七
三
年
一

O
月
に
勃
発
し
た
第
四
次
中
東
戦
争
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
の
影
響
を
受
け
た
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
財
政
問
題
を
決
定
的
要
悶
と
し
て
挫
折
し
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
。
高
い
経
済
成
長
を
背
景
に
国
家
の
活
動
領
域
を
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
社
会
問
題
を
解
決
し
、
民
主
化
を
推
進
す
る
と
い
う
「
六

0
年
代
特
有
の
社
会
工
学
的
発
想
」
は
、
一
九
七

0
年
代
半
ば
に

な
る
と
現
実
的
問
題
に
直
面
す
る
。
財
政
問
題
に
直
而
し
て
「
ポ
ン
の
改
革
熱
」
は
冷
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
け
る
少
年
刑
法
の
新
た
な
方
向
性
の
模
索
は
、
一
九
八

0
年
代
に
見
ら
れ
る
幾
つ
か
の
立
法
提
案
の
目
的
お

一
九
六

0
年
代
お
わ
り
か
ら
一
九
七

0
年
代
は
じ
め
に
か
け
て
、
立
法
の
強
力
な
牽
引
に

71 

よ
び
そ
の
性
格
に
も
鮮
明
に
現
れ
て
い
る
。
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一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
一
連
の
少
年
裁
判
所
法
改
正
草
案
は
、

犯
罪
学

よ
り
少
年
司
法
の
改
革
が
試
み
ら
れ
た
の
と
は
対
照
的
に

九大法学76号

的
実
証
研
究
に
裏
打
ち
き
れ
、
実
務
的
に
有
効
性
を
も
ち
え
た
施
策
を
汲
み
上
げ
る
形
を
と
る
。

法
省
の
「
少
年
裁
判
所
改
正
に
関
す
る
法
律
作
業
草
案
」
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
、
そ
の
目
的
を
明
確
に
限
定
し
て
い
る
。
「
長
期
に
波

り
様
々
な
方
面
か
ら
な
さ
れ
た
少
年
刑
法
の
改
革
に
関
す
る
提
案
が
、
全
少
年
制
度
を
変
革
し
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
本
草
案
は
、

少
年
刑
法
の
基
本
構
造
を
保
持
し
、
本
質
的
に
は
現
行
法
の
対
応
制
度
な
ら
び
に
そ
こ
で
前
面
に
据
え
ら
れ
た
教
育
思
想
を
よ
り
よ
く

用
い
る
よ
う
な
改
正
で
我
慢
す
る
」
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
限
定
的
な
一
九
八
二
年
作
業
草
案
を
継
水
し
た
一
九
八
三
年
専
門
委
員

会
草
艇
に
し
て
も
、
一
九
八
七
年
専
門
委
員
会
草
案
に
よ
り
財
政
的
観
点
か
ら
見
直
し
が
は
か
ら
れ
て
い
針
。
し
か
し
、
大
規
模
な
立

法
的
改
革
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
失
わ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
連
邦
規
模
の
立
法
動
向
が
「
少
年
刑
法
の
内
的
改
革
」
の
動
き
に
無
関
心
で

あ
り
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
八
二
年
に
公
に
さ
れ
た
社
会
民
主
党
の
改
革
提
案
、
「
社
会
民
主
党
の
少
年
刑
法
改
革
に
関
す
る
テ
ー

ゼ
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
に
よ
る
改
革
提
案
、
「
少
年
刑
法
及
ぴ
少
年
行
刑
に
関
す
る
指
針
」
と
同
様
に
、
少
年
裁
判
所
法
と
少

年
福
祉
法
と
の
こ
元
主
義
を
前
提
と
し
な
が
ら
も
、
自
由
剥
奪
処
分
、
施
設
内
処
分
の
縮
減
と
社
会
内
処
分
の
拡
充
と
い
う
方
向
に
活

路
を
見
出
し
て
い
る
。
当
初
か
ら
最
小
限
度
の
法
改
正
を
金
凶
し
て
い
た
と
は
い
え
、
一
九
八
二
年
の
作
業
草
案
以
来
、
一
辿
の
少
年

A
M岬
－

裁
判
所
法
改
正
草
案
は
、
社
会
内
処
分
と
手
続
打
切
り
の
推
進
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
ラ
ン
ト
の
代
表
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

少
年
及
ぴ
司
法
相
・
次
官
会
議
は
、
一
九
八
六
年
に
「
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
』
（
〉
内
F
E
R

－－ハ。
B
E
g
－g

b
z
q巴
oヌ
こ
を
設
置
し
て
い
る
。
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
、
第
四
七
条
を
さ
ら
に
活
用
し
て
少
年
刑
法
に
お
け
る
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ

ョ
ン
を
拡
充
す
る
こ
と
や
、
行
為
者
l

被
害
者
1

和
解
や
社
会
訓
練
コ

l
ス
の
促
進
、
未
決
勾
留
の
執
行
回
避
を
記
す
一
九
八
八
年
の
そ

の
勧
告
、
決
議
提
案
は
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
立
法
に
影
響
を
与
え
た
。

そ
れ
で
は
、
少
年
司
法
内
部
に
お
け
る
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
背
景
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
八
二
年
に
公
に
さ
れ
た
連
邦
司
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こ
れ
に
関
し
て
は
、
若
年
「
頻
回
行
為
者
」
の
問
題
や
高
い
再
犯
率
の
問
題
を
背
景
と
し
た
処
遇
執
行
へ
の
懐
疑
、
再
犯
防
止
に
対
す

る
行
刑
の
適
性
へ
の
懐
疑
、
少
年
司
法
に
携
わ
る
諸
機
関
の
負
担
を
経
減
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド

イ
ツ
少
年
司
法
に
お
け
る
頻
回
行
為
の
問
題
、
累
犯
問
題
の
大
き
さ
は
、
そ
れ
が
刑
事
統
計
の
算
出
方
法
の
変
化
を
も
導
い
た
こ
と
に

A
m刷
｝

端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。
瞥
察
段
階
の
統
計
の
算
出
方
法
は
、
一
九
八
三
年
・
一
九
八
四
年
度
に
変
更
さ
れ
、
単
純
な
検
挙
の
延
べ
川

数
で
は
な
く
、
検
挙
さ
れ
た
人
員
数
に
よ
る
実
人
員
計
上
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
頻
回
行
為
、
累
犯
行
為
の
問
題
は
、
自
由
剥
奪
処

分
の
特
別
予
防
効
果
へ
の
懐
疑
と
少
年
に
対
す
る
刑
法
的
介
入
の
限
界
性
の
認
識
と
を
導
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
確
認
し
た
よ
う
に
、

一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
動
向
は
、
財
政
的
事
情
に
基
づ
く

立
法
的
閉
塞
状
況
を
背
景
と
し
て
、
そ
し
て
ま
た
少
年
司
法
内
部
に
お
い
て
は
若
年
者
の
頻
凶
行
為
、
累
犯
行
為
の
問
題
と
、
そ
れ
を

契
機
と
す
る
白
山
剥
奪
処
分
へ
の
懐
疑
を
背
景
と
し
て
、
一
九
五
三
年
少
年
裁
判
所
法
の
制
度
枠
組
の
な
か
で
自
由
剥
奪
処
分
の

M
避

を
閲
る
動
き
で
あ
る
。

四

そ
れ
で
は
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
に
お
い
て
改
革
が
凶
ら
れ
た
諸
施
策
を
貫
く
糸
と
な
っ
た
考
え
は
、
ど
の
よ
う
な

一
九
六

0
年
代
に
お
け
る
考
え
と
の
対
比
に
お
い
て
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う

も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

台、

一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
兄
ら
れ
る
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
少
年
刑
法
を
め
ぐ
る
研
究
方
法

の
転
換
が
あ
る
。
犯
罪
学
的
実
証
研
究
に
よ
る
成
果
は
、
こ
の
動
向
中
に
お
け
る
諸
々
の
改
革
施
策
の
基
底
と
な
っ
た
。
犯
罪
学
的
実

証
研
究
は
、
少
年
犯
罪
そ
の
も
の
の
属
性
と
少
年
犯
罪
に
対
す
る
司
法
的
対
応
の
効
果
と
い
う
こ
つ
の
事
項
に
つ
き
、
重
要
な
成
果
を

73 

も
た
ら
す
。
ひ
と
つ
目
は
、
少
年
犯
罪
は
ノ
ー
マ
ル
な
現
象
で
あ
る
と
い
う
少
年
犯
罪
像
で
あ
る
。
そ
し
て
ふ
た
つ
目
は
、
少
年
犯
罪

へ
の
刑
法
的
介
入
、
特
に
自
由
剥
奪
処
分
は
、
少
年
が
再
ぴ
犯
罪
に
及
ぶ
確
率
を
高
め
、
少
年
自
身
や
少
年
の
そ
の
後
の
生
活
に
悪
影
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響
を
与
え
て
し
ま
う
、
あ
る
い
は
少
年
犯
罪
の
背
景
に
あ
る
社
会
矛
盾
を
増
幅
さ
せ
て
し
ま
う
と
い
う
意
味
で
の
、
刑
法
的
介
入
の
「
害

九大法学76号

悪
」
性
と
い
う
知
見
で
あ
る
。

一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
犯
罪
学
的
実
証
研
究
は
、
特
別
予
防
効
果
の
測
定
と
い
う
形
で
、
少
年
裁
判
所
法
上
の
制
裁
効
果
に

関
心
を
向
け
た
。
こ
の
よ
う
な
犯
罪
学
的
実
証
研
究
は
、
少
年
刑
や
少
年
拘
禁
、
未
決
勾
留
と
い
っ
た
自
由
剥
奪
処
分
を
賦
課
さ
れ
た

少
年
の
再
犯
率
が
高
い
こ
と
、
そ
の
意
味
で
自
由
剥
奪
処
分
が
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
を
、
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
知
見
と
と
も
に
犯
罪
学
的
実
証
研
究
が
提
示
し
た
の
が
、
新
た
な
少
年
犯
罪
像
で
あ
る
。
と
り
わ
け
犯
罪
時
数
調
査
か

ら
帰
結
さ
れ
る
少
年
犯
罪
の
通
常
性
や
遍
在
性
、
そ
し
て
そ
の
軽
微
性
・
一
過
性
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
・
自
然
消
滅
性
と
い
う
属
性
は
、

従
来
措
定
さ
れ
て
き
た
少
年
犯
罪
像
・
少
年
犯
罪
観
そ
の
も
の
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
。
当
♀
ぽ

g
m
z
a
aは
、
「
実
務
に
よ
る
少
年

刑
法
改
革
」
の
総
括
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
『
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
に
よ
り
少
年
犯
罪
の
犯
罪
学
的
理
解
に
お
け
る
変
化
が
考

慮
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
少
年
犯
罪
の
遍
在
性
と
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
に
関
す
る
知
見
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
支
配
的
で
少

年
裁
判
所
法
の
根
底
に
も
存
す
る
少
年
犯
罪
像
を
修
正
し
た
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
立
て
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
敷
街
す
る
。
六

0
年
代

や
七

0
年
代
の
改
正
論
議
も
、

m，
E
R
〈
O
ロ
円
、
町
民
の
主
張
に
見
ら
れ
る
人
格
の
欠
陥
や
教
育
の
欠
如
の
徴
滋
と
し
て
の
少
年
犯
罪
像

に
拠
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
像
は
、
少
年
犯
罪
の
理
解
に
お
け
る
変
化
を
導
い
た
犯
罪
学
的
知
見
の
影
響
の
下
で
、
こ
の
一

O
年、

修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
特
に
少
年
犯
罪
の
い
わ
ゆ
る
通
常
性
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
に
関
す
る
知
見
が
重
要
で
あ

字
。
シ
』
。

こ
の
よ
う
な
犯
罪
学
的
実
証
研
究
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
少
年
犯
罪
像
は
、
具
体
的
な
立
法
提
案
の
共
通
の
出
発
点
と
も
な
る
。

九
八
八
年
の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
「
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
」
に
よ
る
勧
告
は
、
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
勧
告
の
一

般
原
則
と
し
て
、
冒
頭
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
新
し
い
犯
罪
学
的
調
査
に
よ
れ
ば
、
軽
微
犯
罪
か
ら
中
程
度
の
犯
罪
に
至
る
ま
で
の



範
囲
に
お
け
る
少
年
犯
罪
の
時
数
は
、
警
察
に
よ
り
認
知
さ
れ
た
少
年
／
青
年
に
よ
る
犯
罪
行
為
の
数
の
数
倍
に
及
ぷ
。
そ
れ
ゆ
え
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
男
子
少
年
が
最
低
一
回
は
軽
微
な
犯
罪
を
犯
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
ま
す
ま
す
支
持
さ
れ
る
。
総
じ
て
、

犯
罪
が
軽
微
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
暗
数
は
大
き
く
な
る
。
」
「
少
年
犯
罪
は
、
し
ば
し
ば
成
長
期
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
で
一
過
的
な
振
る
舞
い
で
あ
る
。
犯
罪
行
為
に
及
ぶ
少
年
の
多
く
は
大
人
に
な
る
過
程
に
お
い
て
そ
れ
を
や
め
、

あ
る
い
は
そ
の
可
間
的
な
行
為
は
ほ
ん
の
軽
微
な
違
反
に
限
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
以
前
に
及
ん
だ
犯
罪
行
為
が
処
罰
さ
れ
た
か
ど
う

か
に
は
か
か
わ
り
な
く
、
そ
う
な
の
で
あ
る
（
軽
微
犯
罪
の
遍
在
性
と
ノ
ー
マ
ル
性
）
」
。

少年手続における「教育思想Jと「法治国家原則J

こ
の
よ
う
に
、
少
年
犯
罪
の
通
常
性
や
遍
在
性
、
そ
し
て
そ
の
軽
微
性
・
一
過
性
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
・
自
然
消
滅
性
と
い
う
少
年
犯

罪
像
の
転
換
と
少
年
犯
罪
に
対
す
る
刑
法
的
介
入
の
害
悪
性
、
と
り
わ
け
自
由
剥
奪
処
分
の
害
悪
性
と
い
う
、
犯
罪
学
的
実
証
研
究
に

よ
り
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
知
見
の
上
で
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
は
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

少
年
刑
法
の
限
界

75 

少
年
犯
罪
像
の
転
換
と
少
年
刑
法
上
の
自
由
剥
奪
処
分
の
害
悪
性
と
い
う
知
見
を
導
い
た
犯
罪
学
的
実
証
研
究
は
、
結
果
と
し

て
の
実
体
的
処
分
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
処
分
決
定
に
至
る
過
程
で
あ
る
「
少
年
刑
事
手
続
」
そ
の
も
の
の
害
悪
性
に
も
、
目
を

向
け
た
。
再
犯
率
、
特
別
予
防
効
果
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
定
式
的
な
少
年
刑
事
手
続
に
よ
る
処
理
に
対
し
手
続
打
切
り
に
よ
る
非

定
式
的
処
理
が
優
越
す
る
こ
と
が
、
多
く
の
犯
罪
学
的
実
証
研
究
に
よ
り
一
致
し
て
証
明
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
は
、
手
続

打
切
り
の
著
し
い
拡
大
を
主
張
す
る
見
解
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
特
別
予
防
効
果
と
い
う
観
点
か
ら
「
少
年
刑
事

手
続
」
の
限
界
性
を
明
ら
か
に
し
た
犯
罪
学
的
実
証
研
究
の
成
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
そ
の
上
で
、
少
年
犯
罪
の
通
常
性
や
エ
ピ
ソ
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ー
ド
性
と
い
っ
た
少
年
犯
罪
像
や
少
年
に
対
す
る
刑
法
的
介
入
の
害
悪
性
と
い
う
犯
罪
学
的
知
見
が
、
手
続
打
切
り
範
囲
を
拡
大
し
よ

う
と
す
る
見
解
を
導
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
文
脈
の
み
な
ら
ず
、
少
年
手
続
の
あ
る
べ
き
姿
を
も
反
映
し
て
、
ダ
イ
ヴ
ァ

l

ジ
ョ
ン
が
少
年
手
続
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
も
問
題
と
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。

ニ

一

九

八

O
年
に
実
施
さ
れ
一
九
八
三
年
に
公
に
さ
れ
た
の
官
一

ω
Z
2
2
0足
。
『
に
よ
る
調
査
研
究
は
、
少
年
や
青
年
の
氏
名
頭
文

字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
基
準
と
し
て
、
同
一
少
年
・
青
年
の
事
件
を
同
一
裁
判
官
に
割
り
当
て
る
こ
と
で
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
効
果
を
確

認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
少
年
拘
禁
、
保
護
観
察
な
し
の
少
年
刑
を
言
い
渡
し
た
率
の
高
さ
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
た
、

富
ロ
ロ

S
g
の
少
年
係
裁
判
官
一
五
人
の
う
ち
、
こ
れ
ら
の
処
分
賦
課
率
が
低
い

A
グ
ル
ー
プ
六
人
は
、
一
九
七
八
年
七
月
一

H
か
ら
同

年
一
二
月
コ
二
日
ま
で
に
担
当
し
た
四
三
五
件
の
約
四
七
%
を
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
第
一
項
、
第
四
七
条
（
川
法
）
に
よ
り
打
ち
切

っ
て
い
る
。
他
方
で
、
処
分
賦
課
率
が
高
い

B
グ
ル
ー
プ
六
人
は
、
凹
九
六
件
の
う
ち
二
四
%
を
手
続
打
切
り
に
よ
り
処
理
し
た
に
過

ぎ
な
い
。
こ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
八
ヶ
月
か
ら
二
四
ヶ
月
ま
で
に
予
後
の
観
察
期
間
を
設
定
し
た
再
犯
率
分
析
で
は
、

A
裁
判
官
群

の
裁
判
官
が
関
与
し
た
少
年
の
グ
ル
ー
プ
は
、

B
裁
判
官
群
の
少
年
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
て
、
九
・
六
%
低
い
再
犯
率
を
示
し
て
お
り
（
一

回
目
の
再
犯
の
場
合
）
、

B
裁
判
官
群
が
関
与
し
た
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
再
犯
者
グ
ル
ー
プ
中
に
占
め
る
割
合
が
少
な
い
、
と
結
論
づ
け
ら
れ

九大法学76号

て
い
る
。

同

O
B
E
R
大
学
の
研
究
チ
l
ム
「
犯
罪
学
お
よ
び
経
験
的
法
律
事
実
調
査
」
は
、
有
罪
言
渡
し
だ
け
で
は
な
く
少
年
裁
判
所
法
第
四

五
条
、
第
四
七
条
に
よ
る
手
続
打
切
り
を
も
登
録
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
、
連
邦
中
央
登
録
簿
（
回

N
g上
の
デ
！
タ
を
用
い
て
、
連

邦
規
模
の
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
う
ち
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
る
「
少
年
刑
法
上
の
対
応
お
よ
ぴ
法
的
確
証
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
八

O
年
を
含
め
て
、
そ
れ
ま
で
に
少
な
く
と
も
一
度
は
連
邦
中
央
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
一
九
六
一

年
生
ま
れ
の
者
全
員
の
サ
ン
プ
ル
九

O
五
九
九
件
を
対
象
と
し

一
九
八
四
年
段
階
で
の
デ
l
タ
を
対
象
と
し
て
、

一
九
六
一
年
生
ま
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れ
の
者
が
二
二
歳
に
達
す
る
ま
で
の
調
査
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
、
第
四
七
条
に
よ

る
非
定
式
的
な
手
続
処
理
を
受
け
た
者
の
う
ち
、
三
凹
・
四
%
が
四
年
以
内
に
新
た
に
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
有
罪

の
言
渡
し
後
の
者
は
、
四
五
・
三
%
で
あ
り
、
こ
の
一

0
・
九
%
の
相
違
は
、
統
計
上
有
意
義
で
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
ま
た
、
頻
回
行
為
の
場
合
に
お
い
て
も
、
一
度
手
続
打
切
り
が
行
わ
れ
た
後
は
、
一
度
有
罪
言
渡
し
が
行
わ
れ
た
後
よ
り
も
、
登

録
簿
に
登
録
さ
れ
る
率
が
低
く
、
頻
回
行
為
の
場
合
で
も
、
手
続
打
切
り
が
有
効
性
を
も
ち
う
る
こ
と
が
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
調
査
は
、
は
じ
め
の
手
続
に
お
い
て
手
続
打
切
り
の
代
わ
り
に
有
罪
言
波
し
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
登
録
簿

へ
の
登
録
を
受
け
る
確
率
、
有
罪
言
渡
し
を
受
け
る
織
率
、
少
年
刑
を
言
い
渡
さ
れ
る
確
率
が
高
ま
る
こ
と
、
は
じ
め
の
手
続
に
お
け

る
制
裁
態
様
は
、
後
の
制
裁
決
定
の
態
様
を
決
定
づ
け
る
こ
と
、
制
裁
が
く
り
返
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
有
罪
言
渡
し
に
対
す
る

手
続
打
切
り
の
優
位
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
手
続
打
切
り
に
よ
る
よ
り
も
有
罪
言
波
し
に
よ
っ

た
方
が
再
犯
率
を
効
果
的
に
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
未
だ
に
主
張
さ
れ
る
事
柄
は
何
ら
市
説
付
け
ら
れ
え
ず
、
逆
に
有
罪
言

渡
し
後
に
は
明
ら
か
に
よ
り
劣
悪
な
結
果
が
確
認
さ
れ
た
と
帰
結
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
学
的
実
証
研
究
は
、
再
犯
率
と
い
う
観
点
に
お
い
て
手
続
打
切
り
規
定
を
用
い
た
非
定
式
的
処
理
が
定
式
的
処

理
に
劣
っ
て
い
な
い
こ
と
、
逆
に
定
式
的
処
理
に
よ
り
再
犯
率
が
高
ま
る
こ
と
を
一
致
し
て
結
論
づ
け
た
。
形
式
的
な
少
年
刑
事
手
続

が
実
際
的
に
少
年
に
多
大
な
負
担
を
与
え
、
そ
の
後
の
少
年
の
生
活
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
が
、
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
犯
罪
学
的
実
証
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
事
柄
、
す
な
わ
ち
特
別
予
防
的
観
点
に
お
い
て
非
定
式
的
な
手
続
処
理
が
定
式
的
な
手

続
処
理
に
優
越
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
務
に
お
い
て
は
、
少
年
刑
事
手
続
が
費
や
す
長
い
期
間
と
少
年
の
規
範
意
識
と
い
う
形
で
具

体
化
さ
れ
て
い
る
。

F
E
σ
R
W
モ
デ
ル
に
携
わ
っ
た
ロ
ωmヨ
耳
目
v
o
z・Fmgrω
ヨ
司
は
、
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
第
二
項
（
旧
法
）
に
よ

－“－
 

る
検
察
段
階
の
手
続
打
切
り
の
優
越
性
を
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
第
一
項
（
旧
法
）
に
基
づ
く
「
少
年
係
裁

77 
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判
官
に
よ
る
非
定
式
的
な
教
育
手
統
」
に
よ
っ
た
と
し
て
も
、
行
為
が
行
わ
れ
て
か
ら
そ
れ
へ
の
対
応
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
聞
に
二
ヶ

九大法学76号

月
か
ら
三
ヶ
月
が
過
ぎ
る
の
も
稀
で
は
な
く
、
迅
速
な
対
応
が
不
可
能
で
あ
る
。
ま
し
て
や
通
常
の
手
続
は
、
そ
れ
以
上
の
時
間
を
費

や
す
。
通
常
の
手
続
過
程
に
お
い
て
は
、
少
年
は
く
り
返
し
何
度
も
自
ら
の
行
為
と
直
面
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
へ
の
嫌
気
か
ら
教
育
的
な

問
題
が
生
じ
る
、
と
。
ま
た
、
少
年
審
判
補
助
の
活
動
を
中
心
に
据
え
た
冨
何
回
ユ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
携
わ
っ
た
国

q
g
gロ
回

R
w
g
m
g

も
、
次
の
よ
う
述
べ
る
。
行
為
が
行
わ
れ
て
か
ら
裁
判
官
に
よ
り
処
分
が
命
じ
ら
れ
る
ま
で
に
費
や
さ
れ
る
長
い
時
間
は
、
教
育
的
に

行
為
者
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
。
実
務
上
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
審
判
が
遂
行
さ
れ
う
る
ま
で
、
約
五
1

六
ヶ
月
が
経
過
す
る
。
こ
の
問
、

少
年
は
行
為
へ
の
関
連
づ
け
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
お
り
、
賞
任
意
識
は
恒
常
的
に
減
少
し
、
再
び
行
為
に
及
ん
で
は
な
ら
な
い
と
い
う

意
識
は
低
下
す
る
。
手
続
に
費
や
さ
れ
る
長
い
期
間
の
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
生
じ
る
の
で
あ
る
、
と
。

実
務
的
認
識
に
お
い
て
少
年
刑
事
手
続
に
費
や
さ
れ
る
期
間
の
長
さ
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
偶
然
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体

が
少
年
「
刑
事
手
続
」
の
質
的
限
界
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
犯
罪
学
的
実
証
研
究
が
、
手
続
打
切
り
に
よ
る
非
定
式
的
処
理
の
優
越
性

－ω｝ 

と
い
う
観
点
か
ら
、
定
式
的
な
少
年
刑
事
手
続
に
か
か
る
期
間
を
も
問
題
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
に
お
い
て

は
、
そ
れ
に
費
や
さ
れ
る
期
間
の
長
さ
そ
れ
自
体
が
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
題
と
な
り
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

四
こ
の
よ
う
に
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
動
き
は
、
少
年
裁
判
所
法
上
の
実
体
的
な
処
分
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
至
る

「
少
年
刑
事
手
続
」
そ
の
も
の
を
も
問
題
と
し
た
。
こ
こ
で
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
は
、
少
年
に
対
す
る
刑
法
的
統
制
の
限
界
性
と
い
う
観

点
か
ら
、
手
続
打
切
り
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
き
、
次
の
二
点
に
注
意
を
向
け
た
い
。
ひ
と
つ
は
、
手
続
打
切
り
の
対
象
範
囲
と
い
う
問

題
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
あ
る
べ
き
少
年
手
続
像
を
も
反
映
し
た
、
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
の
あ
り
方
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

手
続
打
切
り
が
展
開
を
見
せ
た
背
景
と
し
て
頻
回
行
為
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
は
、
先
に
触
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
頻

回
行
為
者
そ
の
も
の
は
、
手
続
打
切
り
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、
依
然
と
し
て
「
少
年
刑
事
手
続
」
や
少
年
刑
法
上
の
刑
事
処
分
が
及
ぽ
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さ
れ
る
べ
き
対
象
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
資
源
が
重
点
的
に
配
分
さ
れ
る
べ
き
累
犯
行
為
や
重
大
犯
罪
に
対
し
て
、

ま
さ
に
「
刑
法
」
的
対
応
が
徹
底
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
が
、
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
頻
回
行
為
に
つ
き
、
確
認
し
よ
う
。
例
え
ば
、

4
司
・
出
色
ロ
N

は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
、
頻
回
行
為
者
に
も
手
続
打
切
り
を
及

ぽ
す
べ
き
で
あ
る
と
す
話
。
少
年
の
頻
回
行
為
も
原
則
的
に
は
一
過
的
な
現
象
で
あ
る
。
頻
回
行
為
者
の
大
半
は
限
ら
れ
た
年
齢
段
階

の
閑
だ
け
刑
事
司
法
的
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
頻
回
行
為
者
の
う
ち
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
者
が
実
際
に
犯
罪
「
キ
ャ
リ
ア
」
を
固
着
さ
せ

る
。
し
か
し
、
信
頼
で
き
る
基
準
に
基
づ
い
て
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
を
犯
罪
「
キ
ャ
リ
ア
」
を
自
ら
断
つ
者
と
事
前
に
区
別
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
少
年
犯
罪
は
ひ
と
つ
の
述
統
体
を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の
連
続
体
の
一
端
に
は
僅
少
で
軽
微
な
非
行
を
行
う
多

く
の
少
年
が
お
り
、
も
う
一
端
に
は
大
吐
か
っ
、
又
は
重
大
な
犯
罪
を
行
う
比
較
的
少
数
の
少
年
が
い
る
。
犯
罪
者
と
非
犯
罪
者
と
の

と
。
司

2
R－
k
o
x
－ω〉
5
5
n
Z
も
、
「
犯
罪
構
造
が
初
犯
者
の
そ
れ
に
全
く
似
通

従
来
的
な
区
別
は
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
主
に
頻
回
行
為
者
に
も
あ
て
は
ま
る
。
時
の
経
過
に
よ
り
不
可
避
的
に
行
為
の
重
さ
が
上
昇
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
確
認
さ
れ
え
な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
頻
同
行
為
者
も
手
統
打
切
り
の
対
象
範
囲
に
合
ま
れ
る
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
少
年
刑
法
の
内
的
改
革
」
を
支
え
た
少
年
犯
罪
の
通
常
性
・
遍
在
性
、
自
然
消
滅
性
・
一
過
性
・
エ
ピ

ソ
ー
ド
性
と
い
う
論
理
は
、
頻
回
行
為
者
に
つ
い
て
も
貫
徹
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
軽
微
な
非
行
で
あ
ろ
う
と

79 

一
過
性
、
自
然
消
滅
性
と
い
う
少
年
犯
罪
の
属
性
が
妥
当
す
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
く
、
質
的
相
違
は
な

い
。
し
か
も
犯
罪
キ
ャ
リ
ア
に
至
る
者
を
事
前
に
識
別
で
き
な
い
。
少
年
犯
罪
の
基
本
的
属
性
が
頻
回
行
為
者
に
も
妥
当
し
、
刑
法
的

介
入
が
不
可
避
的
に
若
年
者
に
害
惑
を
及
ぽ
す
以
上
、
頻
回
行
為
者
に
対
し
て
も
実
体
的
、
手
続
的
な
刑
法
的
介
入
が
回
避
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
九
八
九
年
の
第
二
一
回
ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
会
議
に
お
け
る
第
刊
、

m、
湖
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
さ
ら
に
頻
回
行
為
の
社
会
構

頻
回
行
為
で
あ
ろ
う
と
、
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造
性
や
若
年
頻
回
行
為
者
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
状
況
に
も
目
を
向
け
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。
司
法
的
介
入
に
よ
っ
て
も
、

犯
罪
行
為
の
単
な
る
反
復
遂
行
を
「
有
害
な
性
向
」
と
同
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
反
復
遂
行
者
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
少
年
や
青
年
は
、
再
三
少
年
刑
を
言
い
波
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
行
刑
に
馴
染
む
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、

少
年
援
助

ccmg島
正
常
）
が
要
請
さ
れ
る
（
第
刊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
。
未
決
勾
留
、
少
年
拘
禁
、
少
年
行
刑
を
徹
底
的
に
回
避
す
る
こ

と
は
、
特
に
頻
岡
非
行
の
若
年
者
に
妥
当
す
る
。
い
わ
ゆ
る
頻
回
行
為
者
も
、
犯
罪
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
「
特
に
困
難
な
生
活
状

況
に
あ
る
少
年
」
と
し
て
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
部
分
的
に
激
し
い
侵
害
は
、
構
造
的
な
冷
遇
と
し
て
評
価
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
は
、
態
法
上
の
要
前
で
あ
る
。
頻
回
非
行
の
若
年
者
の
構
造
的
冷
過
と
社
会
的
な
欠
陥

を
除
去
す
る
た
め
に
は
、
処
分
の
多
様
性
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
糊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
。
犯
罪
「
キ
ャ
リ
ア
」
の
原
悶
と

成
り
行
き
に
関
す
る
犯
罪
学
的
知
見
は
、
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
の
処
分
を
強
い
、
し
か
も
頻
回
行
為
者
の
場
合
に
、
ま
さ
に
こ
れ
を
強

い
る
。
絶
え
ず
峻
厳
な
制
裁
に
至
る
頻
回
行
為
に
対
す
る
司
法
的
対
応
の
エ
ス
カ
レ

l
シ
ョ
ン
は
、
困
惑
、
少
年
非
行
の
原
因
と
成
り

行
き
に
関
す
る
知
識
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
特
に
教
育
手
段
と
し
て
の
少
年
刑
の
適
性
に
関
す
る
誤
っ
た
考
え
の
表
現
で
あ
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る
｛
第
湖
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
。

こ
こ
で
は
、
刑
法
的
措
置
に
代
わ
る
援
助
的
措
置
の
必
要
性
と
い
う
視
点
を
よ
り
鮮
明
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
若
年
頻
回
行

為
者
こ
そ
が
援
助
的
措
置
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
刑
法
的
介
入
は
、
た
だ
で
さ
え
社
会
的
に
冷
遇
さ
れ
た
状
況
に
あ
る
頻
回

行
為
に
及
ぶ
少
年
を
さ
ら
に
不
利
な
立
場
に
陥
れ
る
と
さ
れ
、
刑
法
的
統
制
の
消
極
的
な
無
力
性
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
秘
極
的
な
害
悪

性
も
が
見
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
初
犯
者
を
定
式
的
な
手
続
に
乗
せ
、
定
式
的
な
制
裁
を
賦
課
す
れ
ば
、
再
犯
危
険
性
が
大
き
く
な
る
。

頻
回
行
為
者
に
対
し
定
式
的
な
刑
法
的
統
制
を
及
ぼ
せ
ば
及
ぽ
す
ほ
ど
に
、
さ
ら
な
る
犯
罪
キ
ャ
リ
ア
が
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
見
解
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
定
式
的
な
刑
法
的
統
制
に
端
を
発
す
る
無
限
的
な
矛
盾
の
増
幅
を
断
ち
切
り
、
援
助
的
措
置



へ
の
契
機
を
聞
く
も
の
と
し
て
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
少
年
犯
罪
の
通
常
性
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
と
い
っ
た
少
年
犯
罪
像
や
、
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
自
由
剥
奪
処
分
で
は

な
く
援
助
的
処
分
こ
そ
が
少
年
に
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
頻
回
行
為
者
を
も
手
続
打
切
り
の
対
象
と
す
べ
き
こ
と
の
理
由
と
も

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
、
第
一
二
回
ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
会
議
に
お
け
る
各
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
見
解
は
、
少
年
に
刑
法
的
措
置
を

及
ぽ
す
こ
と
の
梢
極
的
な
害
悪
性
と
少
年
犯
罪
の
社
会
構
造
性
と
の
関
係
を
示
す
点
で
、
極
め
て
重
要
な
視
点
を
提
供
す
る
よ
う
に
忠

わ
れ
る
。
頻
同
行
為
者
へ
の
対
応
を
テ
l
マ
と
し
た
第
二
一
回
ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
会
議
に
お
け
る
議
論
が
、
外
国
人
の
若
年
者
、
薬

少年手続における「教育思想Jと「法治凶家原則j

物
依
存
の
若
年
者
に
も
焦
点
を
当
て
、
若
年
頻
回
行
為
者
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
的
状
況
と
の
関
連
に
お
い
て
問
題
を
把
握
し
て
い
る

こ
と
は
、
少
年
犯
罪
の
問
題
の
本
質
が
、
行
為
の
刑
法
的
評
価
と
い
う
表
面
的
な
事
柄
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
少
年
を
取
り
巻
く
社
会

状
況
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
基
本
的
な
考
え
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
問
題
解
決
に
必
要
な
の

は
、
表
而
的
な
刑
法
的
評
価
で
は
な
く
、
家
族
や
住
居
、
職
業
な
ど
、
若
年
者
に
差
し
迫
っ
た
問
題
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
る
。
家
族

関
係
の
崩
壊
、
文
化
的
な
生
活
も
享
受
で
き
て
い
な
い
状
況
、
社
会
的
な
富
の
配
分
に
あ
ず
か
れ
ず
貧
困
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
少
年
が

誌
か
れ
て
い
る
社
会
的
状
況
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
社
会
構
造
に
根
を
も
っ
少
年
犯
罪
は
、
構
造
的
な
冷
過

そ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
は
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
。
少
年
に
は
刑
罰
で
は
な
く
ま
さ
に
少
年
援
助
こ
そ
が
必
要
で
あ

の
結
果
で
あ
り
、
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る
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
社
会
構
造
に
根
を
も
っ
少
年
犯
罪
に
自
由
剥
奪
処
分
で
対
処
す
れ
ば
、
困
難
な
生
活
状
況
に
あ
る
少
年
を

さ
ら
に
苦
境
に
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
自
由
剥
奪
に
よ
る
刑
法
的
介
入
は
、
無
意
味
で
非
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
ば
か
り

か
、
社
会
的
矛
盾
を
増
幅
さ
せ
る
積
極
的
な
「
害
悪
」
と
し
て
促
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

手
続
打
切
り
の
対
象
範
囲
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
の
は
、
議
論
背
景
を
形
成
し
た
頻
回
行
為
者
に
つ
い
て
ば
か
り
で
は
な
い
。
重
罪
を

も
そ
の
対
象
に
含
む
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
、
学
説
上
、
有
力
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
刑
法
的
統
制
の
害
悪
性
を
根
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拠
に
、
手
続
打
切
り
に
関
し
て
犯
罪
の
性
質
は
基
準
と
な
ら
な
い
、
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
一
次
改
正
法
の
施
行
後
に
公
に
さ

れ
た
新
し
い
立
法
提
案
に
お
い
て
も
手
続
打
切
り
の
範
囲
が
ほ
と
ん
ど
全
て
の
犯
罪
類
型
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
の
ド
イ

ツ
少
年
裁
判
所
・
少
年
審
判
補
助
連
合

6
2
5
Z
D
〈
O
B
E岡
g
m
E
こ
c
m
g身
包
n
y
g
z
E
E問
。
三
宮
『
一
の
宮
島
E
g
o－
〈
よ
り
ご
』
）

に
よ
る
第
H
委
員
会
提
案
は
、
「
審
判
手
続
の
熔
印
押
し
効
果
を
防
止
す
べ
き
手
続
代
替
策
と
し
て
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
理
解
さ
れ
る
な

ら
ば
、
重
罪
の
構
成
要
件
、
特
に
強
盗
や
強
盗
的
恐
喝
と
い
っ
た
構
成
要
件
を
排
除
す
る
実
質
的
な
理
由
が
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
三
年
に
労
働
者
福
祉
協
会
主
号
巴
Z
ミ一
O
E
P
F
2

∞5
母
2
q
g
E
0・〈・・〉巧
O
）
が
公
に
し
た
提
案
に
お
い
て
は
、
例

え
ば
先
行
す
る
争
い
が
な
く
暴
力
行
為
に
及
ぴ
他
人
の
人
格
的
不
可
侵
性
を
著
し
く
損
な
っ
た
場
合
な
ど
の
「
重
大
犯
罪
」
の
場
合
に

の
み
規
範
確
証
を
目
的
と
し
た
定
式
的
な
少
年
刑
事
手
続
が
優
先
さ
れ
る
も
の
の
、
中
程
度
の
犯
罪
の
場
合
に
は
、
手
続
打
切
り
を
通

し
て
刑
法
的
対
応
に
対
し
援
助
的
対
応
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。

定
式
的
な
少
年
刑
法
的
統
制
や
少
年
刑
事
手
続
は
、
社
会
的
矛
盾
を
増
幅
さ
せ
、
少
年
自
身
や
少
年
の
そ
の
後
の
生
活
に
害
悪
を
与

え
る
と
い
う
考
え
や
、
再
犯
危
険
性
の
高
さ
と
い
う
意
味
で
の
特
別
予
防
的
観
点
に
お
い
て
、
定
式
的
な
少
年
刑
法
的
統
制
や
少
年
刑

事
手
続
は
非
定
式
的
な
対
応
に
劣
る
、
と
い
う
犯
罪
学
的
実
証
研
究
か
ら
の
帰
結
は
、
重
罪
を
も
手
続
打
切
り
の
対
象
と
し
て
取
り
込

む
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
を
導
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
少
年
が
重
罪
に
及
ん
だ
場
合
で
あ
っ
て
も
、
刑
法
的
介
入
、
特
に
自
由

剥
奪
処
分
に
よ
る
介
入
が
、
少
年
自
身
や
少
年
の
成
長
に
害
悪
を
与
え
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
少
年
犯
罪
が
社
会
構
造
に
根
を

も
つ
も
の
で
あ
る
以
上
、
刑
法
的
介
入
は
、
少
年
を
ま
す
ま
す
困
難
な
地
位
に
陥
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
刑
法
的
介

入
に
よ
る
矛
盾
の
増
幅
循
環
は
、
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
犯
罪
学
的
研
究
の
成
果
を
基
盤
と
し
て
、
手
続
打
切
り
の
範
囲
は
、
拡
大
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て

ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
、
手
続
打
切
り
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
手
続
過
程
自
体
の
害
悪
性
と
い
う
文
脈
に
と
ど
ま
ら
ず
、
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五
い
る
。
し
か
し
、



少
年
手
続
の
あ
り
方
、
少
年
手
続
の
質
と
い
う
点
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

少年手続における「教育思想Jと f法治同家原則j

一
九
八
九
年
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
政
府
草
案
は
、
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
第
三
項
（
新
法
）
に
よ
る
い
わ
ゆ
る

「
裁
判
官
に
よ
る
形
式
性
の
な
い
教
育
手
続
」
が
、
定
式
的
な
少
年
刑
事
手
続
に
対
し
て
有
す
る
長
所
と
し
て
、
少
年
に
か
か
る
負
担

が
少
な
く
て
済
む
こ
と
、
裁
判
官
に
よ
る
対
応
が
迅
速
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
多
大
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
、
人
的
・
手
続
的
な

支
出
が
明
ら
か
に
少
な
い
こ
と
、
と
い
う
事
柄
と
と
も
に
、
少
年
係
裁
判
官
と
少
年
と
の
聞
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
班
接
的
か
っ

集
中
的
に
行
わ
れ
う
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
少
年
係
裁
判
官
と
少
年
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

手
続
打
切
り
の
議
論
が
手
続
の
害
悪
性
と
い
う
観
点
だ
け
か
ら
は
捉
え
き
れ
な
い
も
の
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
明
確
に
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
一
九
九
二
年
の

D
V
J
J
に
よ
る
提
案
に
お
い
て
さ
ら
に
鮮
明
で
あ
る
。

D
V
J
J提
案
は
、
少
年
裁
判
所

法
第
四
五
条
第
三
項
（
新
法
）
に
該
当
す
る
「
社
会
教
育
的
な
手
続
代
替
と
し
て
の
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
」
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
提
案

す
る
。
こ
こ
で
、
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
、
例
え
ば
先
に
受
け
た
刑
事
手
続
に
お
い
て
審
判
が
教
育
的
に
失
敗
し
た
と
い
う
経
験
を
も

例
え
ば

つ
な
ど
、
定
式
的
な
審
判
手
続
に
お
い
て
は
精
神
的
な
達
成
を
築
き
え
な
い
被
疑
者
に
つ
い
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
社
会
教
育
的
な
手
続

代
替
と
し
て
、
組
み
入
れ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ダ
イ
ヴ
ァ
！
ジ
ョ
ン
は
、
自
由
剥
奪
処
分
の
限
度
ま
で
対
応
可
能
性
を
も
ち
、
ま

さ
に
く
り
返
さ
れ
る
非
行
の
場
合
の
た
め
の
代
替
的
手
続
モ
デ
ル
、
特
に
少
年
刑
か
施
設
外
の
代
静
策
（
援
護
指
示
や
社
会
集
団
作
業
）

か
、
と
い
う
モ
デ
ル
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
第
三
項
の
手
続
代
替
の
枠
で
は
、
協
議
モ
デ
ル

（R
S
F
5
5ョ
。
門
庄
一
）
（
関
与
者
は
、
被
疑
者
、
少
年
係
裁
判
官
お
よ
び
少
年
審
判
補
助
機
関
）
に
お
け
る
立
ち
入
っ
た
議
論
や
や
り
と
り
と

い
っ
た
内
容
を
も
っ
手
続
形
態
が
考
慮
さ
れ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
若
年
者
は
、
自
己
責
任
に
よ
り
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
経
験
で
き
、

結
果
（
処
分
）
を
自
ら
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
、
と
。
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こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
手
続
打
切
り
の
議
論
は
、
少
年
と
他
の
手
続
関
与
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
少
年
自
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身
の
主
体
的
な
手
続
関
与
と
い
う
、
手
続
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
も
問
題
と
し
て
い
る
。
少
年
が
抱
え
る
問
題
を
少
年
自
身
が
克
服
す

る
た
め
に
は
、
少
年
自
身
の
主
体
的
な
手
続
参
加
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
手
続
打
切
り
の
議
論
は
、
手
続

自
体
の
害
悪
性
と
い
う
文
脈
を
超
え
た
、
少
年
手
続
の
あ
り
方
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
「
少
年
刑
事
手
続
」
を
裏
面
か
ら
問
題
と
し

た
の
で
あ
る
。

九大法学76号

も
っ
と
も
、
以
上
に
見
た
よ
う
な
、
手
続
打
切
り
に
よ
り
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
動
向
に
対
し
、
そ
の
範

囲
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
見
解
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
論
拠
と
さ
れ
る
の
は
、
一
般
予
防
で
あ
り
、
「
法
治
国
家
的
保
障
」

で
あ
る
。
司
ユ

aznyω
与
え
貯
Z
E
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
ス
テ
ィ
グ
マ
を
与
え
る
形
式
性
を
取
り
去
る
た
め
の
新
し
い
展
開

は
歓
迎
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
軽
微
犯
罪
に
お
け
る
手
続
打
切
り
は
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
刑
事
訴
追
機
関
が
認
知
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
遍
在
的
な
軽
微
犯
罪
に
お
よ
そ
注
意
を
向
け
な
い
こ
と
や
、
法
律
に
違
反
す
る
こ
と
が
リ
ス
ク
な
し
に
許
さ
れ
る
と
い

う
少
年
の
成
長
に
と
っ
て
最
も
危
険
な
考
え
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
は
、
特
別
予
防
上
の
理
由
か
ら
、
そ
し
て
特
に
一
般
予
防
上
の
理
由

か
ら
、
許
さ
れ
な
い
。
「
形
式
性
の
な
い
教
育
的
手
続
」
に
は
、
審
判
手
続
の
厳
格
な
手
続
形
式
に
よ
る
法
治
国
家
的
保
障
が
欠
け
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
ま
ず
第
一
に
は
、
自
白
し
た
行
為
者
や
軽
微
な
事
件
に
関
し
て
の
み
問
題
と
な
る
。
多
く
の
少
年
の
場
合
、

特
に
重
大
な
犯
罪
行
為
の
場
合
、
審
判
手
続
の
儀
式
的
な
形
式
性
が
一
定
の
教
育
的
な
感
銘
力
を
も
つ
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
、
と
。

．晶圃，、こ
こ
で
は
、
主
に
は
特
別
予
防
や
一
般
予
防
、
手
続
的
な
法
治
国
家
的
保
障
の
必
要
性
を
理
由
と
し
て
、
手
続
打
切
り
の
範
囲
を
制

限
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
反
面
、
「
儀
式
的
な
形
式
性
」
の
「
教
育
的
な
感
銘
力
」
と
「
法
治
国
家
的
保
障
」
に
、
定
式
的
な
審
判
手

統
の
意
義
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

確
か
に
、
そ
の
方
向
性
は
問
題
と
な
る
も
の
の
、
同
吋
・

ω♀
丘
町
ω
Z
Z
が
手
続
の
「
教
育
的
感
銘
力
」
と
し
て
表
現
し
た
よ
う
に
、
少
年



へ
の
働
き
か
け
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
実
際
上
少
年
手
続
自
体
が
実
体
性
を
も
ち
、
ま
た
も
つ
べ
き
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
逆
に
、
手
続
過
程
自
体
の
実
体
処
分
性
を
理
由
と
し
て
、
手
続
過
程
を
通
じ
て
少
年
の
規
範
が
確
証
さ
れ
う
る
以
上
、
定
式
的
な

と
い
う
「
一
九
八

0
年
代
の
「
下
か
ら
の
改
革
」
に
お
い
て
新
し
く
変
化
さ
せ
ら
れ
た
見
方
」
は
、

一
九
八
九
年
第
一
次
改
正
法
政
府
草
案
理
由
香
も
容
れ
る
考
え
と
な
っ
て
い
針
。

実
体
的
処
分
を
科
す
ま
で
も
な
い
、

手
続
打
切
り
の
拡
大
を
支
え
る
論
理
と
な
っ
て
お
り

し
か
し
、
司
・

ω与
え

P
Eロ
の
見
解
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
少
年
の
視
点
を
欠
い
た
「
教
育
的
感
銘
力
」
や
「
法
治
国
家
原
則
」

一
般
予
防
的
考
慮
と
容
易
に
結
合
す
る
。
少
年
の
視
点
を
欠
く
が
ゆ
え
に
一
般
予
防
と
結
び
つ
く
「
法
治
国
家
原
則
」
が
、
少
年

は

少年手続における「教育忠惣Jと「法治国家！抑制J

の
実
質
的
な
権
利
保
隙
に
資
す
る
か
も
疑
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。
手
続
打
切
り
の
拡
大
を
図
る
動
き
も
、
ま
さ
に
、
刑
法
的
統
制
の
一
般

予
防
効
果
は
過
大
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
あ
る
い
は
そ
も
そ
も
経
験
的
に
確
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
に
考
慮
し
え
な
い
と

い
う
考
え
を
、
前
提
と
し
た
。
「
ま
さ
に
見
破
れ
な
い
儀
式
性
を
も
っ
た
審
判
手
続
が
、
特
に
命
取
り
と
な
る
よ
う
な
方
法
に
お
い
て
、

少
年
の
法
律
違
反
者
に
熔
印
を
押
す
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
前
提
の
上
で
、
儀
式
性
を
も
っ
た
形
式
的
な
審
判
手
続
が
有
す

へ
の
信
奉
を
切
り
崩
す
こ
と
、
さ
ら
に
い
え
ば
「
刑
問
に
よ
る
教
育
」
を
否
定
す
る
こ
と
を
、

る
と
さ
れ
て
き
た
「
教
育
的
感
銘
力
」

子
統
打
切
り
の
拡
大
を
図
る
動
き
は
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
動
向
は
、
そ
の
基
底
と
な
っ
た
少
年
犯
罪
の
遍
在
性
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
性
と
い
っ
た
少
年
犯
罪
像
と
刑
法
的
統
制
の
害
感
性
と
い
う
考
え
を
機
軸
に
、
結
果
と
し
て
の
処
分
の
み
な
ら
ず
、
結
果
に
五
る

手
続
過
程
で
あ
る
「
少
年
刑
事
手
続
」
を
も
問
題
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
議
論
は
、
一
方
で
は
、
頻
回
行
為
や
重
罪
に
つ
い
て
も
手

続
を
打
ち
切
る
と
い
う
意
味
で
、
対
象
範
囲
の
拡
大
を
、
他
方
で
は
、
少
年
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
少
年
の
主
体
的
な
手
続
関

七
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与
を
も
問
題
に
し
、
少
年
手
続
の
あ
り
方
を
も
問
題
と
し
た
と
い
う
意
味
で
、
議
論
射
程
の
拡
大
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

一
般
予
防
効
果
を
過
大
評
価
せ
ず
、
「
刑
罰
に
よ
る
教
育
」
と
い
う
テ
l
ゼ
を
否
定
す
る
こ
と
が
、
前
提
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
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（
引
）
「
内
か
ら
の
司
法
改
革
」
に
閲
し
て
は
、
木
佐
茂
男
「
人
聞
の
尊
肢
と
司
法
権
』
日
本
評
論
社
（
一
九
九
O
｝
一
八
五
頁
以
下
を
特
に
参
照
。

（
位
）
〈
包
－

zmDω
－FZ也君一
m
m
n
F
5
5
0『一

z
aロ
N
印

nyαnp
口一

o
g吋
回
α
E
R・
ロ
古
』
cm町内出向凶問。ユ
nZω
〈ぬ『
F
E丘－
cロ
mω
ヨ
＝
河
口
口
品
。
一
四
回
寸
一
ωny－－－

の
α
E
3
m
g
H申
告
・
「
円
卓
お
式
」
は
、
「
法
泊
悶
ん
采
的
要
素
と
社
A

『
ゐ
国
～
氷
的
要
素
の
統
A
M
」
と
い
う
観
点
や
公
判
に
お
い
て
「
コ

ン
構
造
」
を
改
普
す
る
と
い
、
ヲ
観
点
か
ら
、
刑
事
訴
訟
法
改
正
論
議
に
あ
た
っ
て
「
公
判
の
二
分
化
」
論
と
と
も
に
注
目
さ
れ
、
少
年
手
続
に
お
い

て
も
多
く
の
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
た
。
一
般
刑
事
手
続
に
お
け
る
「
円
卓
方
式
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
対
案
グ
ル
ー
プ

者
、
浅
間
和
茂
監
訳
「
刑
事
訴
訟
法
公
判
手
続
対
案
」
成
文
堂
（
一
九
九
二
九
二
一
良
以
下
を
特
に
参
照
。

（
必
）
〈
包
－

Z
巴｝向。』ロロ柄引

NZ『悶品川町。『
g
a
g
』ロ
moD品
ω門
店
守

R
Y
E－
巴

Z
N三
ωnFOロ
E
Eロ
N・』
g
m
S由N
印国丹・
ω－
m－H∞吋・

（
川
制
）
開
ユ
号
室
釦
吋
E
・何回
d
z
z
y
zロ
m
g弘
司
E
X町内凶
g
p
a
o
z
o
m
回同訟の

W
O
R
α
E
0・
〈
・
回
命
者
以
F
Eロ拘
my－
－
向
。
』
ぬ
・
包
巴
∞
N
－
m－HMm・
そ
の
他
、
一
九

八
0
年
代
に
行
わ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
回
E
C
2
R
F
d弓
巴
問
、
戸
ロ
σぬ
の
｝
肉
、
宮

ωユ
、
冨

αロ
nzgmzaσ
宮
町
、
虫
色
o
p
E
と
い
っ
た
都
市
に

お
け
る
も
の
が
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
行
政
権
が
基
本
的
に
は
各
ラ
ン
ト
に
属
す
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
各
地
方
で
の
ダ
イ
ヴ

ァ
l
ジ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
辿
邦
で
は
な
く
、
地
方
自
治
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
主
導
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
財
源
も
、
主
に
は
、
公

益
基
金
や
ラ
ン
ト
政
府
、
地
方
自
治
体
、
地
方
の
少
年
援
助
協
会
に
拠
っ
て
い
た
。
〈
包
・
宮
庁
E
巴

巧

巴

Z
F
J
E
R
O－－河品川町
O『ヨ

E
m
O
E－

－
内
ユ
ヨ
吉
包
括
n
z
z
n
y耳
目
Mgu向山
ω・
山
口
一
巴

ωロ
ω・』ロ円
m
g
R
0
3
0『
一
回
。
『
ヨ
三
回
ハ
ロ
ミ
一

R
z
s
m
o
g
ω
円（

E
a
t
－ロ

o
E
R
V
O
司
O『
ω
n
z
g
m
g
N
C『

町
内
ユ
ヨ
吉
包
即
円
以
同
8
2
2
0
y
g関
口
ロ
品
開
ユ
ヨ
吉
巳
広
告
ω｝向。ロ可。＝
0・同
2
2・
c・ω・
巴
∞
ωpω
・5
臼
・
た
だ
、
述
邦
家
庭
・
少
年
・
女
性
・
健
康
有
に
よ
る

辿
邦
ユ

l
ゲ
ン
ト
・
プ
ラ
ン
な
ど
、
他
の
偏
祉
政
策
と
の
関
述
か
ら
辿
邦
に
よ
る
出
資
を
得
る
道
も
あ
り
え
た
。
〈
包
・
〉
包
括
釦
〈
g
＆

g
巧
。
E
g
σ
2
m－

U
Z
2
a
s
－s
m冨
ロ
ロ
ロ
ロ
想
問
。
E
N
三
R
Zロ
ョ
回
2
5
5
2
m
a
S
E
N－－
g
内回開
o
n
z
g
g釦己一
nFWOR・司
g
尋
問
ロ
ユ
山
吉
宮
ω
E・
g－ω・
HU由
ω・
ω・むよ

冨一

n
g
o－－〈
o
p

。σぬ『門田
g
w
aロ命者向
wmωNER－－一
m
o
Nロ
g
g
g
m
E
Z
R
0
2
〈
Oロ
の
民
営
関
口
一
gcω
ぴ

2

5
色
色
耳
目
ロ
ユ
岳

Z
口
問
自
ロ
σ
c
z
z
o『

〉－

zgω
巴〈
g
・
古
川
出

ωロ
ω山口『畑町内一口問。
2
0司
（
回
日
関
・
ア
ロ
一
〈
O
B
E口
氏

ωロ
∞
同
『
民
見
出
。
一
色
。
一
号
。
吋
肉
店
∞

ω－
m－S
・
な
お
、
「
プ
リ
ュ
ッ
ケ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
は
、
加
藤
久
雄
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
け
る
「
刑
制
に
か
わ
る
社
会
奉
仕
労
働
」
に
つ
い
て
」
家
庭
裁
判
月
報
三
二
巻
九
号
（
一
九
八

O
）

一
頁
以
下
に
よ
り
、
す
で
に
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
MW）
〈

m－
・
毛
色
町
m
g
m阿
国
巴

5
・
g
s
E
S
一E
E
m
o
E
a『創刊〈
R
E寄
g
－
N
g
d〈』
m・
】
宏
司
円
・

ω
】也由
Mwm－S
∞
叶
与
巴
－
o
y
u
o
p
〉ロ
ω巴
諸
島
O司

』
z”。
E
Wユ
E

S－－
mR噌
ロ
〈
己
・
守
口
司
E

Z＼
E
8・
ω・ω印
印

ω
n
F
E
E－
色
∞
・
全
被
制
裁
者
数
中
の
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
と
第
四
七
条
に
よ
る
手

続
打
切
り
の
割
合
は
、
一
九
八
一
年
以
来
、
上
昇
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
割
合
は
、
一
九
八
五
年
に
は
五

O
%に
逮
し
、
一
九
九

O
年
に
は
六
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一
%
に
．
東
り
、
一
九
九
問
年
に
は
六
七
%
に
達
し
て
い
る
。
な
お
、
比
嘉
康
光
「
ド
イ
ツ
の
少
年
参
審
裁
判
制
度
」
立
正
大
学
法
制
研
究
所
研
究
年

報
二
号
｛
一
九
九
七
）
一
七
頁
以
下
も
参
照
。

（M
刊
）
〈
m
U
・
君
。
－
R
g
m
z
a
s・ロ
g
E
m
o
E
m門
店
守

R
Z
g『
含
g
t弓
om
吉
弘
g
N
H・
』
与
『
F
Z
E
ω
2・
Eω
昌
也
同
国
立
ゲ
∞
－

g
p・
Z
2
2

〈｛
ovgω
コロ・ロ凶
ω
問
。
向
。
『
ヨ
品
。
ω
』
cmoD告
内
『
｛
ヨ
吉
包
括
n
F
Z
吉
弘
ぬ
『
回
ロ
ロ
品
。
ω『O
宮

ME－－内ロ
o
z
z
n
z
E
2色
・
司
ロ
周
回
＼
HUE－∞－
Nm吋・

（
灯
）
一
九
八
0
年
代
、
未
決
勾
情
を
科
さ
れ
た
者
の
散
と
少
年
刑
法
に
よ
り
有
非
万
一
口
渡
し
を
受
け
た
者
を
時
数
と
し
た
そ
の
制
合
は
、
減
少
傾
向
を
示

し
て
い
る
。
一
九
八
O
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
の
そ
の
割
合
と
数
は
、
次
の
よ
う
な
推
移
を
示
し
て
い
る
。
四
・
七
%
（
六
一
四
七
／
二
ニ
二
六

四
九
｝
（
一
九
八
O
年
て
五
・
O
%
（
七
O
一
九
／
一
四
一
五
一
七
）
（
一
九
八
一
年
）
、
五
・
一
%
｛
七
五
六
六
／
一
間
九
七
六
O
）
（
一
九
八
二

年
｝
、
四
・
七
%
（
六
九
五
O
／
一
四
八
五
五
二
）
（
一
九
八
三
年
て
四
・
四
%
（
五
九
四
八
／
一
三
三
五
九
七
）
（
一
九
八
四
年
）
、
四
・
二
%
｛
阿

九
九
六
／
一
一
九
三
ヱ
ハ
）
（
一
九
八
瓦
年
て
問
・
一
%
（
問
問
八
二
／
一
O
八
三
二
O
）
（
一
九
八
六
年
て
四
・
一
%
（
問
O
七
七
／
一

0
0
0

七
三
）
（
一
九
八
七
年
て
四
・
O
%
合
一
八
四
五
／
九
六
六
九
二
三
九
八
八
年
て
凹
・
五
%
（
三
七
九
七
／
八
四
九
五
二
（
一
九
八
九
年
）
。

こ
れ
に
対
し
、
一
般
刑
法
に
よ
り
有
罪
を
J
波
さ
れ
た
者
を
時
数
と
し
た
制
A
H
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
五
・
O
%
（
一
二
O
O
四
六
／
五
O
O
八
三

一
一
）
（
一
九
八
O
年
て
五
・
三
%
（
一
一
二
八
五
五
／
六
O
五
九
四
六
）
（
一
九
八
一
年
）
、
五
・
四
%
（
三
三
六
八
三
／
六
二
二
四
三
四
）
（
一
九
八
二

年
て
．
K
・
一
%
（
三
二
・
h
O
一
／
六
三
六
一

0
・K
）
（
一
九
八
三
年
）
、
問
・
五
%
（
二
八
O
コ
二
／
六
一
九
八
O
O
）
｛
一
九
八
問
年
）
、
問
・
二
%

（
二
五
三
六
八
／
六
O
O
七
九
八
）
｛
一
九
八
五
年
て
三
・
八
%
（
二
二
四
一
四
／
五
九
七
O
二
八
）
（
一
九
八
六
年
て
三
・
八
%
（
二
二
五
O
O
／

五
九
二
二
二
一
）
（
一
九
八
七
年
て
三
・
七
%
士
二
二
七
阿
／
六
O
六
一
O
三
）
（
一
九
八
八
年
て
一
子
七
%
（
二
二
三
七
六
／
六
O
八
五
四
八
）

（
一
九
八
九
年
）
。
こ
の
よ
う
に
、
少
年
に
対
す
る
未
決
勾
留
は
、
一
九
八

0
年
代
を
通
じ
て
、
絶
対
数
に
お
い
て
も
、
被
有
罪
言
渡
し
者
数
中
の
割

合
に
お
い
て
も
、
減
少
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
未
決
勾
倒
率
に
関
す
る
限
り
、
一
般
刑
法
に
よ
り
有
罪
を
？
H

波
さ
れ
た
折
の
う
ち
の
訓
A
H

よ
り
も
、
少
年
刑
法
に
よ
っ
た
方
が
、
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
が
、
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
に
お
い
て
後
述
す
る
。

（
特
）
同
報
告
品
川
に
つ
い
て
は
、
法
務
総
合
研
究
所
「
自
由
社
会
に
お
け
る
犯
罪
の
挑
戦
（
二

1
（
三
こ
研
究
部
資
料
第
二
一
集
1
第
二
三
集
（
一
九

六
八
｝
、
長
向
敦
「
自
由
社
会
に
お
け
る
犯
罪
の
挑
戦
」
罪
と
剖
五
巻
一
号
（
一
九
六
七
）
三
三
頁
以
下
、
岡
「
刑
事
司
法
の
運
営
に
関
す
る
ア
メ
リ

カ
大
統
領
諮
問
委
此
会
の
報
告
に
つ
い
て
」
腎
察
研
究
三
八
巻
一
一
号
（
一
九
六
七
）
札
三
目
以
下
、
松
沼
治
也
「
刑
事
司
法
の
巡
常
に
関
す
る
大

統
領
諮
問
委
員
会
報
告
書
に
つ
い
て
」
家
庭
裁
判
月
報
二
三
巻
六
号
（
一
九
七
二
一
頁
以
下
を
特
に
参
照
。

（
拍
｝
「
少
年
司
法
辿
常
に
閲
す
る
同
連
H
M
低
基
準
焼
川
（
北
京
ル

l
ル
ズ
こ
や
「
少
年
の
非
行
防
止
に
関
す
る
同
述
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
リ
ヤ
ド
・
ガ
イ
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少年手続における「教育思想jと「法治国家原則j89 

』
c
m
g
a
m一命『一の宮
ω肉
2
2
N
O
ω

（
』
の
の
開
）
・
』
z－
一
戸
市
高
吋
・
印
門
店
守
0
3
a門出血問。『吋＼

s
g・
ω・ω。
∞
民
・
を
参
照
。

（U
A
）

T
w－
zm洋
N巾

N
Z
ヨ
』
ロ
mm宮内同ω同日町『
o
n
Z
Z
D
向田』
cmm出品切門司問問〈。＝
N
丘町・

N
Z』
cm同
』
m－
S

E∞
ω・
ω・∞
N

H

R
・

（
臼
）
、
同
，
y
o
ω
0
3
ι
雪
印
苫
）
N
ロ
『
河
止
。
『
吉
弘

g
』
c
m
g門出向ユヨ一

E
－
znzz・
N
E』
ロ
問
問
』
m－
S
E∞
ω・
ω・8
R・
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
一
七
の
テ
ー
ゼ
は
、

以
下
の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
。
①
一
四
歳
・
一
五
識
の
者
に
よ
る
非
行
に
対
す
る
少
年
刑
法
上
の
対
応
形
態
の
代
替
策
を
、
少
年
援
助
の
改
革
に
よ

り
作
る
こ
と
、
②
一
八
歳
か
ら
一
二
歳
ま
で
の
背
年
に
対
し
て
、
統
一
的
に
少
年
刑
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
③
少
年
係
裁
判
官
の
た

め
に
、
特
別
な
専
門
教
育
と
職
業
教
育
を
行
う
こ
と
、
④
少
年
審
判
補
助
の
活
動
を
拡
充
す
る
こ
と
、
⑤
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
の
手
続
打
切
り

規
定
を
用
い
た
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
を
拡
充
す
る
こ
と
、
⑥
教
育
処
分
と
懲
戒
処
分
と
の
分
離
を
や
め
、
教
育
処
分
と
い
う
概
念
の
下
に
お
い
て
統

合
す
る
こ
と
、
⑦
社
会
内
処
分
を
拡
充
す
る
た
め
に
、
援
護
遵
守
事
項
を
教
育
処
分
と
し
て
少
年
裁
判
所
法
に
導
入
す
る
こ
と
、
⑧
教
育
活
動
に
適

さ
な
い
休
日
拘
禁
と
短
期
拘
禁
と
を
廃
止
し
、
施
設
内
の
社
会
訓
練
コ
ー
ス
と
し
て
形
成
す
る
こ
と
。
そ
の
対
象
を
特
に
危
機
に
瀕
し
た
少
年
に
限

定
し
、
期
間
も
短
期
を
二
週
間
、
長
期
を
四
週
間
と
す
る
こ
と
、
⑨
裁
判
官
が
命
じ
る
処
分
に
少
年
が
従
わ
な
い
場
合
、
ま
ず
口
頭
に
よ
る
聴
聞
を

行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
裁
判
官
が
、
不
服
従
へ
の
対
応
と
し
て
本
来
の
教
育
処
分
に
代
え
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
補
っ
て
、
他
の
教
育
処
分
を
命

じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
⑩
更
に
著
し
い
犯
罪
行
為
を
懸
念
さ
せ
る
ほ
ど
の
大
き
な
危
険
性
が
認
識
で
き
る
場
合
で
、
か
つ
他
の
教

育
処
分
で
は
十
分
な
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
場
合
に
の
み
、
少
年
刑
を
科
す
こ
と
。
そ
の
刑
期
を
短
縮
化
し
、
不
定
期
の
少
年
刑
を
廃
止
す
る
こ
と
、

⑪
刑
期
に
か
か
わ
り
な
く
保
護
観
察
の
た
め
に
少
年
刑
を
延
期
す
る
こ
と
。
保
護
観
察
の
た
め
の
少
年
刑
の
延
期
を
取
り
消
す
可
能
性
を
縮
小
す
る

こ
と
、
⑫
少
年
刑
が
賦
課
さ
れ
た
こ
と
を
、
刑
法
第
四
八
条
の
再
犯
理
由
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
⑬
少
年
刑
の
執
行
形
成
は
、
社
会
治
療
に
五

向
付
け
ら
れ
る
も
の
と
し
、
処
遇
に
は
給
付
の
性
格
を
も
た
せ
、
強
制
手
段
は
必
要
最
小
限
に
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
⑪
少
年
行
刑

に
お
い
て
は
、
教
科
教
育
や
職
業
教
育
が
他
の
処
分
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
、
⑬
少
年
行
刑
に
お
い
て
活
動
す
る
協
力
者
は
、
教
背

任
務
の
た
め
の
特
別
な
能
力
を
自
由
に
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
⑬
未
決
勾
偶
を
命
じ
る
こ
と
を
可
能
な
限
り
避
け
、
そ
の
代
替
策
を
拡
充

す
る
こ
と
。
未
決
勾
留
の
執
行
形
成
を
法
律
に
よ
り
規
制
し
、
未
決
勾
留
施
設
は
、
教
育
的
援
助
の
幅
広
い
給
付
を
自
由
に
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
⑫
少
年
行
刑
に
関
す
る
独
立
し
た
新
た
な
法
律
を
つ
く
る
こ
と
。

（
珂
）
一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
少
年
裁
判
所
法
改
正
作
業
の
進
行
経
過
に
つ
い
て
は
、
宮
滞
浩
一
「
青
少
年
非
行
の
動
向
と
刑
事
政
策
的
対
応
」
「
同
様

重
光
博
士
古
橋
祝
賀
記
念
論
文
集
第
三
巻
」
有
斐
閣
（
一
九
八
四
）
二
九
七
頁
以
下
、
同
「
最
近
に
お
け
る
少
年
法
制
改
正
の
動
向
」
研
修
四
八
九

号
（
一
九
八
九
）
三
頁
以
下
、
同
「
少
年
法
制
改
正
の
新
展
開
」
「
鹿
晦
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
開
設
百
周
年
記
念
論
文
集
法
律
学
協
」
慶
聴
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一
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れ
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度
も
求
め
て
い
な
い
こ
と
が
寄
与
し
て

い
る
こ
と
も
、
こ
こ
で
は
併
せ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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n
n
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〉
ロ
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E
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5
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z
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（
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g
g
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g
o
色。

ω〉『
g
x
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包
括
ω豆
一
↓
F
0
8
D
E
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R
z
g
ω
ω
o
a
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σ旦円
w
g
z
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y
o
m
g
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目
a
n
y－ggo
号

ω
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σ巴
昇
志
一
月
ω
崖
・
古
一
口
〈
』
』
（

E
a
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玄
ozzmny
〉
ロ
内
定
一
－
有
0
・
z
o
v
z宮
町
田

2
3ロ
gmw・開『－
oσ
ロ
2
3
w
包
括
ロ
ロ
ロ
己
河
g
w巴。ロ
ω『
O『ヨ
g
－

回。コロ

5
8・
ωω
・色。・品

8
・
吋
。
。
・
一
九
八
九
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
一
同
ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
会
議
に
お
い
て
行
わ
れ
た
議
論
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、

比
高
成
光
「
第
二
十
一
同
ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
会
議
に
つ
い
て
（
一
）
（
二
こ
立
正
法
学
論
集
二
五
巻
一

H
二
号
（
一
九
九
一

a
）
八
一
民
以
下
、

二
問
巻
コ
？
H
問
H
V

（
一
九
九
一

b
｝
一

O
三
京
以
ド
を
参
照
。

｛
ね
）
も
っ
と
も
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
会
議
の
提
？
H

に
は
、
若
干
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
一
九
九
五
年
の
第
二
三
川
ド
イ
ツ

少
年
裁
判
所
会
議
に
お
け
る
第
H
／
1
ワ
l
ク
・
シ
ョ
ッ
プ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
頻
回
行
為
者
の
グ
ル
ー
プ
は
特
別
な
問
題
領

域
を
描
く
。
こ
こ
で
は
ダ
イ
ヴ
ァ
l
ジ
ョ
ン
の
考
慮
以
外
の
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
在
存
在
す
る
可
能
性
を
尽
く
す
場
合
で
す

ら
、
自
由
剥
奪
処
分
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
制
裁
の
螺
旋
を
遮
断
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
新
た
な
解
決
可
能
性
が
発
見
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
問
題
領
域
に
お
い
て
は
、
協
力
を
よ
り
強
め
る
た
め
に
、
幾
つ
か
の
専
門
領
域
が
呼
び
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
を
超
え

て
、
社
会
の
考
え
も
一
新
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
教
育
の
欠
如
や
社
会
的
に
困
難
な
状
況
は
、
司
法
的
な
手
段
で
は
除
去
さ
れ
え
な
い
」
。
「
ダ



ャ
b
ト
ー
：
λ
m
入
e
術
、
樋
~
~
S
,
J
~
宅~
~
~
J

~
＇
司
Y
d
ヰ
ヰ
い
ニ
時
e
当
’

1JSl!'.S
持
母
w
~
ニ
い
’
＆

!SI~ヒ
持
栴
己

3貢
J
ν
坦
’

~
＝
－
昨
曜

に
!i;i:＝

－
~
増
産
物
ヰ
ヰ
ド
ニ
布
ニ
~
悼
会
d

ヨ＝.＋.！.，.µS
~
蜘
吋

..r-.
.
；
時
。
け
り
ゃ

.ii＝
－
幅
！
酪
布
，
J
~
~
’
審

!Sit：
ヒ
持
S~4'rf準

鑓
組

~I'\-'.
.
；
己
主
い
時

震
活
宰
握
嘉
S
壊
兵
組
’
約
鴎
起
~
ニ
小
穏
繕

!1
＼
＇
ニ
ド
担
制
主
~
~
布
ニ
リ
ム

J~
~
喝
。

Thesen
u
n
d
 Ergebnisse der Arbeitskreise. F

o
r
u
m
 

II 
:
 Wa
n
d
e
l
 der Arbeitswelten

・
N
e
u
e
Herausforderungen fur die Jugendkriminalrechtspflege. Arbeitskreis 

11/1: 
V
o
m
 

Verdacht zur A
n
k
l
a
g
e
 -
Konstruktion v

o
n
 Wirklichkeit i

m
 Z
u
s
a
m
m
e
n
s
p
i
e
l
 v
o
n
 Polizei, Jugendgerichtshilfe u
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n
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A
n
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o
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i
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R
e
f
o
r
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J
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D
V
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o
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o
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1
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〉
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ニ
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e
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e
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a
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 Drehtilr-nein danke. ebenda, S.683ff.

布
~
’
Z
・
ふ

ペ
ー

1ト
ー
＝
ふ
ぺ
ト
ー
入
h
去
、
4’

-
H
~
話
年
（
耗
）
「
ギ
4
}
t
~
~
~
栴
~
5
三
時

J
~
~
＋
＜
静
弱
者
自
室
長
引

~I
l鼎

I
！！~＂＜
1
 ~~
凶
）
I
 l叫
~
~
ト

...;>.jjか塁：。

（定）
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・A.Arbrecht

1993 
(Anm.70), S.120f

吋
Ulrich
Eisenberg, Jugendgerichtsgesetz. 6.Aufl. 

Milnchen 1995, 
§
 45 Rdnr.17 S. 

455. 
Rudolf Brunner; Dieter Dδlling, Jugendgerichtsgesetz. 10.Aufl. 

Berlin, 
N
e
w
 Y
o
r
k
 1996, 
§45 Rdnr.18 S.381.
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,
 Berlin 
1965, 
§
 45 
Rdnr.6 S.393. 

（に）
DVJJ-Unterkommissionll, DVJJ-Journal 
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・2/1992,
S.19f. 
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Arbeiterwohlfahrt Bundesverband e.V., J

u
g
e
n
d
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h
n
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B
e
H
i
h
i
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n
e
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o
n
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注
C
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--1己
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；
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弘
法
古
道
S
当
争
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認
さ
従
u
（
＇
ニ
い
~
’
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豆
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!
1
~
ニ
い
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＝
－
~
~
喝
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Bundesregierung, E

n
t
w
u
r
f
 eines Ersten Gesetzes zur A

n
d
e
r
u
n
g
 des Jugendgerichtsgesetzes (

1
.
J
G
G
A
n
d
G
)
 v
o
m
 27. 
11. 

1989. 
B
T
・Ors.
11/5829, 

S.24f.
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入
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d
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K
o
m
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i
o
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o
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1989 
(Anm.57), S.14. 

（冨）
DVJJ-Unterkommissionll, DVJJ-Journal 1

・2/1992,
S.20. 

（冨）
Friedrich Schaffstein, Jugendstrafrecht. 8

 A
u
日.
Stuttgart, u.a. 

1983, 
S.157. 

（お）
Michael W

a
l
t
e
r
，。
ber
die Fortentwicklung des Jugendstrafrechts. N

S
t
W
 1992 Ht.IO, S.472. Michael W

a
l
t
e
r
さ
’
ぢ
S

ム4小
斗
ニ
小
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；
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~
p
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布
v
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E
堂
U
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：
択
さ
を
宰
布
嘉
穂
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謡
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実
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製
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当
選

f
己
時
、
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ニ
ド
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~
.
；
；
’
時
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意
時
坦
罵
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（
舎
、
ミ
ト
縛
~
p
主
斑
結

1
！霊柑
4動産）

~
I
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ν

..，.；＞~生~拘

ζ
＝
小
崎
j。

（お）
1
~
＜
~
時
寺
、
砕
穏
芋
定
道
路
！
対
越
国
自
吉
正
生
悟
持
己
窒
拘

.；；.；.！関
空
担
：
~
’
去
さ
~
~
小

!15司
γ
ν
二
時
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出
題
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示
砕
~
酷
~
~
~
V
'
お
ニ



96 

部
分
に
関
し
て
、
若
年
者
の
逸
脱
行
為
は
ノ
ー
マ
ル
な
現
象
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
初
発
的
あ
る
い
は
潜
在
的
な
犯
罪
的
な
非
行
化
の
徴
候
と
し

て
評
価
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
決
し
て
行
為
の
発
見
、
警
察
や
少
年
審
判
補
助
、
検
察
官
と
の
接
触
を
超
え
る
結
果
に
向
か
っ
て
は
な
ら
な
い
」
。
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・同巴ロ
Oω
開
B
Zロ
の
2
0円
N
g
N
E・
〉
ロ
品
。
『
ロ
ロ
閃
品
。
m

乙
ロ
噴
出
品
開
。
ユ
の
宮
ωm228ω
｛
戸
』
の
の
〉
ロ
品
。
）
〈

Oヨ
N
吋・ロ・

5
∞由・回同
J
U
g－
ロ
＼
印
mwN
∞－

m・Hω
・
「
す
で
に
行
為
の
発
見
お
よ
び
捜
資
手
続
に
よ
る
作
則
を
超
え
て
さ
ら
な
る
教
育
的
処
分
が
必
要
と
は
な
ら
な
い
、
責
任
抵
が
少
な
く
犯
罪
行

為
の
影
響
が
少
な
い
少
年
に
典
型
的
な
非
行
が
問
題
と
な
る
場
合
、
第
四
五
条
第
一
項
の
適
用
が
妥
当
で
あ
る
。
警
察
や
検
察
官
と
の
対
峠
が
少
年

に
よ
り
制
裁
と
感
じ
ら
れ
て
お
り
、
大
抵
の
場
合
、
両
親
や
教
師
、
指
導
者
あ
る
い
は
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
幅
広
い
対
応
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
は
考
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
回
吋
・
ロ

a－
口
論
∞
包
・

ω・巴・

（
制
）
〈
問
一
・
巧
・
白
色
ロ

N
E
S
ω
（〉ロヨ・

0s－
m－S
R・

（
部
）
の
ロ
ロ
件
。
司
回
Z
F
u
z
o
a
－oロロ
ロ
己

ω可
民
『
め
の
宮
・
』
ロ

E

E∞
吋
国
円
－

Yω
・ωω
・
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第
三
章

教
育
思
想
と
法
治
国
家
原
則

第
一
節

「
教
育
思
想
」
批
判

犯
罪
学
的
知
見
を
基
底
に
手
続
打
切
り
の
射
程
の
拡
大
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
手
続
打
切
り
の
議

論
は
少
年
手
続
の
あ
り
方
を
も
問
題
と
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
手
続
打
切
り
の
議
論
射
程
が
少
年
手
続
の
あ
り
方
に
ま
で

及
ん
で
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
裏
而
か
ら
照
射
さ
れ
た
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
あ
り
方
も
、
必
然
的
に
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

だ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
ま
ず
、
一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
「
教
育
思
想
」
論
の
背
景
を
確
認
し
、
「
法
治
国
家
的
」
批
判
に
焦
点
を
当
て

る
形
で
「
教
育
思
想
」
を
め
ぐ
る
全
般
的
な
議
論
を
整
理
す
る
。
そ
の
上
で
、
少
年
手
続
に
目
を
向
け
、
少
年
手
続
の
あ
り
方
、
少
年

前
章
ま
で
に
、



に
対
す
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。
こ
れ
を
通
し
て
、
一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
改
革
動
向
を
通
し
た
「
少

年
刑
法
」
、
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
捉
え
方
の
実
質
的
変
容
を
確
認
し
、
ま
た
あ
る
べ
き
少
年
手
続
、
少
年
に
対
す
る
あ
る
べ
き
「
法
治

国
家
的
保
障
」
を
確
認
し
た
い
。

少年手統における「教育思想jと「法治国家原則J

「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
動
き
は
、
少
年
犯
罪
の
軽
微
性
・
一
過
性
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
・
自
然
消
滅
性
と
い
う
少
年

犯
罪
像
と
刑
法
的
介
入
の
害
悪
性
と
い
う
犯
罪
学
的
実
証
研
究
か
ら
獲
得
さ
れ
た
知
見
を
基
礎
に
、
自
由
剥
奪
処
分
の
回
避
と
い
う
方

向
を
と
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
多
方
面
か
ら
支
持
さ
れ
う
る
要
素
を
含
ん
で
い
た
と
い
え
る
。
一
方
で
は
、
自
由
剥
奪
処
分
を

回
避
す
る
こ
と
自
体
は
、
国
家
に
よ
る
実
体
的
な
刑
法
的
介
入
を
最
小
限
度
に
抑
制
す
る
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
法
治
国
家
原
則
に

沿
う
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
で
は
、
自
由
剥
奪
処
分
の
代
わ
り
に
社
会
内
の
援
助
的
措
置
を
行
う
と
い
う
観
点
に
お
い
て
、
社
会
国
家

的
な
思
想
に
も
適
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
は
、
法
治
国
家
的
観
点
か
ら
も
、
社
会
国
家
思

想
の
ひ
と
つ
の
表
現
形
態
と
さ
れ
る
「
教
育
思
想
」
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
支
持
さ
れ
う
る
要
素
を
内
包
し
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
が
展
開
す
る
に
伴
い
、
従
来
少
年
刑
法
の
指
導
理
念
と
さ
れ
て
き
た
「
教

育
思
想
」
と
い
う
価
値
が
、
動
揺
を
見
せ
る
。
「
教
育
思
想
」
と
い
う
指
導
理
念
を
揺
る
が
し
た
の
は
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」

の
動
向
を
支
え
た
は
ず
の
犯
罪
学
的
実
証
研
究
の
成
果
と
「
法
治
国
家
原
則
」
と
い
う
価
値
で
あ
封
。

例
え
ば
、
少
年
犯
罪
の
通
常
性
や
遍
在
性
、
そ
の
軽
微
性
・
自
然
消
滅
性
・
一
過
的
現
象
性
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
と
い
う
少
年
犯
罪
像

か
ら
の
ひ
と
つ
の
帰
結
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
少
年
犯
罪
の
原
因
は
、
特
殊
な
「
教
育
の
欠
如
」
と
い
う
状
態
に
あ
る
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
少
年
犯
罪
は
遍
在
的
な
も
の
で
あ
り
、
ノ
ー
マ
ル
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
「
教
育
」
を
理
由
と
し
て
刑
事
司
法
的
介

入
を
行
う
必
要
は
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
が
自
然
消
滅
的
な
も
の
で
一
過
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
国
家
的
な
介
入
を
行
う
必
要
は
な
い
。

少
年
犯
罪
の
原
因
を
「
教
育
の
欠
如
」
に
見
、
「
教
育
」
を
理
由
に
少
年
に
積
極
的
に
介
入
す
る
こ
と
は
、
「
誤
っ
た
教
育
思
想
」
を
導

97 
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く
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
犯
罪
学
的
知
見
と
矛
盾
す
る
。

九大法学76号

現
実
の
実
務
に
目
を
向
け
た
犯
罪
学
的
実
証
研
究
は
、
成
人
よ
り
も
少
年
の
方
が
、
未
決
勾
留
や
少
年
拘
禁
、
そ
し
て
少
年
刑
と
い

っ
た
自
由
剥
奪
処
分
を
頻
繁
に
科
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
無
条
件
の
手
続
打
切
り
を
適
用
さ
れ
る
割
合
が
少
な
い
こ
と
を
結
論
づ
け
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
上
の
少
年
犯
罪
像
と
も
相
候
っ
て
、
次
の
こ
と
が
帰
結
さ
れ
る
に
至
る
。
国
家
的
な
介
入
が
必
要
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
「
教
育
」
を
名
目
と
し
て
自
由
剥
奪
処
分
が
賦
課
さ
れ
、
自
由
剥
奪
処
分
の
期
間
が
長
期
化
さ
れ
て
し
ま
う
。
「
教
育
の
必
要
性
」

と
い
う
概
念
に
よ
り
「
量
刑
の
ボ
ー
ナ
ス
」
が
正
当
化
さ
れ
、
劣
悪
な
社
会
環
境
か
ら
の
「
道
の
遮
断
に
よ
る
教
育
」
と
し
て
未
決
勾

留
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。
少
年
刑
法
に
お
い
て
「
教
育
」
を
い
う
こ
と
は
、
成
人
に
対
し
て
若
年
者
を
冷
遇
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
教

育
的
理
由
か
ら
の
訓
り
増
し
」
や
「
教
育
の
た
め
の
制
裁
エ
ス
カ
レ

l
シ
ョ
ン
」
は
、
比
例
性
原
則
や
責
任
原
則
に
違
反
す
る
。

ま
た
、
少
年
刑
法
上
の
自
由
剥
奪
処
分
、
少
年
刑
事
手
続
の
害
悪
性
と
い
う
知
見
と
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
背
景
と
な

っ
た
現
実
的
な
再
犯
率
の
高
さ
を
根
拠
と
し
て
、
そ
も
そ
も
少
年
司
法
に
携
わ
る
諸
機
関
は
「
教
育
」
の
担
い
手
と
し
て
不
適
切
で
あ

る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
運
用
の
問
題
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な
制
度
も
「
教
育
思
想
」
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
そ
の
問
題
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
少
年
刑
の
短
期
が
成
人
よ
り
も
長
い
こ
と
（
少
年
裁
判
所
法
第
一
八
条
）
、
教
育
上
不
利
益
が
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
事
項
に

つ
い
て
審
理
す
る
際
に
、
少
年
を
審
判
廷
か
ら
退
席
さ
せ
る
こ
と
（
少
年
裁
判
所
法
第
五
一
条
第
一
項
）
、
教
育
上
の
理
由
に
基
づ
き
未
決

勾
留
の
算
入
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
少
年
裁
判
所
法
第
五
二
条

a
第
一
項
）
、
教
育
上
不
利
益
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、

判
決
理
由
を
告
知
し
な
い
こ
と
（
少
年
裁
判
所
法
第
五
四
条
第
二
項
）
、
成
人
制
度
に
比
し
て
上
訴
の
可
能
性
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
少

年
裁
判
所
法
第
五
五
条
）
、
少
年
に
は
未
決
勾
留
の
際
に
作
業
義
務
が
存
す
る
こ
と
（
未
決
勾
留
執
行
令
第
八
O
条
第
二
項
）
、
少
年
裁
判
所

法
第
四
五
条
、
第
四
七
条
に
よ
る
手
続
打
切
り
に
教
育
登
録
簿
へ
の
登
録
効
果
が
あ
る
こ
と
（
連
邦
中
央
登
録
簿
法
第
六
O
条
第
一
項
第
七



号
）
な
ど
で
あ
る
。

あ
る
意
味
で
は
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
基
本
と
な
る
考
え
は
、
「
教
育
思
想
」
を
捉
え
直
す
契
機
を
す
で
に
準
備

し
て
い
た
と
も
い
え
る
。
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
は
、
ま
さ
に
刑
法
的
介
入
、
特
に
自
由
剥
奪
に
よ
り
少
年
の
成
長
に
悪
影
響

が
及
ぽ
さ
れ
、
少
年
犯
罪
の
根
底
に
あ
る
矛
盾
が
増
幅
さ
れ
る
と
い
う
知
見
を
推
進
力
と
し
た
点
に
お
い
て
、
「
自
由
剥
奪
に
よ
る
教

育
」
、
「
刑
問
に
よ
る
教
育
」
を
否
定
す
る
論
理
を
内
包
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、

少年手続における「教育思想jと「法治国家原則j

一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
「
教
育
思
想
」
の
捉
え
直
し
や
そ
の
批
判
に
よ
り
大
き
な
契
機
を
与
え
た
の
は
、
「
実
務
に
よ
る

少
年
刑
法
改
革
」
の
現
実
的
な
あ
り
方
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
で
は
、
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
が
展
開
を
見
せ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

少
年
拘
禁
や
少
年
刑
を
科
さ
れ
る
率
が
依
然
と
し
て
低
下
し
て
お
ら
ず
、
比
較
的
重
い
犯
罪
行
為
の
場
合
に
は
「
教
育
」
と
関
連
づ
け

て
自
由
剥
奪
処
分
が
科
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
の
点
に
お
け
る
改
革
の
不
十
分
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
当
－

z
a
R
は、

「
教
育
思
想
」
と
の
関
連
に
お
い
て
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
基
本
的
な
方
向
性
は
正
当
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
は

い
ま
だ
不
徹
底
な
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
の
主
因
を
実
務
に
見
ら
れ
る
「
教
育
思
想
の
誤
用
」
に
求
め
て
い
る
。
巧
・
国
巴
尽
は
次
の
よ

う
に
い
う
。
総
じ
て
見
れ
ば
、
教
育
思
想
は
少
年
非
行
に
対
す
る
相
当
な
寛
容
を
導
き
、
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
戦
略
か
ら
察
す
れ
ば
、

社
会
的
制
裁
の
方
向
へ
の
少
な
か
ら
ぬ
転
換
も
導
い
た
。
こ
の
一

O
年
に
行
わ
れ
た
「
下
か
ら
の
刑
事
政
策
」
は
教
育
思
想
な
し
で
は

不
可
能
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
年
刑
法
上
の
制
裁
実
務
に
よ
る
教
育
思
想
の
「
優
先
」
の
転
換
は
、
犯
罪
態
様
や
行
為
の
重

99 

大
性
と
い
う
観
点
に
方
向
付
け
ら
れ
た
制
裁
実
務
と
の
関
連
に
お
い
て
、
少
年
や
少
年
刑
法
に
よ
り
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
る
青
年
が
、

部
分
的
に
成
人
よ
り
も
劣
悪
な
地
位
に
置
か
れ
る
と
い
う
こ
と
を
導
い
た
、
と
。
他
方
で
は
、
改
革
動
向
の
核
と
な
っ
た
ダ
イ
ヴ
ァ

l

ジ
ョ
ン
や
社
会
内
処
分
の
拡
大
を
捉
え
て
、
刑
法
的
統
制
の
拡
大
が
指
摘
さ
れ
る
。
国
o
z
Z
ユ
O
ω
Z
E
oえ
は
、
法
治
国
家
的
観
点
か

ら
、
次
の
よ
う
に
し
て
、
こ
の
動
向
の
基
本
的
な
方
向
性
を
も
問
題
と
す
お
。
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
と
「
新
し
い
社
会
内
処
分
」
と
に
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よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
改
革
動
向
は
一
般
に
「
教
育
思
想
の
優
位
」
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
手
続
法
へ
の
逃
避
」
と

「
制
裁
法
へ
の
逃
避
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
逃
避
運
動
に
よ
り
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
ダ
イ
ヴ
ァ
！
ジ
ョ
ン
の
適
用
は
、
平
等
原
則
に
抵
触

す
る
ほ
ど
に
不
平
等
で
あ
り
、
手
続
の
軟
化
を
も
招
く
。
「
新
し
い
社
会
内
処
分
」
に
は
、
指
示
違
反
や
遵
守
事
項
不
履
行
の
際
に
は
少

年
拘
禁
を
科
す
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
不
服
従
拘
禁
」
が
背
後
に
控
え
て
い
る
。
法
治
国
家
性
の
再
考
に
こ
そ
、
少
年
刑
法
の
未
来
が
あ

る
、
と
。
こ
こ
で
は
、
「
援
助
的
」
措
置
が
最
終
的
に
は
自
由
剥
奪
と
い
う
刑
法
的
手
段
に
よ
り
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
さ

れ
、
現
実
と
し
て
少
年
「
刑
法
」
の
制
度
枠
組
の
な
か
に
あ
る
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
動
き
に
、
刑
法
的
統
制
の
拡
大
が

見
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

九大法学76号

一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
「
教
育
思
想
」
論
は
、
実
際
的
な
実
務
の
あ
り
方
を
背
景
と
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
も
う

ひ
と
つ
の
背
景
を
加
え
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
一
九
八

0
年
代
に
進
め
ら
れ
た
少
年
裁
判
所
法
改
正
作
業
に
お
け
る

議
論
の
あ
り
方
で
あ
る
。
一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
一
連
の
少
年
裁
判
所
法
改
正
草
案
は
、
そ
の
目
的
を
「
教
育
思
想
の
強
化
」
に
設

－卯｝

｛
屯
す
る
一
方
で
、
実
務
上
有
効
性
を
も
ち
え
た
施
策
を
立
法
的
に
汲
み
上
げ
る
形
態
を
と
っ
た
が
、
そ
う
し
た
上
で
も
重
要
な
論
点
に

つ
い
て
不
十
分
で
消
極
的
な
態
度
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
一
九
九

O
年
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
に
お
い
て
も
、
少
年

刑
の
賦
課
要
件
と
し
て
の
「
有
害
な
性
向
」
が
保
持
さ
れ
、
少
年
拘
禁
の
全
面
削
除
が
避
け
ら
れ
、
一
四
歳
、
一
五
歳
の
少
年
に
対
す

る
未
決
勾
留
の
全
面
的
禁
止
が
回
避
さ
れ
た
。
少
年
刑
の
賦
課
要
件
と
し
て
の
「
有
害
な
性
向
」
や
少
年
拘
禁
は
ナ
チ
ス
期
の
命
令
や

立
法
に
起
源
を
も
ち
な
が
ら
、
一
九
五
三
年
法
に
も
継
承
さ
れ
た
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
制
度
に
対
す
る
批
判
が
長
期
に
渡
り
く
り

返
さ
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
十
分
な
立
法
的
措
置
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
は
、
「
教
育
思
想
」
の
歴
史
的
意
義
を
も
問
い
庇
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
も
再
ぴ
、
一
九
五
三
年
少
年
裁
判
所
法
の
歴
史
的
位
置
づ
け
、
特
に
一
九
四
三
年
法
と
の
連
続
性
が
問
題

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

』
の
よ
、
フ
に



司・・〉－

E
可
R
Z
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
封
。
現
実
と
し
て
少
年
刑
法
も
「
刑
法
」
で
あ
る
。
少
年
刑
法
は
、
成
人
制
度
と
効
果
が

異
な
る
だ
け
で
あ
り
、
「
刑
法
」
と
い
う
制
度
的
枠
組
に
変
わ
り
は
な
い
。
「
教
育
」
と
い
う
白
紙
委
任
的
な
概
念
を
用
い
る
点
で
、

九
四
三
年
法
は
一
九
五
三
年
法
の
枠
組
に
お
い
て
本
質
的
に
継
承
さ
れ
た
。
現
行
少
年
裁
判
所
法
上
の
「
教
育
思
想
」
は
、
憲
法
上
疑

い
が
あ
る
ほ
ど
に
、
具
体
的
内
容
を
規
定
し
て
お
ら
ず
、
「
空
虚
で
聞
か
れ
た
概
念
」
の
ま
ま
で
あ
り
、
過
剰
な
刑
法
的
介
入
の
契
機
と

な
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
「
教
育
の
優
位
」
原
則
は
撤
回
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
「
教
育
」
を
説
く
こ
と
も
必
要
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
の

前
に
法
治
国
家
的
保
障
を
完
全
に
な
す
必
要
が
あ
り
、
刑
法
の
ウ
ル
テ
ィ
マ
・
ラ
テ
ィ
オ
性
、
責
任
原
則
と
比
例
性
原
則
の
再
確
認
が

少年手続における「教育思想Jと「法治国家原則J

必
要
で
あ
る
。
少
年
刑
法
上
の
処
分
は
、

せ
い
ぜ
い
将
米
の
犯
罪
行
為
の
危
険
性
を
阻
止
す
る
と
い
う
目
的
に
資
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

る
だ
け
で
あ
る
。

国－

O
E
g品
。
え
も
次
の
よ
う
に
述
べ
針
。
「
教
育
思
想
」
は
、
そ
れ
が
ナ
チ
ス
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
よ
う
に
、
歴

史
的
に
刑
制
拡
大
に
資
し
て
き
た
。
「
教
育
」
と
い
う
衣
服
の
中
に
全
く
別
の
決
定
因
子
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
強
制
手
段
を
用
い
た
処
分

に
よ
る
「
教
育
」
は
、
「
教
育
必
要
性
」
と
い
う
判
断
を
媒
介
と
し
て
、
峻
厳
な
処
分
を
導
き
、
「
刑
問
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
扉
を

聞
く
。
「
内
心
の
転
換
」
は
強
制
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
少
年
で
あ
っ
て
も
、
自
己
決
定
権
や
人
間
の
尊
厳
（
基

本
法
第
二
条
第
一
項
、
第
一
条
第
一
項
）
に
反
す
る
。
少
年
裁
判
所
法
の
法
律
目
的
は
、
若
年
者
が
さ
ら
に
犯
罪
行
為
に
及
ぷ
こ
と
の
予
防

を
目
的
と
し
た
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
「
側
別
予
防
（
品
目
。
宮
島
〈
E
S
S品
5
2
Zロ
）
」
に
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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一
九
八

0
年
代
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
あ
り
方
を
大
き
な
契
機
と
し
て
、
ま
た
一
九
八

0
年
代
に
お
け

る
一
連
の
少
年
裁
判
所
法
改
正
草
案
の
あ
り
方
を
背
景
と
し
て
、
「
教
育
思
想
」
は
、
「
法
治
国
家
原
則
」
と
の
関
係
に
お
い
て
そ
の
実

質
的
意
義
を
聞
い
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
的
な
実
務
の
あ
り
方
、
少
年
裁
判
所
法
改
正
論
議
の
あ
り
方
は
、
「
教
育
」
を
名
目

と
し
た
刑
法
的
介
入
へ
の
疑
念
を
強
め
、
「
教
育
思
想
」
に
よ
る
比
例
性
原
則
や
責
任
原
則
の
侵
害
と
い
う
図
式
下
で
の
、
「
法
治
国
家

こ
の
よ
う
に
、
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的
保
障
」
の
高
唱
を
導
い
た
の
で
あ
る
。
「
法
治
国
家
原
則
」
を
強
調
す
る
立
場
に
し
て
も
、
「
刑
法
的
」
過
介
入
や
「
成
人
に
対
す
る

少
年
の
冷
遇
」
を
問
題
と
す
る
点
に
批
判
の
焦
点
が
あ
る
こ
と
に
は
、
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
法
治
国
家
的

保
障
」
の
強
調
は
、
「
教
育
思
想
」
の
改
廃
と
い
う
結
論
に
お
い
て
、
時
と
し
て
、
そ
の
対
極
に
位
置
す
る
は
ず
の
少
年
刑
法
の
峻
厳
化

を
要
求
す
る
立
場
と
の
「
奇
妙
な
一
致
」
を
見
せ
る
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。

困
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
「
法
治
国
家
的
保
障
」
を
強
調
す
る
立
場
に
お
い
て
、
少
年
の
特
性
が
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
る
か
で

あ
ろ
う
。
最
も
本
質
的
な
問
題
は
、
「
法
治
国
家
的
保
障
」
と
い
う
概
念
に
よ
り
、
法
に
触
れ
た
少
年
に
必
要
な
措
置
を
担
保
で
き
る

か
、
に
あ
る
。

九大法学76号

同

Y
・〉・と

v
z
n
Z
は
、
自
ら
が
説
く
法
治
国
家
的
保
障
の
必
要
性
は
、
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
、
少
年
刑
法
を
成
人
刑
法
と
同
化
さ

せ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
な
く
、
成
長
過
程
に
あ
る
少
年
や
背
年
に
は
、
規
範
的
に
特
別
な
地
位
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

主
張
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
「
規
範
的
に
特
別
な
地
位
」
と
は
何
か
。
同
・
〉
－

E
σ
z
n
Z
は
、
こ
の
よ
う
な
少
年
の
特
性
は
、
実
体
商

に
お
い
て
は
、
量
刑
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
と
す
る
に
と
ど
ま
る
。
少
年
刑
事
手
続
に
お
い
て
も
少
年
が
起
訴
さ
れ
た
事
実
が
証
明
さ

れ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
有
資
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
が
前
面
に
据
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
そ
う
だ
と
し
て
も
、
そ
れ

と
関
連
し
て
は
じ
め
て
、
教
育
的
な
考
慮
を
量
刑
に

l
そ
し
て
そ
こ
に
お
い
て
の
み
｜
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
。

－”｝
 

出・
0ω
窓
口
品
。
止
は
、
「
独
立
的
な
犯
罪
カ
タ
ロ
グ
の
創
出
」
を
提
唱
す
る
。
一
般
刑
法
と
共
通
す
る
少
年
刑
法
上
の
構
成
要
件
は
、
大

人
の
価
値
観
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
若
年
者
が
一
般
に
理
解
で
き
な
い
構
成
要
件
、
若
年
者
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
構
成

要
件
、
そ
し
て
若
年
者
に
不
必
要
な
構
成
要
件
が
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
若
年
者
の
た
め
に
構
成
要
件
を
制
限
的
に
解
釈
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
、
と
。

こ
れ
ら
の
見
解
は
、
「
法
治
国
家
原
則
」
に
よ
り
刑
法
的
統
制
の
縮
減
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
「
少
年
刑
法
」
の
枠
組
に



お
い
て
は
、
少
年
へ
の
ふ
さ
わ
し
さ
の
考
慮
も
あ
く
ま
で
そ
の
「
法
治
国
家
原
則
」
と
い
う
枠
の
中
で
行
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
問

題
は
、
刑
法
的
統
制
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
そ
こ
か
ら
何
が
帰
結
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
少
年
の
特
性
を
徹

底
的
に
比
例
性
原
則
や
責
任
原
則
に
還
元
す
る
と
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
積
極
的
比
例
主
義
、
積
極
的
責
任
主
義
が
内
蔵
す
る
論
理
を
免

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
徹
底
し
た
刑
法
概
念
へ
の
還
元
に
よ
っ
て
は
、
少
年
の
場
合
に
必
．
要
な
柔
軟
性
が
保
障
さ
れ
ず
、
逆
に
一
般

刑
法
に
お
い
て
も
現
れ
て
い
る
硬
直
し
た
地
位
を
永
続
的
に
承
認
す
る
だ
け
の
こ
と
に
な
る
と
の
ロ
E
Y
R

－ps
q
が
指
摘
し
た
よ
う

に
、
む
し
ろ
安
易
な
刑
法
概
念
へ
の
還
元
や
平
行
移
動
は
、
成
人
制
度
の
矛
盾
を
も
容
易
に
取
り
込
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、

少年手続における「教育忠，也Jと「法治国家原則j

同

Y
・
〉
・
〉
号
店
。
宮
の
い
う
よ
う
に
「
将
来
の
犯
罪
行
為
の
危
険
性
を
阻
止
す
る
」
こ
と
に
少
年
司
法
の
目
的
を
据
え
た
と
し
て
も
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
そ
の
よ
う
に
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
、
「
法
治
国
家
原
則
」
は
指
針
と
な
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
「
法
治
国
家
原
則
」
の
意
義
を
認
め
な
が
ら
も
、
「
教
育
思
想
」
を
実
質
的
に
捉
え
班
す
さ
－

z
a
R
の
試
み
は
、

少
年
司
法
制
度
の
原
点
を
確
認
す
る
上
で
も
、
「
少
年
刑
法
」
の
変
化
を
知
る
上
で
も
、
示
唆
に
富
む
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
巧
・
出
忠
良

は
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
一
九
二
三
年
か
ら
の
少
年
刑
法
の
歴
史
の
な
か
で
立
法
や
実
務
に
お
け
る
「
教
育
思
想
」
の
機
能
を
見

た
場
合
、
「
特
別
予
防
的
に
方
向
付
け
ら
れ
た
制
裁
合
理
化
機
能
」
と
「
行
為
応
報
的
な
刑
罰
の
制
限
機
能
」
が
あ
る
。
確
か
に
「
制
裁

合
理
化
機
能
」
は
制
限
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
自
由
剥
奪
処
分
を
正
当
化
す
る
「
誤
っ
た
教
育
思
想
」
の
使
用
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
少
年
裁
判
所
法
上
の
「
教
育
」
の
目
的
は
、
さ
ら
な
る
犯
罪
行
為
を
避
け
る
能
力
を
少
年
に
仲
介
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
、

特
別
予
防
が
青
天
井
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
比
例
性
原
則
で
の
限
定
も
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
教
育
思
想
」
の
核
心
的
意
義
は
、
「
刑

罰
制
限
機
能
」
に
あ
る
。
「
教
育
思
想
」
を
少
年
刑
法
の
「
支
柱
」
と
し
て
残
し
て
の
み
、
応
報
刑
の
克
服
、
責
任
応
報
思
想
を
克
服
す

る
こ
と
が
で
き
、
援
助
的
・
支
援
的
・
機
会
改
善
的
・
社
会
統
合
的
な
対
応
可
能
性
を
少
年
に
準
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
教
育
思
想
」

の
「
制
裁
制
限
的
機
能
」
か
ら
導
か
れ
た
「
刑
罰
お
よ
び
刑
事
手
統
の
補
充
性
」
原
則
は
、
教
育
的
な
対
応
を
合
理
化
す
る
教
育
思
想

103 
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と
の
関
連
に
お
い
て
、
意
味
を
も
っ
。
「
教
育
思
想
」
の
変
革
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
比
例
性
原
則
に
よ
る
枠
内
で
援
助
的
・
支
援

的
・
機
会
改
善
的
処
分
を
確
立
す
る
、
教
育
思
想
の
社
会
国
家
的
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
に
、
そ
の
変
革
目
的
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
法
治
国
家
原
則
」
か
ら
は
、
援
助
的
・
支
援
的
・
機
会
改
善
的
措
置
は
裏
付
け
ら
れ
え
な
い
、
と
。

こ
こ
で
は
、
国
家
的
な
刑
罰
を
制
限
す
る
と
い
う
法
治
国
家
原
則
と
パ
ラ
レ
ル
な
側
面
に
、
「
教
育
思
想
」
の
核
心
的
な
意
義
が
求
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
側
面
も
援
助
的
対
応
と
の
関
連
に
お
い
て
意
味
を
も
っ
と
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
教
育

思
想
」
か
ら
少
年
へ
の
援
助
や
支
援
と
い
っ
た
要
素
が
抽
出
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
要
素
は
「
法
治
国
家
原
則
」
に
は
還
元
し
え
な
い
と

主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
強
制
的
な
「
教
育
」
で
は
な
く
、
少
年
へ
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
、
強
制
的
な
自
由
剥
奪
処

分
を
制
度
的
な
骨
子
と
す
る
「
少
年
刑
法
」
の
捉
え
方
の
実
質
的
変
容
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
、
少
年
へ
の

援
助
と
い
う
要
素
は
自
由
主
義
的
な
「
法
治
国
家
原
則
」
に
還
元
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
正
鵠
を
得
た
指
摘
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
成
長
過
程
に
あ
る
少
年
が
固
有
に
も
つ
、
成
人
と
同
一
の
自
由
主
義
的
な
「
法
治
国
家
原
則
」
に

汲
み
取
り
き
れ
な
い
要
素
を
少
年
が
冷
遇
さ
れ
る
原
因
と
目
し
、
切
り
捨
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
制
度
的
な
少
年
へ
の
ふ
さ
わ
し
さ
は
担

保
で
き
ず
、
窮
極
的
に
は
少
年
制
度
は
成
人
制
度
と
同
一
の
も
の
に
至
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
同
時

に
、
少
年
制
度
が
成
人
制
度
に
お
け
る
矛
盾
を
も
取
り
込
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
少
年
を
社
会
的
に
困
難
な
状
況
か

ら
解
放
す
る
の
に
必
要
な
援
助
的
要
素
を
切
り
捨
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
年
犯
罪
を
め
ぐ
る
矛
盾
の
増
幅
循
環
を
断
ち
切
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
社
会
国
家
的
思
想
に
根
を
も
つ
べ
き
、
少
年
が
抱
え
る
問
題
解
決
に
ふ
さ
わ
し
い
「
援
助
」
も
、
恋
意
的
な
援

助
、
押
し
つ
け
に
よ
る
援
助
を
排
す
た
め
、
少
年
の
自
由
権
的
な
権
利
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
「
法
治
国
家
原
則
」

と
い
っ
た
自
由
主
義
的
概
念
の
み
で
は
少
年
へ
の
ふ
さ
わ
し
さ
を
担
保
で
き
ず
、
少
年
自
身
に
よ
る
問
題
克
服
へ
の
援
助
や
支
援
と
い

五．



う
要
素
を
導
出
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
節

少
年
刑
事
手
続
に
お
け
る
「
教
育
」
と
「
法
治
国
家
原
則
」

少年子続における「教育思想j と「法？fill~京阪tllJJ

「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
は
、
少
年
手
続
の
構
造
を
正
面
か
ら
問
題
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
動
向
の

核
と
な
っ
た
手
続
打
切
り
、
ダ
イ
ヴ
ァ

i
ジ
ョ
ン
の
展
開
に
伴
い
、
手
続
的
側
而
に
お
い
て
も
「
教
育
思
想
」
と
「
法
治
国
家
原
則
」

と
の
関
係
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
一
方
で
は
、
「
法
治
国
家
原
則
」
を
強
調
す
る
立
場
に
は
、
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ

Am｝ 

ン
の
展
開
が
手
続
の
軟
化
と
し
て
映
じ
た
か
ら
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
議
論
自
体

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
少
年
の
主
体
的
な
手
続
関
与
と
い
っ
た
手
続
の
あ
り
方
、
手
続
の
質
を
も
問
題
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

－m山｝

「
ダ
イ
ヴ
ア
｜
ジ
ョ
ン
は
間
接
的
に
全
て
の
刑
法
上
の
手
続
を
問
題
に
す
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
子
統
打
切
り
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

手
続
過
程
自
体
の
害
悪
性
と
い
う
観
点
の
み
な
ら
ず
、
少
年
手
続
の
あ
り
方
と
い
う
視
座
か
ら
も
、
定
式
的
な
「
少
年
刑
事
手
続
」
を

照
射
し
た
の
あ
る
。

し
か
し
、
手
続
打
切
り
の
議
論
が
、
手
続
の
あ
り
方
自
体
を
も
問
題
と
し
、
ま
た
、
手
続
の
軟
化
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
た
と
す
れ

ば
、
逆
に
、
定
式
的
な
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
あ
り
方
と
そ
の
意
義
が
、
必
然
的
に
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
少
年
を
対
象
と
し
た
子

続
は
、

ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
定
式
的
な
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
意
義
が
「
法
治
国
家
的
保
障
」
に
あ

る
と
し
て
、
少
年
の
特
性
は
、

そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
反
映
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
か
。
ま
ず
、
少
年
手
続
は
い
か
に
あ
る
べ
き
も
の

と
さ
れ
た
の
か
、
成
人
手
続
と
は
異
な
り
少
年
手
続
で
は
ど
の
よ
う
な
考
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
を
検
討
し
よ
う
。
そ
の
上
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で
、
少
年
に
対
す
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。
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少
年
手
続
は
い
か
に
あ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
か
。
ま
ず
、
「
法
治
国
家
的
保
障
」
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
「
教
育
思
想
」
批
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判
を
行
う
国
・
0
2
0足
。
え
が
提
唱
す
る
、
「
協
働
的
制
裁
（
島
町
｝
向
。
。
唱
。

s
z
s
ω
B
E
g
－02ロ
聞
こ
に
者
目
し
よ
う
。
戸
O
位
。
足
。
止

は
、
少
年
が
成
長
段
階
に
あ
る
こ
と
や
そ
の
未
成
熟
性
、
少
年
が
わ
ず
か
な
行
為
能
力
し
か
も
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
成
人
と

と
述
べ
た
上
で
、
「
法
治
国
家
性
の
再
考
」
や
「
自
立
的
な
犯
罪
カ
タ

ロ
グ
の
創
出
」
と
な
ら
ん
で
「
協
働
的
制
裁
」
に
少
年
刑
法
の
未
来
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
で
は
「
協
働
的
制
裁
」
と
は
何
か
。

z・。
2
0足
。
え
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
協
働
的
制
裁
」
は
、
司
法
取
引
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
従
米
通
り
に

制
裁
は
、
命
じ
ら
れ
、
決
定
さ
れ
、
最
終
的
に
は
強
制
的
な
手
段
に
よ
り
執
行
さ
れ
る
。
し
か
し
、
謝
罪
や
損
害
回
復
、
援
護
指
示
と

い
っ
た
制
裁
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
こ
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
最
悪
の
結
果
を
招
く
。
そ
れ
ゆ
え
事
前
の
聴
聞
や
対
話
が
全

面
的
に
勧
め
ら
れ
る
。
ま
た
そ
れ
を
超
え
て
、
特
に
自
由
剥
奪
制
裁
に
お
い
て
も
、
身
体
の
自
由
と
い
う
重
大
な
利
益
の
喪
失
に
閑
し
、

通
常
は
ま
っ
た
く
余
分
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
同
意
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
態
度
や
振
る
舞
い
を
変
化

比
べ
て
よ
り
強
め
ら
れ
た
法
治
国
家
的
な
保
護
を
必
．
袈
と
す
る
、

さ
せ
る
前
提
と
し
て
の
制
裁
を
被
告
人
が
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
被
告
人
か
ら
客
体
の
役
割
を
剥
が
し
取
り
、
被
告

人
を
制
裁
に
関
与
す
る
主
体
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
協
働
的
制
裁
は
、
必
要
あ
る
場
合
に

は
、
制
裁
執
行
を
放
棄
す
る
こ
と
を
も
帰
結
す
る
。
正
し
く
理
解
さ
れ
た
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
は
、
刑
事
手
続
の
放
棄
や
刑
問
の
放
棄

を
意
味
す
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
遵
法
行
為
へ
の
「
信
頼
の
前
貸
し
」
を
も
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
信
頼
の
前
貸
し
」
に
対
応

す
る
態
度
は
、
強
制
に
よ
っ
て
は
達
成
困
難
で
あ
る
、
と
。

こ
の
よ
う
に
出
・
0
2
8
e広
は
、
少
年
や
青
年
の
意
見
を
聴
く
こ
と
や
彼
ら
と
の
対
話
、
処
分
に
対
す
る
若
年
者
の
同
意
を
中
心
と

し
て
、
若
年
者
自
身
が
納
得
し
う
る
手
続
の
必
要
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
内
心
の
転
換
」
を
強
制
す
る
と
い
う
意
味
で
の

「
教
育
」
が
否
定
さ
れ
た
上
で
、
若
年
者
自
身
の
主
体
的
な
手
続
参
加
と
そ
れ
を
通
し
た
納
得
に
よ
っ
て
の
み
、
態
度
の
変
化
の
前
提



と
し
て
の
処
分
が
受
け
容
れ
ら
れ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

少年手続における「教育忠忽jと「法治l司家原則j

こ
の
よ
う
な
「
協
働
的
制
裁
」
は
、
「
法
治
国
家
的
保
障
」
の
核
心
を
抽
出
す
る
試
み
で
あ
る
と
同
時
に
、
白
色
r
o
Eロ
聞
が
指
摘
し

｛防－

た
よ
う
に
、
「
教
育
思
想
」
を
実
質
化
す
る
試
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
年
自
身
の
主
体
的
な
手
続
参

加
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
納
得
性
の
担
保
、
大
人
で
あ
る
他
の
手
続
関
与
者
に
よ
る
少
年
に
対
す
る
信
頼
と
い
っ
た
要
素
自
体
が
、
特

に
少
年
手
続
に
と
っ
て
必
須
の
要
素
で
あ
る
こ
と
は
、
多
言
を
要
し
な
い
。
少
年
の
主
体
性
と
納
得
性
は
、
「
法
治
国
家
的
保
障
」
の
核

心
と
な
り
、
「
教
育
」
の
前
提
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
要
素
は
、
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
に
必
要
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
十
分
な
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

も
そ
も
成
長
過
程
に
あ
る
少
年
が
主
体
的
に
手
続
に
参
加
し
う
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
援
助
が
前
提
と
し
て
必
要
と

な
る
。
そ
し
て
ま
た
、
少
年
手
続
に
お
い
て
は
、
成
人
と
は
異
な
る
少
年
に
悶
有
の
属
性
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ

る
国

2
2
5
0
z
s
gコ
は
、
少
年
刑
法
と
一
般
刑
法
と
の
境
界
を
画
す
「
教
育
思
想
」
を
保
持
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
少
年

手
続
に
お
い
て
は
、
少
年
に
固
有
の
属
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
「
捜
査
手
続
や
審
判
手
続
、
そ
し
て
制
裁
の
執

行
に
お
い
て
は
、
少
年
の
未
成
熟
性
や
少
年
の
頼
り
な
き
、
焔
印
押
し
の
回
避
、
不
安
の
除
去
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
か
か

わ
り
、
個
性
の
援
護
や
成
長
発
達
の
援
護
（
旬
。
『
怠
ロ
ロ
の
E
r
o
s－

E
品
開
王
者
庄
内
－

z括
協
の
F
E
N
）
と
い
う
事
柄
を
考
慮
す
る
と
い
う
、
教
育

的
な
判
断
標
識
を
教
育
思
想
は
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
公
正
な
手
続
と
い
う
法
治
国
家
的
保
障
か
ら
出
て
く
る
だ

A

陥｝

け
で
な
く
、
加
え
て
、
時
折
、
そ
れ
と
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
る
」
。

こ
こ
で
は
、
少
年
の
未
成
熟
性
や
少
年
の
頼
り
な
き
、
絡
印
押
し
の
回
避
、
不
安
の
除
去
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
か
か
わ
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り
、
個
性
の
援
護
や
成
長
発
達
の
援
護
と
い
う
事
柄
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
「
公
正
な
手
続
」
か
ら
も
要
請
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
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に
、
時
に
、
「
公
正
な
手
続
」
と
い
う
「
法
治
国
家
的
保
障
」
と
衝
突
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
実
質
的
に
ど
の
よ
う
な
場

合
に
、
少
年
手
続
に
必
要
な
要
素
が
「
公
正
な
手
続
と
い
う
法
治
国
家
的
保
障
」
と
衝
突
す
る
の
か
は
、
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
が
、
成
長
過
程
に
あ
る
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
少
年
の
不
安
を
除

九大法学76号

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
か
か
わ
り
、

そ
し
て
少
年
の
個
性
を
援
護
し
、
そ
の
成
長
発
達
の
援
護
を
も
考
慮
し

去
す
る
こ
と
や
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、

明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

成
長
過
程
に
あ
る
少
年
を
対
象
と
す
る
手
続
に
お
い
て
、
そ
の
例
性
を
援
護
す
る
こ
と
や
成
長
発
述
を
援
護
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る

こ
と
は
、
成
人
と
同
様
の
「
法
治
国
家
的
保
障
」
と
い
う
概
念
で
は
捉
え
切
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る
要
素
を
合
む
。
そ

れ
に
加
え
て
、
手
続
に
乗
る
こ
と
が
少
年
に
と
っ
て
非
日
常
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
こ
と
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
少
年
が

社
会
的
に
困
難
な
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
少
年
の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
も
少
年
手
続
に
必
須
の

要
素
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
手
続
遂
行
の
不
可
欠
の
前
提
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
少
年
手
続
に
必
要
な
要
素
は
、

成
人
に
と
っ
て
の
「
公
正
な
手
続
」
か
ら
要
請
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
れ
と
衝
突
す
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
「
公
正
な

手
続
」
の
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
修
正
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
少
年
を
対
象
と
す
る
手
続
は
、
少
年
自

身
が
主
体
的
に
手
続
に
参
加
し
え
、
そ
の
納
得
性
を
担
保
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
何
よ
り
、
そ
れ
は
、
成
長
過

程
に
あ
る
少
年
の
存
在
そ
の
も
の
を
考
慮
し
た
、
そ
の
個
性
を
援
護
し
成
長
発
達
を
援
護
す
る
こ
と
を
も
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
少
年
自
身
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
逆
に
そ
う
し
て
こ
そ
、
少
年
の
主
体
的
な
手
続
参
加
を

担
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
「
公
正
な
手
続
」
に
し
て
も
成
人
と
同
じ
も
の
で
は
あ
り
え
ず
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
「
公
正

な
手
続
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
少
年
に
対
す
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
は
い
か
に
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
少
年
の
特
性
は
、
「
法
治
国
家
的
保
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障
」
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
る
の
か
。
「
法
治
国
家
的
保
障
」
は
、
成
人
の
場
合
と
同
様
に
行
わ
れ
れ
ば
足
り
る
の
だ
ろ
う
か
。

4
M
v
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V
円
め
の
宮
は
、
少
年
の
特
性
を
指
摘
し
た
上
で
、
「
法
治
凶
山
本
的
保
陣
」
と
の
関
係
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
若
年
者

が
行
為
能
力
に
乏
し
い
と
い
う
こ
と
は
、
刑
事
手
続
を
意
の
ま
ま
に
で
き
ず
、
当
局
に
抵
抗
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
少
年
は
自

ら
が
有
す
る
権
利
を
そ
れ
ほ
ど
知
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
進
ん
で
供
述
し
、
自
白
す
る
。
少
年
は
そ
れ
に
よ
り
当
局
の
収

証
を
軽
減
し
、
罪
を
認
め
さ
せ
ら
れ
、
処
罰
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
少
年
に
対
し
少
年
刑
事
手
続
に
お
け
る
手
続
的
防
禦
権
を
強
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
帰
結
さ
れ
る
。
求
め
ら
れ
る
の
は
、
手
続
の
軟
化
で
は
な
く
、
フ
ェ
ア
・
ト
ラ
イ
ア
ル
の
以

則
に
沿
い
、
憲
法
に
適
合
す
る
公
正
な
手
続
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
少
年
刑
法
の
最
も
良
き
教
育
的
効
果
は
、
少
年
や
青
年
が
｜
成
人
以

上
に
／
｜
公
正
な
手
続
が
も
っ
法
治
国
家
性
の
意
味
や
怠
義
を
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
じ
る
だ
ろ
う
、
と
。

こ
こ
で
は
、
手
続
的
防
禦
権
を
備
え
た
「
公
正
な
手
続
」
の
保
師
、
し
か
も
成
人
以
上
の
法
治
国
家
的
保
陣
こ
そ
が
少
年
の
教
育
に

資
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
成
人
に
対
す
る
の
と
同
じ
「
公
正
な
手
続
」
に
お
い
て
「
成
人
以
上
に
」
法
治
凶
家
的
保

障
を
な
す
方
法
、
少
年
の
特
性
が
「
公
正
な
手
続
」
や
「
法
治
同
家
的
保
障
」
に
与
え
る
影
響
は
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
「
成
人
以
上
に
」
法
治
国
家
的
保
障
を
な
す
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
公
正
な
教
育
的
刑
事
手
続

E
S
E－5
口
開
足
芯
吉
ロ
阿
部
門
『
え
〈
q
p
y「
g
）
」
と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
者
一
－

E
a
∞
♀
昇
。
の
見
解

｛剛－

に
目
を
向
け
よ
う
。
者
旬
。
円
安
め
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
公
正
な
教
育
的
刑
事
手
続
」
と
い
う
指
導
的
ト
ポ
ス
は
、
刑
事
訴
追
機
関

や
少
年
刑
事
司
法
機
関
を
単
に
法
律
を
遵
守
し
た
行
為
へ
と
仕
向
け
る
だ
け
で
な
く
、
心
を
配
る
こ
と
や
自
由
主
義
的
で
人
道
的
に
振

る
舞
う
こ
と
へ
と
仕
向
け
る
。
公
正
な
手
続
は
、
実
効
性
の
あ
る
防
禦
権
と
参
加
権
（
伊
豆

εgmωznzg）
を
も
っ
た
手
続
主
体
と

し
て
、
少
年
を
受
け
入
れ
る
。
す
べ
て
の
国
家
側
の
手
続
関
与
者
は
、
こ
の
よ
う
な
権
利
に
特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
国
家
側

そ
の
権
利
行
使
の
た
め
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
国
家
か
ら
独
立
し
た
専
門
的
な
法
律
家
に
よ
る
援
助
を
準
備
し
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の
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続
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与
者
は
、



110 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ
に
「
公
正
な
」
少
年
刑
事
手
続
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
無
罪
推
定
原
則
や
自
己
負
罪
拒
否
特
権
と
い
っ
た

保
障
原
則
が
、
形
式
的
に
保
障
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
貫
し
た
公
正
な
配
慮
を
も
っ
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、

例
え
ば
「
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
C
ロ問。

E
m
m
g
gこ
、
す
な
わ
ち
少
年
の
理
解
力
に
適
合
し
、
そ
れ
ゆ
え
特
に
心
を
配
っ
た
、
法
律
の
専

門
用
語
を
用
い
な
い
教
示
に
よ
っ
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
黙
秘
権
あ
る
い
は
防
禦
権
へ
の
権
威
主
義
的
な
教
育
的
介
入
を

許
す
よ
う
な
、
社
会
化
に
対
す
る
基
本
権
（
基
本
法
第
二
条
第
一
項
）
の
誤
っ
た
「
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
」
解
釈
に
よ
っ
て
、
公
正
な
少

年
刑
事
手
続
を
歪
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

こ
こ
で
警
告
さ
れ
る
よ
う
な
、
少
年
の
視
点
を
も
た
な
い
権
威
主
義
的
な
介
入
が
、
少
年
に
と
っ
て
の
「
教
育
」
と
も
な
り
え
な
い

こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
。
そ
の
上
で
ま
ず
、
注
目
し
た
い
の
は
、
「
公
正
な
教
育
的
刑
事
手
続
」
に
お
い
て
は
、
少
年
が
主

体
と
し
て
実
効
性
の
あ
る
防
禦
権
と
参
加
権
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め
に
国
家
側
の
手
続
関
与
者
は
こ
の
よ
う
な
権
利

行
使
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
少
年
の
防
禦
権
と
参
加
権
と
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
に
実
効
性
を
も
た
せ
る
た
め
に
、
少
年
の
特
性
に
特
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
弁
護
人
に
よ
る
専
門
的
な

援
助
を
も
準
備
す
る
義
務
が
国
家
に
は
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
「
公
正
な
」
教
育
的
刑
事
手
続
に
お
い
て
は
、

一
般
に
「
法
治
国
家
原
則
」
に
属
す
る
と
さ
れ
る
事
柄
が
形
式
的
に
保
障
さ
れ
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
ま
さ
に
「
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
」

保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
法
治
国
家
原
則
」
が
形
式
的
に
の
み
保
障
さ
れ
る
だ
け
で
は
足
り

ず
、
「
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
」
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
公
正
な
」
手
続
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
が
、
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
少
年
を
対
象
に
し
た
手
続
に
お
け
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
は
、
形
式
的
な
も
の
で
は
足
り
ず
、
そ
の

実
質
化
が
な
け
れ
ば
、
「
公
正
な
手
続
」
た
り
え
な
い
。
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
が
「
公
正
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
成
長
過
程
に
あ
る

少
年
の
特
性
を
実
質
的
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
「
公
正
な
手
続
」
は
、
当

九大法学76号



然
に
成
人
と
同
様
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
少
年
に
自
由
権
的
権
利
を
実
質
的
に
保
陳
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
成
人
と
同
じ

人
権
概
念
に
は
還
元
で
き
な
い
、
成
長
発
達
の
過
程
に
あ
る
少
年
が
国
有
に
も
つ
属
性
を
必
然
的
に
考
慮
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
へ
の

配
慮
が
欠
け
る
場
合
に
は
、
そ
も
そ
も
手
続
自
体
が
「
公
正
」
な
も
の
と
は
、
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
文
脈
で
、
少
年
を
対
象

と
す
る
「
公
正
な
手
続
」
は
、
成
長
過
程
に
あ
る
少
年
の
特
性
を
ふ
ま
え
た
実
質
的
な
防
禦
権
保
障
の
た
め
の
国
家
的
な
配
慮
義
務
を

前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。

少年手続における「教育思想Jと「法治国家原則J

こ
こ
で
は
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
手
続
の
あ
り
方
と
法
治
国
家
的
保
障
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
と
さ
れ

た
の
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
は
、
成
長
過
程
に
あ
る
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
少
年
の
個
性
を
援
護
す
る
こ
と
や
成
長
発
途
を
援
護
す
る
こ
と
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
少
年
を
対
象
と
す
る
手
続
に
必
要
な
要
素
は
、
必
ず
し
も
自
由
主
義
的
な
「
法
治
国
家
原
則
」
と
い
う
概
念
で
は
汲
み
尽
く

せ
な
い
。
そ
し
て
第
二
に
、
少
年
に
対
す
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
は
、
成
人
な
み
の
も
の
で
は
足
り
ず
、
そ
れ
が
少
年
に
ふ
さ
わ
し

く
実
質
化
さ
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
手
続
自
体
が
「
公
正
」
な
も
の
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
年
に
ふ
さ
わ

し
い
自
由
権
保
障
の
実
質
化
は
、
自
由
主
義
的
概
念
に
必
ず
し
も
還
元
し
え
な
い
少
年
の
固
有
の
属
性
を
も
考
慮
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
の
意
味
で
、
少
年
を
対
象
と
し
た
「
公
正
な
手
続
」
は
、
成
人
と
同
じ
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。

四
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本
章
で
は
、
「
教
育
思
想
」
と
「
法
治
国
家
原
則
」
と
の
関
係
を
検
討
し
た
。
こ
こ
で
の
検
討
に
よ
り
、
ふ
た
つ
の
事
柄
が
確
認

で
き
た
と
考
え
る
。
ひ
と
つ
は
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
展
開
や
少
年
裁
判
所
法
改
正
作
業
の
進
展
を
背
景
と
し
て
、
そ
し

て
ま
た
歴
史
認
識
の
試
金
石
と
し
て
の
性
格
を
も
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
少
年
司
法
を
め
ぐ
り
、
「
教
育
思
想
」
、
「
法
治
国
家
原
則
」
と
な
ら

ん
で
、
「
少
年
刑
法
」
、
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
捉
え
直
し
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
議
論
は
、
こ
の
促

え
直
し
と
い
え
る
。
ま
ず
第
一
に
、
自
由
剥
奪
な
ど
に
よ
る
強
制
的
な
「
教
育
」
で
は
な
く
、
少
年
へ
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ

五
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て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
少
年
「
刑
事
手
続
」
で
あ
っ
て
も
、
成
人
に
対
す
る
手
続
と
同
じ
で
あ
っ
て
よ
い
わ
け
で
は
な
く
、

成
長
過
程
に
あ
る
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
少
年
の
側
性
の
援
護
や
成
長
発
達
の
援
護
を
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
少
年
に
対
す
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
は
形
式
的
な
も
の
で
は
足
り
ず
、

実
効
的
、
実
質
的
に
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
も
そ
も
「
公
正
な
手
続
」
た
り
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
少
年
刑
法
」
と
称

さ
れ
る
枠
組
に
あ
り
、
ま
た
一
般
に
、
審
判
構
造
的
に
、
手
統
的
権
利
を
成
人
な
み
に
保
障
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
と
説
明

さ
れ
る
「
少
年
刑
事
手
続
」
を
採
用
す
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
「
教
育
思
想
」
や
「
法
治
国
家
的
保
障
」
の
捉
え
直
し
が

見
ら
れ
、
「
少
年
刑
法
」
、
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
捉
え
方
が
実
質
的
に
変
容
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
少
年
手
続
の
あ
り
方
、
少

年
に
対
す
る
自
由
権
保
障
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、
わ
れ
わ
れ
に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
一
九
六

0

年
代
に
同
・

3一
g
g
が
主
張
し
た
よ
う
な
、
少
年
へ
の
ふ
さ
わ
し
さ
の
考
成
を
手
続
構
造
、
審
判
構
造
に
ま
で
及
ぽ
し
、
後
見
裁
判
所
的

手
続
構
造
こ
そ
が
「
法
治
国
家
的
保
障
」
に
資
す
る
と
い
う
見
解
は
、
こ
こ
で
は
影
を
潜
め
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
七
0
年
代
お
わ

り
か
ら
の
動
向
を
通
し
て
、
少
年
へ
の
ふ
さ
わ
し
さ
を
機
軸
と
し
て
、
「
教
育
思
想
」
の
実
質
化
、
「
法
治
国
家
的
保
陣
」
の
実
質
化
の

試
み
、
そ
し
て
「
少
年
刑
法
」
や
「
少
年
刑
事
手
続
」
を
捉
え
直
す
試
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
と
忠
わ
れ
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
少
年
司
法
の
理
念
の
あ
り
方
と
少
年
司
法
制
度
の
あ
り
方
、
特
に
自
由
主
義
的
権
利
概
念
と
の
関
係
に
お
け
る
理

念
の
あ
り
方
と
少
年
手
続
の
あ
り
方
で
あ
る
。
成
長
過
程
に
あ
る
少
年
は
、
成
人
と
は
異
な
る
閏
有
の
特
性
を
も
っ
。
こ
の
よ
う
な
属

性
へ
の
配
慮
は
、
成
人
と
同
じ
権
利
概
念
、
と
り
わ
け
「
法
治
国
家
原
則
」
と
い
っ
た
自
由
主
義
的
概
念
の
み
で
は
、
捉
え
切
れ
な
い
。

そ
の
概
念
に
還
元
し
え
な
い
も
の
を
少
年
が
冷
遇
さ
れ
る
原
因
と
目
し
、
切
り
捨
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
制
度
的
な
少
年
へ
の
ふ
さ
わ
し

さ
は
担
保
で
き
な
い
。
も
と
よ
り
、
少
年
に
必
要
な
の
は
押
し
つ
け
に
よ
る
「
教
育
」
や
「
保
護
」
で
は
な
い
。
必
要
な
の
は
少
年
犯

罪
を
め
ぐ
る
矛
盾
を
断
ち
切
る
た
め
の
少
年
自
身
へ
の
援
助
で
あ
り
、
少
年
の
成
長
発
達
の
援
護
で
あ
る
。
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少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
、
少
年
に
対
す
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
も
、
当
然
に
成
人
と
同
じ
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
の
実
質
化
が
、

成
長
過
程
に
あ
る
少
年
の
特
性
の
考
慮
を
不
可
欠
な
も
の
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
法
治
国
家
的
保
障
」
に
際
し
、
少
年
の
成
長
発
達
へ

の
援
護
と
い
う
考
慮
が
な
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
少
年
に
と
っ
て
は
「
公
正
な
手
続
」
が
保
附
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
少

年
を
対
象
と
し
た
手
続
を
「
公
正
」
な
も
の
と
し
、
「
法
治
国
家
的
保
障
」
を
実
質
化
す
る
た
め
に
は
、
少
年
自
身
が
手
続
に
主
体
的
に

参
加
し
、

そ
れ
を
通
し
て
納
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
実
質
化
す
る
た
め
に
も
、
成
長

少年子続における f教育忠忽Jと「法治l司家h;0t1JJ

発
達
過
程
に
あ
る
少
年
の
特
性
の
考
慮
と
少
年
へ
の
援
助
が
必
要
と
な
る
。
少
年
に
手
続
的
自
由
権
を
実
質
的
に
保
附
し
よ
う
と
す
れ

少
年
を
対
象
と
す
る
予
統
を
「
公
正
」
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
少
年
が
成
長
発
達
過
程
に

ば
す
る
ほ
ど
、

そ
し
て
、

あ
る
と
い
う
特
性
や
少
年
に
対
す
る
援
助
的
要
素
を
強
く
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
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（Mm
）
「
教
育
思
想
」
を
め
ぐ
る
全
般
的
な
議
論
に
閲
し
て
は
、
特
に
以
ド
の
文
献
を
参
照
。
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一
九
八

0
年
代
、
未
決
勾
倒
を
科
さ
れ
た
打
の
絶
対
数
、
少
年
刑
法
に
よ
り
有
罪
を
式
波
さ
れ
た
釘
を
時
数
と
し
た
未
決
勾
問
中
、

と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
未
決
勾
留
率
の
み
を
見
た
場
合
、
少
年
刑
法
を
対
象
と
し
た
も
の
は
、
一
般
刑
法
を
対
象
と
し
た
も
の
よ

り
も
、
そ
の
制
作
が
い
向
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
証
（
灯
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を
参
照
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こ
こ
で
は
、
過
激
な
暴
力
主
義
的
犯
罪
に
総
点
が
当
て
ら
れ
、
行
為
者
を
一
八
歳
か
ら
成
人
刑
法
に
よ
り
処
制
す
る
目
的
で
の
少
年

裁
判
所
法
の
改
正
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
従
来
、
一
八
歳
か
ら
二

O
議
ま
で
の
行
為
者
は
原
則
と
し

て
少
年
裁
判
所
法
を
適
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
歳
で
完
全
に
行
為
能
力
が
あ
り
、
選
挙
権
が
あ
る
者
は
、
そ
の
犯
罪
行
為
に
関
し
で
も
完

全
な
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
、
と
。
ま
た
、
そ
こ
で
は
過
激
な
暴
力
行
為
に
対
す
る
少
年
別
の
峻
戯
化
も
次
の
よ
う
に
し
て
あ
わ
せ
て
提
案
さ
れ

て
い
る
。
少
年
犯
罪
者
の
場
合
に
、
刑
罰
か
ら
解
放
さ
れ
た
生
活
の
た
め
に
教
育
が
前
面
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
少
年
裁
判
所
法
の
原
則
は
、

生
活
現
実
に
は
、
も
は
や
適
合
し
な
い
。
少
年
刑
の
量
定
や
執
行
の
際
に
教
育
思
想
と
並
ん
で
、
将
来
的
に
は
、
新
た
な
重
大
犯
罪
に
対
す
る
一
般

の
保
護
も
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
犯
罪
勢
力
を
犯
罪
を
犯
し
た
少
年
の
数
は
示
し
て
い
る
、
と
。
こ
の
よ
う
な
主
張
の
問
題
性
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
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第
四
章

立
法
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
l
！
新
し
い
「
少
年
刑
法
」

l
｜

第
一
節

少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法

少年手続における「教育忠:t!.!J と n.よ·i白l可~h;i川」

一
一
九
八

0
年
代
お
わ
り
に
な
る
と
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
成
果
は
、
具
体
的
な
立
法
と
し
て
形
を
見
る
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
一
九
九

O
年
の
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
の
審
議
、
公
布
、
施
行
を
契
機
と
し
て
、
そ
こ
で
積
み
残
さ
れ
た
問
題
に

取
り
組
む
新
た
な
立
法
提
案
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
本
来
に
お
い
て
は
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
立
法
的
汲
み
上
げ
と

立
法
的
に
残
さ
れ
た
問
題
と
い
う
観
点
か
ら
一
九
九

O
年
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
を
概
観
し
た
後
に
、
そ
の
後
に
公
に
さ
れ
た

立
法
提
案
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
新
し
い
「
少
年
刑
法
」
の
方
向
性
を
測
り
な
が
ら
、
少
年
手
続
の
あ
り
方
に
焦
点
を
当
て
る
。

そ
の
検
討
を
通
じ
て
、
少
年
を
対
象
と
す
る
制
度
に
お
い
て
少
年
へ
の
ふ
さ
わ
し
さ
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
援
助
と
い
う
要
素
が
不

可
欠
と
な
る
こ
と
、
援
助
と
い
う
．
要
素
が
な
け
れ
ば
、
少
年
に
対
す
る
自
由
権
保
附
も
実
質
的
に
は
行
い
え
な
い
こ
と
、
そ
し
て
少
年

手
続
の
中
心
は
少
年
自
身
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

ニ
自
由
剥
奪
処
分
の
回
避
と
社
会
内
処
分
の
拡
充
と
い
う
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
基
調
と
な
る
考
え
は
、
一
九
九

O

A

削－

年
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
に
も
あ
て
は
ま
る
。
こ
れ
は
、
一
九
八

0
年
代
に
お
け
る
少
年
裁
判
所
法
の
改
正
作
業
が
、
犯
罪
学

的
実
証
研
究
に
裏
打
ち
き
れ
、
実
務
的
に
有
効
性
を
も
ち
え
た
施
策
を
汲
み
上
げ
る
形
で
進
め
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

一
九
八
九
年
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
政
府
草
案
は
、
少
年
犯
罪
の
通
常
性
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
と
い
う
少
年
犯
罪
像
と
、
定
式

的
な
刑
法
的
統
制
が
少
年
に
害
惑
を
与
え
る
と
い
う
制
裁
効
果
に
関
す
る
犯
罪
学
的
実
証
研
究
に
よ
る
成
果
と
を
反
映
さ
せ
、
改
正
目

117 
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的
と
し
て
、
冒
頭
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
少
年
期
に
お
け
る
犯
罪
行
為
は
大
抵
が
教
育
的
な
欠
如
を
徴
滋
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
成
長
期
特
有
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
成
人
期
へ
の
入
口
で
鎮
静
し
、
以
後
は
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
新
し

い
犯
罪
学
的
研
究
は
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
少
年
へ
の
定
式
的
な
有
罪
言
渡
し
は
、
一
九
五
三
年
の
立
法
者
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
た
よ
り
も
ず
っ
と
少
な
い
場
合
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
」
「
非
定
式
的
処
理
の
た
め
に
定
式
的
な
制
裁
を
放
棄
す
る
こ

と
が
、
ど
の
程
度
に
刑
事
政
策
的
意
義
を
有
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
関
す
る
研
究
は
、
非
定
式
的
処
理
が
｜
少
な
く
と
も
軽
微
な

少
年
犯
罪
や
中
程
度
の
少
年
犯
罪
の
領
域
に
関
し
て

l
コ
ス
ト
的
に
有
利
で
あ
り
迅
速
で
人
道
的
な
少
年
犯
罪
の
克
服
可
能
性
と
し
て
、

予
防
な
ら
び
に
累
犯
回
避
の
観
点
か
ら
刑
事
政
策
的
に
も
高
い
効
率
性
を
有
し
て
い
る
、
と
い
う
知
見
を
導
い
た
。
」
「
さ
ら
に
そ
れ
は
、

実
務
に
お
い
て
多
様
に
試
さ
れ
た
新
し
い
社
会
内
処
分
（
援
護
指
示
、
社
会
訓
練
コ

l
ス
、
行
為
者
』
被
害
者
’
和
解
）
が
、
累
犯
危
険
性
を

高
め
る
こ
と
な
し
に
伝
統
的
な
制
裁
（
間
金
、
少
年
拘
禁
、
少
年
刑
）
に
広
く
代
替
し
う
る
こ
と
を
示
し
た
。
」
「
最
後
に
、
少
年
刑
法
の

施
設
内
制
裁
（
少
年
拘
禁
や
少
年
刑
）
な
ら
び
に
未
決
勾
留
が
、
少
年
の
成
長
に
と
っ
て
害
を
及
ぽ
す
副
作
用
を
有
し
う
る
こ
と
は
、
長

い
間
知
ら
れ
て
い
る
」
。

そ
の
上
で
、
一
九
九

O
年
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
に
よ
り
具
体
的
に
改
正
が
図
ら
れ
た
の
は
、
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。
①
援

護
指
示
、
社
会
訓
練
コ

l
ス
、
行
為
者
l

被
害
者
1

和
解
、
作
業
遵
守
事
項
の
拡
充
（
第
一

O
条
）
、
②
不
定
期
の
少
年
刑
の
廃
止
、
③
保

護
観
察
の
た
め
の
刑
の
延
期
を
拡
充
し
、
こ
れ
ま
で
の
原
則
・
例
外
を
逆
転
さ
せ
、
刑
期
が
二
年
ま
で
の
少
年
刑
に
お
い
て
、
保
護
観

察
の
た
め
の
刑
の
延
期
を
必
要
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
（
第
一
二
条
）
、
④
少
年
拘
禁
を
縮
小
し
、
休
日
拘
禁
を
最
高
四
聞
の
休
日
か
ら

二
回
の
休
日
に
半
減
さ
せ
、
そ
れ
に
伴
い
短
期
拘
禁
の
期
間
を
最
高
六
日
か
ら
四
日
に
減
ら
す
こ
と
（
第
一
六
条
）
、
⑤
非
定
式
的
処
理

可
能
性
の
改
善
（
第
四
五
条
、
第
四
七
心
ね
て
⑥
少
年
審
判
補
助
の
機
能
の
改
善
（
第
三
八
紛
）
、
⑦
教
育
ホ
ー
ム
へ
の
一
時
収
容
の
改
善
（
第

七
一
条
）
、
③
少
年
、
特
に
一
四
ー
一
五
歳
の
少
年
に
対
す
る
未
決
勾
留
の
限
定
。
未
決
勾
留
の
比
例
性
を
吟
味
す
べ
き
こ
と
を
明
文
化

九大法学76号



し
、
そ
の
際
に
少
年
に
と
っ
て
執
行
が
も
っ
特
別
な
負
担
を
考
慮
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
一
六
歳
未
満
の
少
年
に
つ
い
て
、

逃
亡
の
お
そ
れ
を
理
由
と
し
た
勾
留
を
限
定
す
る
こ
と
（
第
七
二
粂
）
、
⑨
未
決
勾
留
の
場
合
に
お
け
る
少
年
へ
の
必
要
的
弁
護
人
の
選

任
。
未
決
勾
留
が
執
行
さ
れ
る
場
合
に
、
少
年
に
必
要
的
に
弁
護
人
を
附
す
る
こ
と
（
第
六
八
条
）
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
改
正
法
は
、
少
年
刑
や
少
年
拘
禁
、
未
決
勾
留
な
ど
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぽ
す
自
由
剥
奪
処
分
を
回
避
す
る

こ
と
と
実
体
的
・
手
続
的
な
非
定
式
化
と
を
基
調
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
若
年
犯
罪
行
為
者
の
場
合
の
未
決
勾
留
は
、
成
長
に

と
っ
て
重
大
な
消
極
的
な
作
用
を
及
ぽ
す
、
と
し
て
未
決
勾
留
を
制
限
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
端
的
に
表
さ
れ
て
お
り
、

少年手続における「教育思想」と「法治国家Hiill!JJ

立
法
者
が
考
え
て
い
た
よ
り
も
有
罪
言
い
渡
し
は
ず
っ
と
少
な
く
て
済
む
、

一
九
五
三
年
の

と
し
て
手
続
打
切
り
を
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
、
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
次
改
正
法
は
、
自
由
剥
奪
処
分
の
回
避
と
実
体
的
、
手
続
的
な
非
定
式
化
を
凶
っ
た
が
、

そ
れ
が
十
分
な

改
正
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
第
一
次
改
正
法
が
コ
ス
ト
的
思
考
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
「
社
会
内
処
分
を
よ
り
多

く
用
い
る
こ
と
は
、
財
政
的
支
出
（
日
制
り
金
額
／
少
年
）
が
何
倍
に
も
達
す
る
自
由
剥
奪
処
分
を
し
ば
し
ば
不
必
要
に
す
る
。
そ
の

他
、
幾
つ
か
の
社
会
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
に
お
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
者
の
助
力
を
得
る
こ
と
が
成
功
で
あ
っ
た
こ
と

－m
－
 

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
広
く
動
員
す
る
こ
と
は
、
コ
ス
ト
的
に
有
利
に
も
働
く
で
あ
ろ
う
」
。
こ
の
よ
う
に
理
由
書
が
述
べ
て
い

る
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
を
特
に
よ
く
表
し
て
い
る
。
第
一
次
改
正
法
に
よ
っ
て
改
正
が
関
ら
れ
た
諸
施
策
は
、
あ
く
ま
で
も
コ
ス
ト
・

バ
ラ
ン
ス
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

119 

一
九
八
九
年
政
府
草
案
も
自
認
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
一
次
改
正
法
が
一

九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
実
務
的
蓄
積
を
汲
み
上
げ
る
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
不
徹
底

第
二
に
、
第
一
次
改
正
法
が
積
み
残
し
た
問
題
で
あ
る
。
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な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
八
九
年
政
府
草
案
に
関
す
る
議
会
の
審
議
に
お
い
て
は
、
極
め
て

本
質
的
な
事
項
に
対
し
、
異
議
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
連
邦
参
議
院
に
お
い
て
は
、
指
示
違
反
、
遵
守
事
項
の
不
履
行
時
に
科
さ
れ
る

い
わ
ゆ
る
不
服
従
拘
禁
や
少
年
拘
禁
が
保
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
保
護
観
察
の
た
め
の
刑
の
延
期
を
拡
充
す
る
こ
と
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
、
第
四
五
条
、
第
四
七
条
に
よ
る
手
続
打
切
り
に
つ
い
て
教
育
登
録
簿
へ
の
登
録
効
果
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い

る
。
連
邦
議
会
に
お
い
て
は
、
特
に
一
四
歳
、
一
五
歳
の
少
年
に
対
す
る
未
決
勾
留
を
廃
止
す
べ
き
こ
と
、
少
年
刑
の
賦
課
要
件
と
さ

れ
て
い
る
「
有
害
な
性
向
」
を
削
除
す
べ
き
こ
と
、
休
日
拘
禁
・
短
期
拘
禁
を
廃
止
す
べ
き
こ
と
が
、
社
会
民
主
党
会
派
や
緑
の
党
全

－m
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派
に
よ
り
、
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
結
局
、
「
有
害
な
性
向
」
と
い
う
少
年
刑
の
賦
課
．
要
件
が
保
持
さ
れ
た
こ
と
、
少
年
拘
禁
の

全
面
廃
止
が
回
避
さ
れ
た
こ
と
、
一
四
ー
一
五
歳
の
少
年
に
対
す
る
未
決
勾
留
の
廃
止
が
避
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
に
、
第
一
次
改
正
法
の

不
徹
底
性
が
表
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

第
三
に
、
加
え
て
第
一
次
改
正
法
は
妥
協
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
社
会
民
主
党
に
よ
る
動
議
中
に
合
ま
れ
て
い
た
長
年

の
懸
案
事
項
で
あ
る
青
年
の
扱
い
や
手
続
の
あ
り
方
と
い
っ
た
本
質
的
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
社
会
民
主
党
に
よ
る
動
議
が
連
邦
，
議
会

に
お
い
て
多
数
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
る
と
と
も
に
、
連
邦
政
府
に
対
す
る
連
邦
議
会
勧
告
と
い
う
形
に
よ
り
審
議
を
「
第
二
次
改
正
法
」

｛
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に
先
送
り
す
る
こ
と
で
政
治
的
決
着
が
図
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
改
正
法
の
理
念
が
明
確
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
理
由
主
日
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
「
本
草
案

は
、
そ
の
（
一
九
五
三
年
法
の
1
引
用
者
）
基
本
構
造
を
保
持
し
、
本
質
的
に
は
、
現
行
法
の
法
律
効
果
制
度
お
よ
ぴ
そ
の
前
面
に
あ
る

教
育
思
想
を
よ
り
よ
く
発
揮
す
る
改
正
お
よ
び
補
完
に
限
定
す
る
。
」
「
少
年
刑
法
は
、
教
育
に
中
心
的
な
意
義
を
付
与
し
て
い
る
。
若

年
者
の
犯
罪
行
為
は
大
抵
成
長
期
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
そ
の
年
齢
の
高
騰
状
況
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
す
で
に
現
行
の
少
年
裁
判
所
法
は
、
ま
ず
第
一
に
教
育
的
対
応
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
草
案
は
、

九大法学76号
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－
：
（
中
略
）
教
育
思
想
を
強
化
し
た
い
」
。
第
一
次
改
正
法
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
教
育
思
想
」
と
い
う
概
念
を
示
し
、
自
由
剥
奪
処

分
の
回
避
を
方
向
付
け
る
も
の
の
、
そ
の
実
質
的
内
容
を
明
確
化
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

四
こ
の
よ
う
に
一
九
九

O
年
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
は
、
少
な
か
ら
ぬ
問
題
を
積
み
残
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
少
年
裁
判
所

法
第
一
次
改
正
法
は
、
最
近
行
わ
れ
た
「
実
務
に
よ
る
少
年
裁
判
所
法
改
革
』
を
安
定
さ
せ
、
そ
の
統
一
な
ら
び
に
若
干
の
明
白
な
欠

陥
を
取
り
除
く
こ
と
に
寄
与
す
る
だ
け
で
我
慢
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
中
間
決
済
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
必
要

－m
－
 

で
あ
る
少
年
刑
法
上
の
新
概
念
は
生
ま
れ
て
い
な
い
」
、
「
新
し
い
規
定
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
「
完
熟
』
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
少
年

少年手続における「教育思想Jと「法治同家！民llljj

刑
事
司
法
に
携
わ
る
実
務
家
な
ら
び
に
理
論
家
に
と
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
新
し
い
も
の
を
も
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
満
足
さ
れ
る
も
の
で

Amv 

は
あ
る
が
、
喜
ば
せ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
対
し
全
面
的
に
積
極
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
不
十
分
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
妥
協
を
も
内
包
し
た
第
一
次
改
．
止

法
に
お
い
て
す
ら
、
自
由
剥
奪
処
分
の
回
避
と
未
決
勾
留
の
制
限
に
手
が
着
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
刑
法
的
介
入
、
特
に
自

由
利
奪
を
伴
う
介
入
が
少
年
の
成
長
に
悪
影
響
を
与
え
る
と
い
う
経
験
的
に
揺
る
が
し
難
い
知
見
は
、
立
法
的
に
も
承
認
さ
れ
る
も
の

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
・
少
年
審
判
補
助
連
合
（
D
V
J
J
）
の
立
法
提
案

一
九
九
二
年
に
公
に
さ
れ
た
ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
・
少
年
審
判
補
助
連
合
（
D
V
J
J
）
に
よ
る
立
法
提
案
は
、
第
I
委
員
会
「
非
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犯
罪
化
」
、
第
H
委
員
会
「
捜
査
手
続
／
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
」
、
第

m委
員
会
「
少
年
刑
事
手
続
」
、
第
W
委
員
会
「
法
律
効
果
制
度
」
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と
い
う
四
つ
の
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た
提
案
か
ら
な
封
。
そ
の
た
め
細
部
に
お
い
て
は
各
委
員
会
開
に
見
解
を
異
に
す
る
箇
所

も
存
す
る
が
、
そ
の
提
案
は
、
第
一
次
改
正
法
が
残
し
た
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
第
二
次
改
正
法
を
眠
む
も
の
と
な

っ
て
い
る
た
め
、
捜
査
手
続
か
ら
執
行
、
処
分
内
容
そ
し
て
組
織
の
あ
り
方
に
至
る
ま
で
、
極
め
て
包
括
的
か
つ
詳
細
に
検
討
を
加
え

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
、

D
V
J
J提
案
の
基
本
的
な
方
向
性
と
提
案
の
柱
を
確
認
し
、
提
案
が
措
定
す
る
理
念
を
検
討
し
た

九大法学76ザ

上
で
、
少
年
手
続
の
あ
り
方
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
す
る
。

一
六
歳
未
満
の
少
年
に
対
す
る
未
決
勾
留
の
禁
止
や

【

m－
｛

凶

｝

一
般
的
な
未
決
勾
留
要
件
の
制
限
な
ど
に
よ
り
未
決
勾
留
を
徹
底
し
て
回
避
す
る
こ
と
、
少
年
拘
禁
の
廃
止
、
保
護
観
察
の
た
め
の
刑

の
延
期
の
拡
充
が
こ
れ
に
数
え
ら
れ
る
。
手
続
打
切
り
規
定
を
用
い
た
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
を
拡
充
し
、
ほ
と
ん
ど
の
犯
罪
類
型
を
そ

－削－

の
対
象
と
す
る
こ
と
や
少
年
刑
の
刑
期
の
短
縮
化
、
処
罰
成
人
年
齢
を
導
入
す
る
こ
と
、
実
体
的
非
犯
罪
化
に
か
か
わ
る
提
案
も
こ
の

よ
う
な
方
向
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

D
V
J
J提
案
は
｜
少
年
援
助
法
と
少
年
刑
法
と
の
二
元
主
義
を
前
提

A
何
回
｝

と
し
て
い
る
こ
と
を
も
合
め
て
｜
実
体
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
自
由
剥
奪
の
回
避
と
い
う
点
で
は
、
第
一
次
改
正
法
と
軌
を
一
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
押
し
進
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

D
V
J
J提
案
の
第
二
の
柱
は
、
手
続
の
改
革
で
あ
る
。
第

m委
員
会
は
、
「
時
代
遅
れ
の
刑
事
手
続
に
お
け
る
進
歩
的
な
刑
法
」
と

い
う
状
況
は
現
在
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
計
画
さ
れ
て
い
る
少
年
裁
判
所
法
第
二
次
改
正
法
で
、
少
年
裁
判
所
法
の

－凶｝

包
括
的
な
改
革
が
凶
ら
れ
る
た
め
に
、
こ
の
機
会
は
「
新
し
い
少
年
刑
事
手
続
」
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
の
上

で
、
標
語
的
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
新
た
な
少
年
刑
事
手
続
の
中
心
は
、
客
体
と
し
て
で
は
な
く
（
そ
し
て
善
意
の
教
育
的
努
力

の
客
体
で
は
決
し
て
な
い
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
、
そ
し
て
法
治
国
家
的
に
保
障
さ
れ
た
被
疑
者
の
権
利
を

Am
－
 

も
ち
、
刑
事
手
続
的
な
公
正
さ
に
対
す
る
権
利
を
も
っ
主
体
と
し
て
の
、
若
年
被
疑
者
で
あ
る
」
。

D
V
J
J提
案
の
第
一
の
柱
は
、
実
体
的
な
自
由
利
奪
の
回
避
で
あ
る
。
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第
三
の
柱
は
、
少
年
司
法
に
携
わ
る
者
、
関
係
機
関
の
独
自
性
、
専
門
化
の
要
請
で
あ
る
。
第

H
委
員
会
は
、
少
年
司
法
を
一
般
刑

事
司
法
の
変
形
と
し
て
扱
つ
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
、
少
年
裁
判
所
を
一
般
刑
事
司
法
と
は
切
り
離
さ
れ
た
独
自
の
組
織
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
裁
判
官
や
検
察
官
、
ソ

l
シ
ャ
ル
・
ワ

l
カ
！
と
い
っ
た
少
年
事
件
の
関
与
者
に
は
特
別
な
専
門

教
育
や
職
業
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
第

m委
員
会
は
、
必
要
的
弁
護
人
の
拡
充
に
関
連
し
て
、
少
年
刑
事
事
件
に
お
け
る

弁
護
人
は
、
専
門
教
育
、
職
業
教
育
を
必
要
と
し
、
心
理
学
的
、
教
育
学
的
、
社
会
学
的
、
犯
罪
学
的
知
見
を
自
由
に
で
き
る
能
力
を

も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。

三
そ
れ
で
は
、
新
し
い
「
少
年
刑
法
」
の
理
念
は
何
に
据
え
ら
れ
る
べ
き
か
。

D
V
J
J提
案
は
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」

や
第
一
次
改
正
法
の
基
本
的
な
方
向
性
自
体
は
是
と
し
つ
つ
も
、
そ
こ
で
表
出
し
た
問
題
点
と
関
連
さ
せ
て
、
「
少
年
刑
法
」
の
指
導
理

念
と
し
て
の
「
教
育
思
想
」
の
適
性
に
疑
念
を
さ
し
挟
む
。
一
方
で
は
、
自
由
剥
奪
処
分
を
回
避
す
る
措
置
が
不
十
分
で
あ
り
、
自
由

剥
奪
処
分
を
「
教
育
思
想
」
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
と
い
う
「
教
育
思
想
」
の
誤
用
が
そ
の
一
悶
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
、
他
方
で
は
、

上
訴
の
制
限
な
ど
従
来
「
教
育
思
想
」
か
ら
説
明
さ
れ
て
き
た
事
項
が
法
治
国
家
原
則
に
適
わ
ず
、
そ
の
た
め
に
若
年
者
が
成
人
に
比

し
て
劣
悪
な
地
位
に
陥
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

第

W
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
教
育
思
想
は
、
そ
の
好
ま
し
い
教
育
学
的
専
門
用
語
が
イ
ン
フ
レ
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
規
範
定
立
や
規
範
適
用
の
限
定
に
寄
与
す
る
可
能
性
を
大
幅
に
失
っ
た
。
危
険
な
こ
と
に
、
教
育
思
想
は
、
一
般
刑
法
の
責

任
原
則
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
も
の
を
は
る
か
に
超
え
、
援
助
と
教
育
と
い
う
概
念
の
背
後
に
し
ば
し
ば
刑
罰
を
隠
す
こ
と
を
、
も
は
や

｛同－

見
抜
か
せ
な
い
不
確
定
で
空
虚
な
形
式
と
な
っ
た
」
。
そ
の
上
で
、
第

W
委
員
会
は
、
「
教
育
思
想
」
の
修
正
を
次
の
よ
う
に
試
み
る
。

教
育
思
想
は
、
も
は
や
全
少
年
刑
事
法
を
支
配
す
る
指
導
原
理
と
な
り
う
る
唯
一
の
機
能
で
は
な
い
。
内
容
的
に
そ
れ
を
少
年
援
助
と

123 

共
有
す
る
こ
と
に
限
定
し
、
若
年
者
が
さ
ら
な
る
犯
罪
行
為
に
及
ぶ
こ
と
を
阻
止
す
る
と
い
う
こ
と
に
少
年
裁
判
所
法
の
教
育
目
的
を
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限
定
す
る
場
合
の
み
に
、
教
育
思
想
は
そ
の
機
能
を
満
た
し
う
る
。
「
教
育
思
想
」
は
、
「
支
柱
（
開
。

S
E
－q）
」
と
し
て
の
任
務
を
負
う

と
と
も
に
、
責
任
思
想
と
比
例
性
原
則
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
。
責
任
は
、
個
々
人
の
責
任
非
難
が
あ
ら
ゆ
る
刑
罰
的
対
応
の
要
件
で

九大法学76号

あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
制
裁
強
度
の
量
定
に
関
す
る
指
導
原
理
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
年
裁
判
所
法
の
枠
で
は
、

若
年
行
為
者
に
つ
い
て
は
発
達
精
神
学
的
な
理
由
か
ら
、
刑
法
的
な
有
資
性
は
一
般
に
緩
和
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
比
例
性
原
則
は

全
て
の
国
家
活
動
に
つ
い
て
妥
当
し
、
特
に
過
剰
禁
止
を
導
く
。
比
例
性
原
則
は
、
一
方
で
は
、
処
分
の
適
切
性
と
必
要
性
を
、
他
方

で
は
、
最
小
限
度
の
介
入
す
ら
排
除
さ
れ
え
な
い
の
か
ど
う
か
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
内
容
と
す
る
、
と
。

こ
の
よ
う
に
、
第
W
委
員
会
は
、
責
任
原
理
と
比
例
性
原
則
と
い
う
概
念
を
用
い
て
「
教
育
思
想
」
の
修
正
を
試
み
る
。
そ
れ
が
刑

罰
主
義
へ
の
傾
斜
を
意
凶
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
上
に
指
摘
し
た

D
V
J
J提
案
の
全
体
的
基
調
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
む

し
ろ
逆
に
「
誤
っ
た
教
育
思
想
」
に
よ
る
刑
法
的
過
介
入
の
制
限
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
少
年
裁
判
所
法
の
教
育
目
的
を
「
若
年
者
が
さ
ら
な
る
犯
罪
行
為
に
及
ぶ
こ
と
を
阻
止
す
る
と
い
う
こ
と
」
に
限
定
す

る
と
し
て
、
少
年
を
対
象
と
す
る
制
度
の
特
質
は
、
ど
の
よ
う
に
理
念
に
反
映
す
る
の
か
。
す
で
に
先
に
示
し
た
簡
所
に
お
い
て
、
第

W
委
員
会
は
、
少
年
援
助
と
の
共
通
性
を
保
持
す
る
こ
と
に
「
教
育
思
想
」
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
第
I
委
員
会
は
、
次
の
よ
う

に
主
張
し
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
。
少
年
刑
法
の
特
別
な
目
的
と
し
て
「
教
育
原
則
」
も
妥
当
す
べ
き
か
ど
う
か
、

あ
る
い
は
教
育
思
想
の
削
除
に
よ
っ
て
誤
っ
た
展
開
（
「
刑
問
に
よ
る
教
育
」
）
を
防
止
し
、
刑
法
を
制
限
す
る
と
い
う
一
要
求
を
明
確
に
す

べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
少
年
刑
法
の
目
的
が
応
報
、
賄
罪
、
威
嚇
を
も
前
提
と
す
る
一

般
刑
法
の
目
的
と
は
区
別
さ
れ
る
よ
う
に
、
少
年
刑
法
的
な
社
会
統
制
が
、
手
続
な
ら
び
に
法
効
果
に
関
し
て
、
補
充
性
の
原
則
と
い

う
特
別
な
考
慮
や
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
形
成
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
な
い
。
少
年
裁
判
所
法
の

指
導
思
想
は
、
刑
罰
思
想
の
突
破
を
要
求
す
る
。
国
家
的
な
制
裁
の
是
認
で
は
な
く
、
そ
の
制
限
が
、
特
別
な
少
年
刑
法
の
導
入
で
目



的
と
さ
れ
て
い
る
。
少
年
裁
判
所
法
の
指
導
思
想
は
、

犯
罪
を
契
機
と
し
て
も
、
少
年
非
行
に
対
し
劇
化
せ
ず
、
慎
重
に
援
助
的
に
対

応
し
、

そ
し
て
場
合
に
よ
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
対
応
を
な
さ
な
い
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ
の
点
で
、
少
年
按
助
法
と
少
年
刑
法
の
対
応

可
能
性
問
の
平
行
性
が
明
ら
か
に
な
る
、

と

こ
の
よ
う
に
、

D
V
J
J提
案
に
お
い
て
は
、
新
し
い
「
少
年
刑
法
」
の
指
導
理
念
は
刑
罰
思
想
の
突
破
や
凶
家
的
な
制
裁
の
制
限

と
と
も
に
、

少
年
に
対
す
る
援
助
を
主
眼
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
刑
問
思
想
の
突
破
や
仰

少年手続における「教育思想jと「法治11a家原則J

制
と
い
う
点
に
お
い
て
は
法
治
国
家
原
則
と
の
平
行
性
を
、
少
年
に
対
す
る
援
助
と
い
う
点
に
お
い
て
は
少
年
援
助
法
と
の
平
行
性
を
、

少
年
刑
法
の
理
念
は
導
出
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
指
導
理
念
を
も
つ
べ
き
「
少
年
刑
法
」
に
お
け
る
手
続
は
、

に
ふ
さ
わ
し
い
形
成
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
第

m委
員
会
が
、
「
容
体
と
し
て
で
は
な
く
（
そ
し
て
持
怠
の
教
育
的
努
力
の
容
体
で

四

い
か
に
あ
る
べ
き
か
。
手
続
の
「
少
年

は
決
し
て
な
い
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
、
そ
し
て
法
治
国
家
的
に
保
障
さ
れ
た
被
疑
者
の
権
利
を
も
ち
刑
事

手
続
的
な
公
正
さ
に
対
す
る
権
利
を
も
っ
主
体
と
し
て
の
、
若
年
被
疑
者
」
を
「
新
し
い
少
年
刑
事
手
続
」
の
中
心
と
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
に
触
れ
た
。
で
は
、
少
年
が
手
続
の
中
心
と
な
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

第

m委
員
会
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
鍵
概
念
と
し
て
、
主
に
少
年
係
裁
判
官
の
行
為
態
様
に
着
目
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

一
九
八
五
年
の
少
年
司
法
に
関
す
る
国
連
最
低
基
準
規
則
に
よ
れ
ば
、
手
続
は
「
少
年
の
最
善
の
利
益
に
資
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

か
つ
、
少
年
が
手
続
に
参
加
し
て
自
ら
を
自
由
に
表
現
で
き
る
よ
う
な
理
解
し
や
す
い
雰
囲
気
の
下
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ら
ず
、
い
。
」
要
す
る
に
、
期
待
さ
れ
る
の
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
様
式
の
改
革
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
務
に
お
け
る
話
し
合
い
の
短
さ
、
少

年
が
犯
罪
に
及
ん
だ
こ
と
に
よ
り
手
続
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
を
劇
化
す
る
こ
と
、
そ
し
て
機
械
主
義
的
に
方
向
付
け
ら
れ
た
コ

125 

ニ
ユ
ケ

l
シ
ョ
ン
の
様
式
は

』
れ
に
矛
盾
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
少
な
さ
に
関
し
て
は
行
為
態
様
に
関
す
る
四
つ
の
要
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索
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
感
情
移
入
し
た
非
評
価
的
な
理
解
、
少
年
係
裁
判
官
の
被
疑
者
に
対
す
る
尊
重
・
思
い
や
り
・
配
慮
、

そ
し
て
少
年
と
手
続
関
与
者
と
の
相
互
が
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
あ
っ
て
い
る
の
か

九大法学76号

少
年
係
裁
判
官
の
表
面
的
で
な
い
誠
実
な
態
度
、

を
少
年
に
分
か
り
ゃ
す
く
す
る
こ
と
で
あ
る

と

「
社
会
教
育
的
な
手
続
代
替
と
し
て
の
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
」
に
関
連
し
て
、
第
H
委
員
会
が
提
案
す
る
「
協
議
モ
デ
ル
宗

g
P
E
R
g－

B
o
a
o＝
こ
は
、
こ
の
よ
う
な
手
続
の
具
体
化
の
ひ
と
つ
と
い
え
よ
う
。
第
H
委
員
会
は
、
「
協
議
モ
デ
ル
」
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
説
明

し
て
い
る
。
先
に
受
け
た
刑
事
手
続
に
お
い
て
、
審
判
が
教
育
的
に
失
敗
し
た
と
い
う
経
験
を
も
つ
な
ど
、
定
式
的
な
審
判
手
続
に
お

い
て
は
精
神
的
な
達
成
を
築
き
え
な
い
者
が
、
そ
の
対
象
と
な
る
。
若
年
者
、
少
年
係
裁
判
官
、
少
年
審
判
補
助
が
関
与
者
と
な
る
「
協

議
モ
デ
ル
」
に
お
い
て
は
、
立
ち
入
っ
た
議
論
や
や
り
と
り
と
い
っ
た
内
容
を
も
っ
手
続
の
形
態
が
考
慮
さ
れ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
若

年
者
は
、
自
己
責
任
に
よ
り
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
経
験
で
き
、
結
果
（
処
分
）
を
自
ら
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
し
た
が
っ
て
結
果
で
あ

る
処
分
を
受
け
容
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
、
と
。

第

m委
員
会
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
少
年
係
裁
判
官
の
行
為
態
様
は
、
責
任
の
問
題
が
激
し
く
争
わ
れ
る
法
治
国
家
的
保
障
に
よ

り
護
ら
れ
た
形
式
的
な
手
続
と
は
必
ず
し
も
折
り
合
う
も
の
で
は
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
問
題
は
、
法
改
正
の
問
題
で
は
な
く
、
専
門
教
育
や
職
業
教
育
の
問
題
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
円
卓
方
式
の
採
用
や
審
判
手

続
の
二
分
制
の
採
用
も
反
対
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
考
感
が
審
判
構
造
に
反
映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

こ
の
よ
う
な
D
V
J
J提
案
は
、
手
続
の
中
心
は
あ
く
ま
で
少
年
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
少
年
係
裁
判
官
を
は
じ
め
と
す
る
手
続

関
与
者
の
若
年
者
に
対
す
る
尊
重
・
思
い
や
り
・
配
慮
や
表
面
的
で
な
い
誠
実
な
態
度
が
、
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
に
お
い
て
必
要

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
点
に
お
い
て
、
大
き
な
重
要
性
を
も
っ
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
凹
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
少
年
係
裁
判
官
の

行
為
態
様
は
、
責
任
の
問
題
が
激
し
く
争
わ
れ
る
法
治
国
家
的
保
陣
に
よ
り
護
ら
れ
た
形
式
的
な
手
続
と
は
必
ず
し
も
折
り
合
う
も
の



と
い
う
。
だ
が
果
た
し
て
、
第

m委
員
会
が
述
べ
る
よ
う
に
、
裁
判
官
に
必
要
な
若
年
者
に
対
す
る
尊
重
・
思
い
や
り
・

配
慮
や
表
面
的
で
な
い
誠
実
な
態
度
と
い
っ
た
要
素
は
、
形
式
的
な
手
続
や
「
法
治
国
家
的
保
障
」
と
衝
突
し
う
る
も
の
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
む
し
ろ
、
逆
だ
と
思
わ
れ
る
。
法
治
国
家
的
保
陣
を
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
実
質
化
す
る
た
め
に
は
、
裁
判
官
の
み
な
ら
ず
、
す

で
は
な
い
、

少年手続における「教育忠忽j と「法治［1~家！抑制j

べ
て
の
手
続
関
与
者
の
少
年
に
対
す
る
尊
重
・
思
い
や
り
・
配
慮
や
表
面
的
で
な
い
態
度
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
少
年
に
対
す
る
こ
れ
ら

の
配
慮
や
援
助
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
少
年
は
主
体
的
に
手
続
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
法
治
国
家
原
則
は

実
質
的
に
少
年
に
保
附
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
法
治
国
家
的
保
障
を
実
質
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
大

人
で
あ
る
他
の
手
続
関
与
者
に
よ
る
少
年
に
対
す
る
配
慮
や
援
助
が
占
め
る
重
要
性
は
、
大
き
く
な
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

D
V
J
J提
案
が
、
「
新
し
い
少
年
刑
事
手
続
」
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
少
年
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
例
え
ば
、
少

年
が
大
人
の
な
か
に
埋
没
す
る
こ
と
に
よ
り
少
年
自
身
が
手
続
か
ら
疎
外
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い
た
め
に
、
専
門
家
の
利
則
を
慎
重
に
し
、

必
ず
少
年
に
そ
の
役
割
を
理
解
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
少
年
の
主
体
的
な
手
続
参
加
を
担
保
す

る
た
め
の
提
言
な
の
で
あ
る
。

D
V
J
J提
案
が
、
少
年
審
判
補
助
を
少
年
の
援
助
者
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
た
め
に
少
年
審
判
補

（一同冒

助
自
体
の
手
続
的
権
利
の
強
化
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
ま
た
、
必
要
的
弁
護
人
制
度
の
拡
充
を
提
案
し
、
少
年
に
ふ
さ
わ

し
い
活
動
の
あ
り
方
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
、
ま
さ
に
少
年
へ
の
援
助
と
い
う
観
点
か
ら
実
質
的
に
法
治
国
家
的
保
障
を
及
ぼ
す
た
め

の
提
一
一
一
一
口
な
の
で
あ
る
。
そ
の
怠
昧
で
は
、
若
年
者
に
対
す
る
尊
重
・
思
い
や
り
・
配
慮
や
表
而
的
で
な
い
誠
実
な
態
度
と
い
っ
た
少
年
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係
裁
判
官
に
必
要
な
行
為
態
様
は
、
資
任
の
問
題
が
激
し
く
争
わ
れ
る
法
治
国
｛
系
的
保
降
に
よ
り
護
ら
れ
た
形
式
的
な
手
統
と
は
必
ず

し
も
折
り
A

こ
の
限
り
に
お
い
て
、
第

m委
員
会
の
見
解
は
、
問
題
を
含
む
。
し
か
し
、

D
V
J
J提
案
が
示
し
た
、
少
年
自
身
が
手
続
の
中
心

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
視
点
は
、
強
く
再
確
認
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
弁
護
人
が
少
年
に
附
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
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な
視
点
が
な
け
れ
ば
、
結
局
は
少
年
が
大
人
の
な
か
で
埋
没
し
て
し
ま
い
、
少
年
自
身
が
手
続
か
ら
疎
外
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う

に
少
年
が
主
体
的
に
手
続
に
参
加
し
え
な
い
な
ら
ば
、
結
局
は
、
実
質
的
に
法
治
国
家
的
保
陣
を
な
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ

九大法学76号

る

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、

D
V
J
J提
案
は
、
自
由
剥
奪
処
分
や
定
式
的
な
審
判
手
続
を
可
能
な
限
り
回
避
し
、
避
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
審
判
手
続
に
お
い
て
は
、
少
年
を
中
心
と
し
た
手
続
運
営
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
新
し
い
「
少
年
刑

事
手
続
」
像
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

D
V
J
J提
案
は
、
実
体
的
に
は
自
由
剥
奪
処
分
の
抑
制
と
少
年
へ
の
援
助
を
、
手
続
的
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
少
年
像
、
手
統
の
中
心
と
し
て
の
少
年
像
を
核
と
し
て
、
従
米
的
な
「
少
年
刑
法
」

か
ら
の
脱
却
を
図
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
こ
こ
で
は
、
少
年
手
続
の
中
心
は
、
あ
く
ま
で
も
少
年
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
少
年
に
対
し
法
治
国
家
的
保
障
を
実
質
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
少
年
に
対
す
る
援
助
的
要
素
が
強

く
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
あ
わ
せ
て
確
認
し
た
。

五

第
三
節

労
働
者
福
祉
協
会
（
A
W
O
）
の
立
法
提
案

労
働
者
福
祉
協
会
（
A
W
O
）
が
一
九
九
三
年
に
公
に
し
た
改
革
提
案
は
、

D
V
J
J提
案
に
比
べ
る
と
概
括
的
な
記
述
に
と
ど

ま
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
少
年
刑
法
を
め
ぐ
る
問
題
状
況
の
把
握
の
仕
方
、
そ
れ
に
対
す
る
理
論
的
対
処
と
い
う
点
で
大
き
な

特
色
を
も
っ
。
ま
ず
、
提
案
の
機
軸
と
な
る
考
え
を
概
観
し
、
具
体
的
な
提
案
内
容
を
見
た
上
で
、
手
続
の
問
題
を
検
討
し
よ
う
。

ニ

A
W
O提
案
の
機
軸
と
な
る
の
は
、
「
本
質
的
に
は
重
大
犯
罪
の
領
域
に
お
け
る
規
範
確
証
に
限
定
さ
れ
た
（
そ
し
て
自
由
刑
の
場

合
に
お
い
て
も
治
安
の
観
点
が
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
な
い
）
自
由
主
義
的
法
治
国
家
的
刑
事
司
法
と
、
広
く
刑
事
司
法
に
依
存
せ
ず
に
活
動
す



る
近
代
的
な
少
年
援
助
と
の
明
確
な
機
能
分
化
」
と
い
う
視
座
で
あ
る
。
「
自
由
主
義
的
法
治
国
家
的
」
な
視
点
か
ら
刑
法
の
役
割
を
規

範
確
証
に
限
定
し
、
し
か
も
そ
の
適
用
範
闘
を
極
め
て
限
定
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
と
、
余
り
重
大
で
は
な
い
行
為
の
場
合
に
少
年
援

助
優
先
の
原
則
を
強
調
す
る
こ
と
と
は
、
刑
法
の
抑
止
的
な
任
務
と
社
会
国
家
的
な
援
助
的
教
育
的
任
務
と
の
分
離
を
可
能
に
し
、
刑

法
の
柔
軟
化
傾
向
も
阻
止
し
う
る
、
と

A
W
O提
案
は
い
う
。
そ
の
た
め
に
、
抑
圧
的
な
任
務
と
援
助
的
な
任
務
と
を
結
合
さ
せ
、
少

年
援
助
と
刑
事
司
法
へ
の
過
大
要
求
・
過
大
負
担
を
導
く
「
教
育
思
想
」
は
、
「
少
年
刑
法
」
に
お
け
る
指
導
理
念
と
し
て
は
放
棄
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

少年手続における「教育思想Jと「法治［Ii［家！点目ljJ

で
は
、
な
ぜ
「
少
年
刑
法
」
と
「
少
年
援
助
」
と
は
厳
格
に
分
離
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

A
W
O提
案
は
、
現
在
少
年
援

助
も
司
法
も
、
犯
罪
に
及
ん
だ
少
年
を
め
ぐ
る
激
化
す
る
問
題
状
況
に
適
切
に
対
応
し
て
い
な
い
、
と
い
う
。
高
い
累
犯
率
が
示
す
よ

う
に
、
自
由
剥
奪
処
分
を
用
い
る
刑
事
司
法
制
度
は
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
携
わ
る
少
年
係
裁
判
官
や
少
年
係
検

察
官
は
若
年
者
の
た
め
の
教
育
の
担
い
手
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
、
と
い
う
。
教
育
と
刑
問
と
の
結
合
に
お
い
て
新
し
い
質
を
探
す
も

の
の
そ
れ
を
見
つ
け
出
し
て
い
な
い
少
年
刑
法
に
お
い
て
は
、
「
教
育
」
と
「
刑
罰
」
が
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
で
は
教
育
的

活
動
の
刑
事
化
が
、
他
方
で
は
量
刑
に
お
け
る
「
割
り
増
し
」
や
手
続
的
権
利
の
制
約
が
、
引
き
起
こ
さ
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

A
W
O提
案
は
、
特
に
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
を
、
次
の
よ
う
に
評
価
す

る
。
「
教
育
者
が
司
法
に
教
育
的
な
方
向
性
を
期
待
す
る
一
方
で
、
法
律
家
は
世
紀
の
は
じ
め
以
来
、
教
育
者
の
概
念
と
内
容
を
借
用
し

て
き
た
。
特
に
い
わ
ゆ
る
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
よ
り
、
彼
ら
は
『
ソ

l
シ
ャ
ル
・
ワ
l
ク
と
の
協
約
に
お
け
る
帝
国
主
義
的
侵
略
」

を
企
て
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
双
方
の
専
門
家
が
本
来
的
な
機
能
と
権
限
と
を

l
特
に
法
治
国
家
的
に

l
必
要
な
質
で
満
た
す
こ
と
を
困

難
に
す
る
危
険
性
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
」
「
こ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
成
人
刑
法
と
少
年
刑
法
と
の
共
通
性
を
再
発

見
す
る
こ
と
で
あ
る
」
。

A
W
O提
案
は
、
「
実
務
に
よ
る
少
年
刑
法
改
革
」
の
動
き
に
、
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へ
の
刑
事
司
法
に
よ
る
「
侵
略
」
を
、
他
面
、
少
年
司
法
の
「
軟
化
」
と
少
年
の
法
治
国
家
的
権
利
の
侵
害
を
看
取
す
る
の
で
あ
る
。

三
そ
れ
で
は
、
少
年
司
法
は
ど
の
よ
う
に
改
革
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。
「
少
年
刑
法
」
と
「
少
年
援
助
」
、
「
法
治
国
家
原
則
」
と
「
社

会
国
家
原
則
」
と
の
厳
格
な
峻
別
を
主
張
す
る
A
W
O提
案
に
お
け
る
具
体
的
な
改
革
提
案
は
、
大
き
く
は
ふ
た
つ
の
事
柄
に
分
け
ら

れ
う
る
。
ひ
と
つ
は
、
体
系
的
問
題
で
あ
り
、
「
少
年
刑
法
」
と
「
少
年
援
助
」
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
範
囲
の
同
定
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
残
さ
れ
た
「
少
年
刑
法
」
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

A
W
O提
案
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
犯
罪
の
重
さ
を
基
準
と
し
て
、
「
自
由
主
義
的
法
治
国
家
的
刑
事
司
法
」
と
「
社
会
国
家
的
」

な
少
年
援
助
と
の
対
象
範
囲
を
画
定
す
る
。
軽
微
犯
罪
が
分
類
さ
れ
る
よ
う
な
犯
罪
の
場
合
に
は
、
実
体
的
な
軽
微
性
の
原
則
が
妥
当

し
、
介
入
な
し
に
手
続
が
打
ち
切
ら
れ
る
。
中
程
度
の
犯
罪
の
場
合
に
は
、
刑
罰
的
対
応
に
対
し
、
援
助
的
対
応
が
優
先
す
る
。
す
で

に
少
年
裁
判
所
法
第
四
五
条
第
二
項
お
よ
び
第
四
七
条
は
、
少
年
援
助
に
よ
る
教
育
的
措
誌
を
認
め
て
お
り
、
刑
事
手
続
を
打
ち
切
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
争
い
が
な
い
の
に
暴
力
行
為
に
及
ぴ
、
他
人
の
人
格
的
不
可
侵
性
を
著
し
く
損
な
っ
た

場
合
な
ど
の
「
重
大
犯
罪
」
の
と
き
に
は
、
一
般
予
防
を
考
慮
し
な
い
「
規
範
の
確
証
」
を
目
的
と
す
る
刑
事
司
法
が
優
先
す
る
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
措
置
は
、
少
年
刑
賦
課
要
件
と
し
て
の
「
有
害
な
性
向
」
や
「
責
任
の
重
大
性
」
の
削
除
な
ど
、
年
齢
お
よ
び
少
年

の
特
別
な
生
活
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
構
築
に
向
け
た
抜
本
的
改
革
を
前
提
と
す
る
。
ま
た
こ
の
場
合
で
も
、
少
年
自
身
あ
る
い
は

少
年
の
成
長
に
と
っ
て
有
害
な
結
果
を
回
避
す
る
た
め
に
、
可
能
な
限
り
自
由
剥
奪
を
回
避
す
る
と
い
う
原
則
が
妥
当
す
る
、
と
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
上
で
残
さ
れ
た
「
少
年
刑
法
」
は
ど
の
よ
う
に
変
革
さ
れ
る
べ
き
か
。

A
W
O提
案
は
、
次
の
よ
う
な
具
体
的
な

－防｝

改
革
施
策
を
提
示
す
る
。
い
わ
ゆ
る
青
年
を
全
面
的
に
少
年
刑
法
の
対
象
と
す
る
こ
と
、
少
年
拘
禁
ゃ
い
わ
ゆ
る
不
服
従
拘
禁
を
廃
止

す
る
こ
と
、
保
護
観
察
を
改
善
し
、
そ
の
取
消
し
は
保
護
観
察
期
間
中
に
新
た
に
少
年
刑
の
言
渡
し
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
行
わ
れ
る

べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
、
一
五
歳
の
者
に
つ
い
て
未
決
勾
留
を
禁
止
す
る
こ
と
、
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四
歳
、

一
六
歳
と
い
う
処
罰
成
人
年
齢
の
導
入
な



ど
に
よ
り
拘
禁
を
回
避
す
る
こ
と
、
重
大
な
暴
力
犯
の
場
合
に
の
み
規
範
確
証
の
た
め
に
少
年
刑
を
賦
課
し
、
そ
の
期
間
を
最
長
五
年

に
限
定
す
る
こ
と
、
刑
期
の
二
分
の
一
が
経
過
し
た
後
、
原
則
的
に
、
仮
釈
放
を
行
う
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
未
決
勾
留
や
少
年
刑
が
科

少年手続における「教育忠忽jと「法治国家原則J

さ
れ
る
全
て
の
手
続
に
お
い
て
弁
護
人
の
選
任
を
保
障
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

四
こ
の
よ
う
に
A
W
O提
案
は
、
「
少
年
援
助
」
の
活
動
領
域
を
拡
大
し
、
「
少
年
刑
法
」
が
妥
当
す
べ
き
範
囲
を
大
き
く
限
定
し

た
上
で
、
自
由
剥
奪
の
回
避
を
図
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え
ば
、

A
W
O
提
案
に
見
ら
れ
る
一
一
般
の
「
刑
法
主
義
」
は
、
刑
問
主
義
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
少
年
刑
法
」
の
領
域
に
お
い
て
、
少
年
を
対
象
と
す
る
制
度
の
理
念
と
し
て
「
教
育
思
想
」
を
否
定
し
、

「
法
治
国
家
原
則
」
と
「
社
会
国
家
原
則
」
と
を
厳
格
に
分
離
す
る
こ
と
は
、
何
を
帰
結
す
る
の
か
。
問
題
は
、
狭
い
範
囲
で
残
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
「
少
年
刑
法
」
に
お
い
て
、
少
年
の
特
性
が
実
質
的
に
ど
の
よ
う
に
考
臆
さ
れ
る
か
で
あ
ろ
う
。

A
W
O提
案
は
、
実
体
的
側
而
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
重
大
な
犯
罪
の
場
合
も
、
経
験
的
に
解
明
さ
れ
た
少
年
刑
法

は
、
一
般
予
防
的
思
索
に
は
、
立
ち
戻
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
」
、
「
少
年
に
対
す
る
国
家
的
な
刑
罰
要
求
は
、
比
例
性
原
則
に
よ
る
特

別
な
方
法
に
お
い
て
限
定
さ
れ
る
。
比
例
性
原
則
は
、
刑
罰
を
制
限
す
る
特
別
な
機
能
を
も
っ
。
少
年
は
、
成
人
よ
り
も
少
な
く
し
か
、

行
為
の
責
任
を
負
わ
せ
ら
れ
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。

そ
れ
で
は
、
手
続
的
側
而
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

A
W
O提
案
は
、
現
下
の
「
少
年
刑
事
手
続
」
に
お
い
て
少
年
が
疎
外
さ
れ
て
い

る
状
況
を
、
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
「
形
式
化
さ
れ
た
手
続

ε
g
F
E豆一位。
2
0
〈

R
E
F
5
2）
や
、
警
察
官
、
検
察
官
そ
し
て
裁
判

官
の
官
僚
的
／
家
父
長
的
な
態
度
は
、

心
を
聞
く
こ
と
（

O
E
M
g
m）
や
受
け
容
れ

S
Z
8
gロN
）
よ
り
も
む
し
ろ
少
年
の
抵
抗
や
反
抗

い
く
つ
か
の
経
験
的
な
研
究
は
裏
付
け
、
記
述
し
て
い
る
。
裁
判
官
が
明
ら
か
に
実

的
な
態
度
を
強
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
、

際
的
な
問
題
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
裁
判
官
自
身
が
、
審
判
内
容
の
推
移
や
判
決
を
言
葉
の
上
に
お
い
て
も
意
味
内

理
解
す
る
こ
と
す
ら
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
少
年
た
ち
に
よ
り
、
再
三
に
わ
た
り
、
述
べ
ら
れ
て
い
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る
。
少
年
は
、
審
判
の
経
過
を
公
正
な
審
判
運
営
と
し
て
、
稀
に
し
か
評
価
し
て
い
な
い
」
。
し
か
し
、

A
W
O提
案
は
、
現
在
の
少
年

刑
事
手
続
に
関
し
、
「
教
育
的
手
続
」
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
少
年
を
納
得
さ
せ
、
少
年
が
さ
ら
に

犯
罪
行
為
に
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
ほ
ど
に
、
関
係
司
法
機
関
や
関
係
者
が
少
年
に
感
銘
を
与
え
る
と
い
う
の
は
、

【印｝

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
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フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
あ
る
審
判
手
続
を
、
ど
の
よ
う
に
改
革
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

A
W
O提
案
は
、
円
卓
方
式
に
よ
る

－ω｝ 

審
判
手
続
も
、
余
り
適
切
な
も
の
と
は
忠
わ
れ
な
い
、
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
裁
判
官
や
検
察
官
が
、
教
育
者
の
役
割
を
代
わ

り
に
来
た
す
こ
と
は
、
余
り
意
味
の
あ
る
こ
と
と
は
忠
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
法
治
国
家
的
な
手
続
を
遂
行
す
る
の
に
負
担
と
な
り
、

教
育
と
い
う
隠
れ
蓑
の
下
で
、
刑
事
手
続
的
、
憲
法
的
に
保
障
さ
れ
た
被
告
人
の
基
本
権
を
減
じ
る
こ
と
に
な
る
。
司
法
の
唯
一
の
任

務
は
、
少
年
刑
事
手
続
に
お
い
て
も
、
個
々
の
事
案
に
お
け
る
規
範
確
証
に
寄
与
す
る
よ
う
に
、
構
成
要
件
、
違
法
性
、
有
資
性
、
そ

し
て
行
為
に
見
合
っ
た
制
裁
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

A
W
O提
案
が
最
終
的
に
活
路
を
見
出
す
の
は
、

弁
護
人
選
任
の
保
障
で
あ
る
。
「
少
年
の
利
益
代
弁
を
強
化
し
、
社
会
内
で
の
代
替
策
の
探
求
を
推
進
し
、
少
年
に
と
っ
て
手
続
の
内
容

と
経
過
を
明
瞭
で
納
得
の
い
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
未
決
勾
留
や
少
年
刑
が
科
さ
れ
る
全
て
の
手
続
に
お
い
て
は
、
弁
護
人
の
選
任

が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

A
W
O提
案
に
兄
ら
れ
る
全
般
的
な
問
題
と
し
て
は
、
「
規
範
確
証
」
概
念
の
不
明
確
性
、
そ
の
一
般
予
防
と
の
異
同
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
最
も
本
質
的
な
批
判
は
、
少
年
援
助
と
少
年
刑
法
と
の
厳
格
な
分
離
は
、
独
自
の
少
年
制
度
の

存
在
を
も
は
や
正
当
化
し
な
い
、
と
い
う
批
判
で
あ
ろ
う
。

A
W
O提
案
は
、
単
に
制
度
を
よ
り
行
為
の
重
さ
に
見
合
っ
た
も
の
に
し
、

行
為
者
の
若
い
年
齢
を
理
由
と
し
て
特
別
に
緩
和
さ
れ
た
刑
問
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
特
別
な
少
年

裁
判
管
轄
は
必
要
な
く
、
ま
し
て
や
「
教
育
的
に
能
力
の
あ
る
」
少
年
係
裁
判
官
や
少
年
係
検
察
官
は
必
要
な
く
な
る
、
と
い
う
批
判

五



は
、
正
鵠
を
得
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
て
こ
こ
で
議
論
の
祖
上
に
載
せ
た
い
の
は
、

A
W
O提
案
に
お
け
る
少
年
手
続
の
あ
り
方
、
少
年
に
対
す
る
手
続
的
な

「
法
治
国
家
的
保
障
」
の
あ
り
方
で
あ
る
。

A
W
O提
案
は
、
「
心
を
開
く
こ
と
や
受
け
容
れ
よ
り
も
む
し
ろ
少
年
の
抵
抗
や
反
抗
的
な

少年手続における「教育忠惣」と「法治［!!J家原則J

態
度
を
強
め
る
こ
と
に
寄
与
す
る
」
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
形
式
化
さ
れ
た
手
続
」
を
挙
げ
る
。
こ
の
点
は
、
「
少
年
刑
事
手
続
」

に
お
い
て
ま
さ
に
少
年
自
身
が
疎
外
さ
れ
て
い
る
現
実
を
示
す
点
で
、
わ
れ
わ
れ
に
も
教
え
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

Aω）
 

の
一
方
で
、

A
W
O
提
案
は
、
「
定
式
化
は
、
被
疑
者
、
被
告
人
そ
し
て
被
有
罪
一
一
一
一
口
波
し
者
の
手
続
的
権
利
の
擁
護
を
意
味
す
る
」
と
述

べ
、
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
徹
底
し
た
形
式
化
を
図
っ
た
上
で
、
弁
護
人
選
任
の
保
障
を
提
案
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
ず
第
一
に
、

A
W
O提
案
が
自
ら
指
摘
す
る
よ
う
な
少
年
の
疎
外
状
況
が
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
現
実
と
し
て

あ
る
と
す
れ
ば
、
弁
護
人
の
手
続
参
加
の
み
に
よ
り
、
「
少
年
に
と
っ
て
手
続
の
内
容
と
経
過
が
明
瞭
で
納
得
の
い
く
よ
う
に
」
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
弁
護
人
の
選
任
を
保
障
す
る
こ
と
自
体
は
、
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
年
の
主

体
的
な
手
続
関
与
を
保
障
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
弁
護
人
が
手
続
に
関
与
す
る
意
義
は
、
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
、
現
実
的

に
検
察
官
が
立
ち
会
う
「
少
年
刑
事
手
続
」
を
採
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
必
要
的
弁
護
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
の
意
義
は
過
小
評
価
し

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、
も
し
、
少
年
手
続
の
中
心
は
少
年
自
身
で
あ
る
と
い
う
核
心
的
な
視
点
が
欠
け
る
と
す

れ
ば
、
弁
護
人
が
少
年
手
続
に
関
与
し
た
と
こ
ろ
で
、
大
人
の
中
に
少
年
が
埋
没
す
る
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
手
続
関
与
者
の
「
宵

僚
的
／
家
父
長
的
な
態
度
」
が
少
年
の
疎
外
を
招
く
の
と
同
様
に
、
少
年
手
続
の
中
心
は
少
年
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
欠
き
、
形
式
的
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に
の
み
弁
護
人
が
手
続
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
少
年
は
ま
す
ま
す
手
続
か
ら
疎
外
さ
れ
、
主
体
的
に
手
続
に
参
加
し
え
ず
、
結

局
の
と
こ
ろ
、
実
質
的
な
法
治
国
家
的
保
障
は
な
さ
れ
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
少
年
手
続
の
中
心
は
あ
く
ま
で
少
年
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
弁
護
人
の
選
任
を
少
年
に
保
障
す
る
こ
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と
も
、
法
治
国
家
的
保
障
を
実
質
化
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
は
あ
っ
て
も
、
十
分
条
件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
に
、
「
法
治
国
家
原
則
」
と
「
社
会
国
家
原
則
」
と
を
般
格
に
峻
別
す
る
A
W
O提
案
の
「
少
年
刑
法
」
、
「
少
年
刑
事
手

続
」
に
お
い
て
は
、
援
助
的
要
素
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
少
な
く
と
も
国
家
的
な
援
助
義
務
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
「
法
治
国
家

的
保
障
」
を
実
質
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
少
年
の
主
体
的
な
手
続
関
与
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
成
長
過
程
に
あ
り
未

成
熟
な
少
年
が
主
体
的
に
手
続
に
参
加
し
う
る
た
め
に
は
、
他
の
手
続
関
与
者
に
よ
る
少
年
に
対
す
る
援
助
が
必
要
で
あ
る
。
少
年
に

対
す
る
実
質
的
な
「
法
治
国
家
的
保
附
」
が
援
助
と
い
う
法
治
国
家
原
則
か
ら
は
導
出
し
え
な
い
要
素
を
不
可
欠
な
も
の
と
す
る
以
上
、

A
W
O提
案
が
示
す
よ
う
な
「
社
会
国
家
原
則
」
と
切
り
離
す
こ
と
に
よ
る
「
法
治
国
家
原
則
」
の
徹
底
は
、
逆
に
「
法
治
国
家
原
則
」

を
実
質
的
に
保
障
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

A
W
O提
案
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
「
少
年
刑
法
」
に
お
い
て
最
も
「
法
治
国
家
原
則
」
を
強
調
し
、
最
も
「
法
治
国
家
的
保
障
」
を

徹
底
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
少
年
に
対
す
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
が
形
式
的
な
も
の
に
と
ど

ま
る
こ
と
の
危
う
さ
を
、

A
W
O提
案
は
呈
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
法
治
国
家
原
則
」
と
い
う
自
由
主
義
的
な
概
念
に
還
元

で
き
な
い
要
素
を
切
り
捨
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
年
に
対
す
る
実
質
的
な
「
法
治
国
家
的
保
陣
」
す
ら
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
少
年
に
対
す
る
「
援
助
」
の
裏
付
け
を
欠
い
た
「
法
治
国
家
原
則
」
は
画
餅
に
帰
す
る
。
少
年
に
対
す
る
法
治
国
家
的
保

障
は
、
少
年
を
中
心
と
し
た
手
続
に
お
い
て
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
援
助
を
前
提
と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

六
以
上
に
、
一
九
九

O
年
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
と
一
九
九
二
年
D
V
J
J提
案
、
一
九
九
三
年
A
W
O提
案
を
検
討
し

て
き
た
。
こ
こ
で
も
ふ
た
つ
の
事
柄
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
第
一
は
、
新
し
い
「
少
年
刑
法
」
の
方
向
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
少
年
裁

判
所
法
第
一
次
改
正
法
や
そ
の
後
の
新
し
い
立
法
提
案
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
方
向
性
は
、
実
体
的
な
刑
法
的
統
制
の
縮
小
に
あ
る
。

内
容
的
に
不
徹
底
で
妥
協
を
も
内
包
し
た
第
一
次
改
正
法
で
す
ら
、
少
年
拘
禁
、
少
年
刑
の
回
避
を
図
り
、
未
決
勾
留
の
制
限
に
も
者
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少年手続における「教育思想jと「法治同家原lllJJ

A
W
O提
案
に
お
い
て
も
、
処
間
成
人
年
齢
の
創
設
な
ど
の
新
た
な
提
案
も
含
め
て
、
第
一
次

ダ
イ
ヴ
ァ
！
ジ
ョ
ン
範
囲
の
拡
大
と
い
う
方
向
性
は
、
継
承
、
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
実
体

的
な
脱
刑
法
化
が
、
一
貫
し
た
方
向
性
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

第
二
は
、
「
教
育
思
想
」
と
「
法
治
国
家
原
則
」
と
の
関
係
、
な
か
ん
ず
く
手
続
に
お
け
る
そ
の
関
係
で
あ
る
。
第
一
次
改
正
法
は
、

「
教
育
思
想
」
の
あ
り
方
や
手
続
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
つ
き
、
明
示
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の

D
V
J
J提
案
、

A
W
O提
案
で
は
、

意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
「
教
育
思
想
」
か
ら
何
を
抽
出
す
る
の
か
、
「
教
育
思
想
」
と
「
法
治
国
家
原
則
」
と
の
閑
に
交
錯
点
を
認

め
る
の
か
、
両
者
を
厳
格
に
峻
別
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
る
の
か
、
で
あ
る
。
少
年
刑
法
の
縮
小
や
少
年
援
助
の
拡
大
と
い
う
方
向

性
、
そ
し
て
個
々
的
な
具
体
的
提
案
の
多
く
に
お
い
て
も
一
致
を
見
せ
る
両
提
案
の
相
違
は
、
残
さ
れ
る
べ
き
「
少
年
刑
法
」
が
い
か

に
あ
る
べ
き
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

D
V
J
J提
案
が
、
少
年
へ
の
援
助
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
少
年
像
、

少
年
を
中
心
と
し
た
手
続
を
核
と
し
て
、
新
し
い
「
少
年
刑
法
」
像
を
描
く
の
に
対
し
、

A
W
O
提
案
は
、
「
白
自
主
義
的
法
治
国
家
的

保
障
」
と
徹
底
し
た
手
続
の
形
式
化
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
両
者
の
本
質
的
相
違
は
、
少
年
に
対
す
る
実
質
的
な
「
法
治
国
家
的
保
障
」
と
い
う
点
に
お
い
て
、
顕
在
化
す
る
。
少
年

に
対
す
る
実
質
的
な
「
法
治
国
家
的
保
障
」
は
、
少
年
自
身
の
主
体
的
な
手
続
参
加
を
前
提
と
し
、
そ
の
た
め
の
援
助
を
不
可
欠
の
前

提
と
す
る
。
そ
の
意
味
で
「
社
会
国
家
原
則
」
と
切
り
離
さ
れ
た
「
法
治
国
家
原
則
」
の
徹
底
は
、
そ
の
実
質
的
な
保
障
の
不
可
能
性

手
し
た
。
そ
の
後
の

D
V
J
J提
案
、

改
正
法
が
示
し
た
自
由
剥
奪
の
回
避
、

を
帰
結
す
る
。
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ま
た
、
両
提
案
が
形
式
的
に
は
一
致
を
見
せ
る
必
要
的
弁
護
人
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
少
年
に
対
す
る
実
質
的
な
「
法

治
国
家
原
則
」
の
保
障
に
資
す
る
か
否
か
と
い
う
点
に
お
い
て
差
違
が
生
じ
う
る
。
少
年
に
対
す
る
実
質
的
な
「
法
治
国
家
的
保
障
」

が
、
少
年
自
身
の
主
体
的
な
手
続
参
加
を
不
可
欠
の
も
の
と
す
る
以
上
、
少
年
自
身
が
手
続
に
お
い
て
疎
外
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
少
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年
を
対
象
と
し
た
手
続
の
中
心
は
少
年
で
あ
る
と
い
う
核
心
が
欠
け
れ
ば
、
弁
護
人
が
手
続
に
関
与
し
た
と
こ
ろ
で
、
実
質
的
な
「
法

治
国
家
的
保
障
」
は
な
し
え
な
い
。
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
に
お
け
る
「
法
治
国
家
的
保
障
」
は
、
少
年
が
手
続
の
中
心
で
あ
る
こ
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と
を
不
可
欠
の
要
素
と
し
、
ま
た
少
年
へ
の
援
助
的
要
素
を
不
可
欠
の
前
提
と
す
る
の
で
あ
る
。

A
W
O
提
案
が
「
教
育
思
想
」
を
「
少
年
刑
法
」
の
指
導
理
念
と
し
て
放
棄
す
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
た
こ
と
は
、
刑

も
ち
ろ
ん
、

問
主
義
を
排
す
こ
と
を
企
図
し
た
こ
と
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
。
極
右
少
年
に
よ
る
犯
罪
の
問
題
化
や
統
計
上
の
少
年
犯
罪
の
増
加
の

－陥－

問
題
化
を
背
景
に
、
政
治
的
に
も
新
保
守
主
義
的
な
主
張
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
背
景
と
し
て
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
逆
に
、
成
人
と
同
一
の
国
家
活
動
制
約
原
理
で
あ
る
「
法
治
国
家
原
則
」
と
い
う
概
念
で

は
拾
い
切
れ
な
い
要
素
、
少
年
の
特
性
の
考
慮
を
安
易
に
切
り
捨
て
て
し
ま
え
ば
、
結
局
は
、
結
論
に
お
い
て
容
易
に
刑
罰
主
義
と
一

致
を
見
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が
、
確
認
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
問
）
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
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肉
色
g

E
旬。ロ品開。『一
nzgmmmoss－
Z
』
巧

S
S
E－p
m・8
丘町・・

Z
・〈芯｝
Mgmロロ

5
2
（〉ロヨ・品。）・

ω・自由町内・－

Z
・』
g
m
E
S釦
（
〉
ロ
ヨ
・
お
）
－

m－H
g
R・

わ
が
国
に
お
い
て
、
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
九
山
雅
夫
「
ド
イ
ツ
の
少
年
裁
判
所
法
に

つ
い
て
」
南
山
法
学
一
六
巻
三
・
四
号
（
一
九
九
三
）
一
三
七
頁
以
下
、
後
藤
弘
子
「
ド
イ
ツ
の
少
年
裁
判
所
法
に
つ
い
て
」
部
登
俊
雄
編
者
・
前

掲
書
一
九
九
四
註
（
M
）
二

O
三
頁
以
下
、
比
嘉
康
光
「
ド
イ
ツ
少
年
刑
法
改
正
概
観
」
「
古
川
経
夫
先
生
古
桶
祝
賀
論
文
集
刑
事
法
学
の
歴
史
と

課
題
』
法
律
文
化
社
（
一
九
九
四
）
五
九
一
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
少
年
刑
法
に
つ
い
て
（
上
）
（
下
こ
ケ
l
ス
研
究
二
四
五
号
（
一
九
九
六
｝
二



少年手続における「教育思想Jと「法治Iii!家原則J137 

頁
以
下
、
二
四
九
号
（
一
九
九
六
）
二
頁
以
下
。
な
お
、
一
九
九
七
年
四
月
一
日
現
在
妥
当
し
て
い
る
少
年
裁
判
所
法
お
よ
び
そ
の
基
準
の
邦
訳
に

つ
い
て
は
、
土
井
政
相
・
武
内
謙
治
（
訳
）
「
ド
イ
ツ
少
年
裁
判
所
法
お
よ
び
同
法
基
準
」
九
州
大
学
法
政
研
究
六
四
巻
第
一
号
（
一
九
九
七
）
一
七

七
頁
以
下
（
そ
の
う
ち
少
年
裁
判
所
法
の
抄
訳
に
つ
い
て
は
、
津
登
俊
雄
・
斉
藤
盟
治
編
者
・
前
掲
書
一
九
九
八
詑
（

M
）
四
二
八
頁
以
下
）
を
参

（
山
）
回
己
『
－
a
g司巾同一
0
2ロ
岡
・
同
三
宅
ロ
ユ
旦
5ω
開

g
Zロ
の
め
招
件
目
ω
N
Z『
〉
ロ
己
0
2
3
m
品。
ω
』
cmO一コ色一問。一ユの冨
ω
m
g
S
N
2
2・
』
の
の
〉
ロ
品
。
）
〈
Oヨ
凶
吋
・
ロ
・

目。∞由・回斗・
0
3・
ロ
＼
印
∞

NPω
・】・

（
山
）
回
寸
・
ロ
3
・
2
＼印∞

NPωω
・＝『・・同日『・

（
山
）
回
1

『・ロ『
ω・
＝
＼
印
∞
M
由・∞－
H
N
・

（
山
）
回
吋
・
ロ
『
ω
・
己
＼
印
mwN山

Yωω
・H
N
・呂町・

（
山
）
回
吋
，
・
ロ
『
ω・
己
＼
印
∞
N
e
・∞∞－
H
N
『・・店内・

（
川
）
回
、
『
・
ロ
司
ω
・
＝
＼
印
∞
N山

ymω
－Hω
・Nω
町内・

（
附
）
回
1

「・ロ「
ω・
己
＼
印
∞
N
由・∞∞－

z・M
M
・

（
叩
）
回
、
『
・
ロ
『
ω
・
己
＼
印
∞
N山
Y

∞∞－

z－N
2
・

（
川
）
一
九
八
九
年
政
府
草
案
に
附
さ
れ
て
い
る
理
由
書
は
、
未
決
勾
留
と
そ
の
基
礎
と
な
る
行
為
と
の
比
例
性
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
や
、

ま
さ
に
若
年
の
犯
罪
行
為
者
に
未
決
勾
留
の
執
行
が
特
別
な
負
担
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
が
余
り
に
わ
ず
か
し
か
考
ほ
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判

が
あ
る
、
と
指
摘
し
た
上
で
、
一
四
ー
一
五
蔵
の
少
年
の
場
合
、
逃
走
の
お
そ
れ
を
理
由
と
し
た
未
決
勾
留
は
、
例
外
的
に
の
み
認
め
ら
れ
る
、
と
述

べ
る
。
回
吋
・
ロ
ヨ
・
己
＼
印
認
。
・

ωω
－
z－
包
号
・
ま
た
、
理
由
者
は
、
「
殺
人
罪
を
有
責
に
犯
し
、
世
間
的
に
は
特
に
危
険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
一
間
歳

ー
一
五
畿
の
少
年
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
、
未
決
勾
偶
は
、
適
切
で
な
い
よ
う
に
忠
わ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
回
↓
－

u
g－－
H

＼印∞包・∞・
ωω

・

（
問
）
理
由
主
H

は
、
未
決
勾
留
下
に
あ
る
少
年
に
対
す
る
必
要
的
な
弁
護
人
の
選
任
は
、
二
つ
の
側
面
の
考
慮
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ひ
と

つ
は
、
少
年
の
防
禦
能
力
の
考
嘩
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
。
少
年
は
、
未
成
熟
で
あ
り
、
人
生
経
験
が
欠
け
、
同
家
機
関
と
の
か
か
わ

り
に
つ
き
経
験
が
な
く
、
言
語
表
現
能
力
が
限
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
成
人
に
対
し
防
禦
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
少
年
が
ひ
と
り
で
裁

判
所
に
対
し
、
侵
害
強
度
が
低
い
他
の
収
脊
形
態
に
よ
り
未
決
勾
留
を
回
避
し
う
る
吋
能
性
を
示
す
こ
と
も
、
間
縦
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
併
怖
は

自
由
剥
奪
に
よ
り
さ
ら
に
強
め
ら
れ
る
、
と
。
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
は
、
成
長
期
に
あ
る
少
年
が
普
段
の
生
活
環
境
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
窓
味
の
考
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成
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
未
決
勾
留
下
に
あ
る
少
年
は
特
に
孤
独
で
ひ
ど
く
苦
し
む
。
未
決
勾
留
そ
れ
自
体
に
お
い
て
、
そ
し
て
若

年
者
が
成
長
下
に
あ
り
そ
の
人
格
が
固
ま
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
若
年
者
が
著
し
く
不
利
益
を
及
ほ
さ
れ
る
状
況
に
置
か
れ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
由
剥
奪
の
み
な
ら
ず
、
普
段
の
社
会
環
境
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
が
悪
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
は
、
成
人
よ
り
も
少
年
の
場
合

に
顕
著
で
あ
る
、
と
。
回
づ
ロ

a－H
H

＼印∞巴－

m
m－
z・
N
2・

（
問
）
回
］
「
・

ua－
Z
＼印∞
N山

y
m－H
印・

（
m）
理
由
香
は
、
さ
ら
な
る
包
括
的
な
改
正
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
「
問
題
を
解
決
す
る
提
案
が
な
お
も
仕
上
が
っ
て
お
ら
ず
、
あ
る

い
は
な
お
も
十
分
に
議
論
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
本
草
案
は
、
少
年
刑
法
の
一
定
の
問
題
群
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
な
い
」
と
し
、
そ
の
よ
う

な
問
題
群
に
は
以
下
の
事
項
が
属
す
る
と
し
て
い
る
。
①
背
年
の
刑
法
的
処
置
、
②
教
育
処
分
と
懲
戒
処
分
と
の
関
係
、
③
少
年
刑
の
賦
却
に
関
す

る
要
件
、
④
少
年
刑
の
構
造
的
な
形
成
、
⑤
少
年
刑
事
手
続
に
お
け
る
弁
護
人
の
さ
ら
な
る
協
力
、
⑥
少
年
の
過
剰
な
媛
越
の
危
険
性
（
教
育
思
想
／

比
例
性
原
則
て
⑦
少
年
司
法
の
制
裁
実
務
に
お
け
る
制
裁
評
価
思
想
（
印
可
え
Z
U
S
E
g
w
g）
お
よ
び
上
外
傾
向
（
〉
え
R
E
C
W巴
g
m
ω
Zロ・

色
g
N
g）
、
⑧
少
年
刑
事
手
続
に
お
け
る
少
年
審
判
補
助
の
地
位
と
任
務
、
⑨
捜
査
手
続
と
上
訴
手
続
、
⑬
少
年
刑
法
の
特
殊
性
に
閲
す
る
裁
判
官
、

検
察
官
お
よ
び
弁
護
人
の
専
門
教
育
と
職
業
教
育
、
⑪
少
年
係
裁
判
官
が
制
裁
を
命
じ
遂
行
す
る
場
合
に
、
少
－
K
お
よ
び
女
性
の
利
益
を
場
合
に
よ

っ
て
は
強
く
必
要
的
に
考
慮
す
る
こ
と
。
回
づ
U
3・
＝
＼
印
∞
N
P
ω
－E
同・

（
印
）
具
体
的
に
は
、
一
九
八
九
年
一

O
月
一
八
日
に
回
。
ユ
吉
に
よ
り
ふ
た
つ
の
動
識
が
な
さ
れ
、
例
年
一

O
月
一
九
日
に
は

Z
2号
宮
古
・
宅

g
広
巴

g

に
よ
る
動
議
、
同
年
一

O
月
一
九
日
に
出
ωヨ
σロ
晶
に
よ
る
ふ
た
つ
の
動
識
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

（
悶
｝
〈
包
・
〉
z
g
m
品
耳
目
吋
g
w
z。
ロ
門
町
司
印
旦
）
・
同
止
。
司
ヨ
色
。
ω』
c
m
g仏
関
耳
目

n
y
Z〈ゆえ防｝回『
gω
・回、
F
U
g－
＝
＼
品
∞
N
。
・
印
・
民
・
そ
の
後
、
叫
ぴ
辿
邦
参

議
院
に
お
い
て
法
案
が
可
決
さ
れ
る
直
前
の
一
九
九

O
年
七
月
六
日
に
は
、
結
局
は
否
決
さ
れ
た
も
の
の
、
∞

g『－
m互
に
よ
り
、
短
期
拘
禁
を
削
除

す
る
目
的
で
、
両
院
協
議
会
を
求
め
る
動
識
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
凶
）
青
年
（
Z
O『
ωロ毛
ω
n
y
sロ
品
。
｝
に
関
す
る
少
年
裁
判
所
法
上
の
扱
い
が
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宮
津
浩
一
「
西
独
に
お
け
る

年
長
少
年
法
制
の
問
題
点
」
家
臨
裁
判
月
報
一
七
巻
五
日
す
ご
九
六
五
）
一
一
氏
以
下
、
同
「
西
独
に
お
け
る
年
長
少
年
法
制
の
改
正
動
向
」
家
庭
裁

判
月
報
一
八
巻
六
号
（
一
九
六
六
）
五
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
凶
）
社
会
民
主
党
に
よ
る
動
識
が
議
論
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
の
は
、
以
下
の
諸
点
で
あ
る
。
①
少
年
刑
事
手
続
の
打
切
り
に
関
す
る
要
件
の
改
善
、

②
援
護
指
示
、
社
会
訓
練
コ

l
ス
、
作
業
指
示
、
行
為
者
1

被
害
者
l

和
解
な
ど
の
社
会
内
処
分
、
社
会
教
育
的
処
分
の
カ
タ
ロ
グ
を
拡
大
し
、
施
設
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内
処
分
を
縮
小
す
る
こ
と
、
③
教
育
処
分
と
懲
戒
処
分
と
の
区
別
を
破
棄
す
る
こ
と
。
そ
の
代
わ
り
に
単
一
化
さ
れ
た
教
育
的
処
分
が
考
慮
さ
れ
る

べ
き
こ
と
、
④
問
題
解
決
を
少
年
と
一
緒
に
試
み
、
実
際
的
な
援
助
を
給
付
す
る
施
設
内
の
教
育
的
処
分
と
し
て
、
少
年
拘
禁
を
形
成
す
る
こ
と
、

⑤
少
年
刑
の
要
件
を
新
た
に
整
理
す
る
こ
と
。
「
有
害
な
性
向
」
の
概
念
は
代
替
な
く
削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
少
年
刑
は
特
に
量
い
犯
罪
行
為
の

場
合
に
の
み
科
す
こ
と
が
詐
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
行
為
責
任
に
よ
り
画
さ
れ
る
が
、
教
育
的
に
適
切
で
あ
る
場
合

に
は
、
期
間
は
行
為
賞
任
に
よ
り
幽
さ
れ
る
限
度
を
下
回
っ
て
批
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
⑥
不
定
期
の
少
年
刑
を
削
除
す
る
こ
と
、
⑦
保
護

観
察
の
た
め
の
刑
の
延
期
を
拡
充
す
る
こ
と
、
⑧
未
決
勾
留
の
制
限
。
一
間
説
。
一
五
議
の
対
す
る
未
決
勾
慌
の
禁
止
。
そ
の
代
わ
り
に
社
会
内
処
分

又
は
少
年
援
助
の
施
設
へ
の
一
時
的
な
収
容
を
行
う
こ
と
、
⑨
三

O
歳
以
上
の
者
を
少
年
係
裁
判
官
に
任
官
す
る
こ
と
。
任
官
後
五
年
間
、
こ
の
職

か
ら
外
さ
な
い
こ
と
。
犯
罪
学
、
社
会
教
育
学
、
心
理
学
、
制
神
医
学
の
分
野
に
お
け
る
適
切
な
職
業
教
育
を
法
律
中
に
文
而
化
す
る
こ
と
。
少
年

係
検
察
官
に
も
同
じ
こ
と
が
妥
当
す
べ
き
こ
と
、
⑩
少
年
刑
事
手
続
に
お
け
る
弁
護
を
拡
充
す
る
こ
と
、
。
青
年
を
完
全
に
少
年
刑
法
中
に
合
め
る

こ
と
。
背
年
に
対
す
る
少
年
刑
の
期
間
を
一

O
年
を
越
え
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
〉

2
5
m
号
『
司

g
r
z
g
弘司

ω苫
）
〈
。
ョ
ぉ
・
。
・

5
g・
回
づ
ロ
3
・

ロ＼品

S
N・
ω・
ロ
・
な
お
、
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
は
、
連
邦
議
会
に
お
い
て
、
最
後
ま
で
政
府
草
案
の
妥
協
性
を
認
め
ず
賛
成
に
加
わ
ら
な
か

っ
た
緑
の
党
を
除
い
て
、
社
会
民
主
党
を
合
め
た
圧
倒
的
多
数
に
よ
り
可
決
さ
れ
て
い
る
。
社
会
民
主
党
は
、
第
二
次
改
正
法
に
本
質
的
事
項
を
移

す
こ
と
で
第
一
次
改
正
法
の
妥
協
的
性
怖
を
ホ
認
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
凶
）
回

any－
zBooS℃
r
z
g
m
ロロ島田角川『－

nZ色
g
p
w
n
z
s
z
a
n
y
g
ω
g
｛。・〉

cgnycg
〈
。
ョ

z－
a
・
5由
0
・回、
H

，・巴『ω・＝＼

E
N
－－
m・ω
・
連
邦
議

会
が
迎
部
政
府
に
対
し
一
九
九
二
年
一

O
月
一
日
ま
で
に
拠
出
す
る
よ
う
勘
合
し
た
第
一
一
次
改
正
法
が
取
り
組
む
べ
き
と
さ
れ
る
事
．
唄
は
、
以
下
の

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
青
年
の
刑
法
的
処
置
、
②
教
育
処
分
と
懲
戒
処
分
と
の
関
係
、
③
少
年
刑
の
賦
課
に
関
す
る
要
件
、
④
少
年
刑
事
手

続
に
お
け
る
弁
護
人
の
さ
ら
な
る
協
力
、
⑤
少
年
の
過
剰
な
媛
識
の
危
険
性
（
教
育
思
想
／
比
例
性
の
原
則
て
⑥
少
年
司
法
の
制
裁
実
務
に
お
け
る

刑
問
評
価
思
想
と
上
昇
傾
向
、
⑦
少
年
刑
事
手
続
に
お
け
る
少
年
審
判
補
助
の
地
位
と
任
務
、
⑧
捜
査
手
続
と
上
訴
手
続
、
⑨
少
年
刑
法
の
特
殊
性

に
関
す
る
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
人
の
専
門
教
育
と
職
業
教
育
、
⑮
少
年
係
裁
判
官
が
制
裁
を
命
じ
、
遂
行
す
る
場
合
に
少
女
、
女
性
の
利
害
関

係
を
強
く
必
要
的
に
考
雌
す
る
こ
と
、
⑪
行
為
者
！
被
害
者
’
和
解
の
価
値
の
引
き
上
げ
、
で
あ
る
。
な
お
、
少
年
裁
判
所
法
第
二
次
改
正
法
政
府
草

案
は
、
い
ま
だ
に
連
邦
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

（
問
｝
回
吋
－

ua－
＝
＼
切
∞
N
p
m－
z・

（
問
）
巧
－
Z
E
D
N
E
2
（〉ヨコ－
H
o
s
・
ω・5
a・
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（
悶
）
〉
・
回
α
Fヨ

5
2
（〉ヨロ－
H
o
g
・
ω・印
ω品・

（
問
）
司
ロ
『
旦
ロ
ロ
ozom
』
c
m
g色町刷。ユ
nZω
問。
ω巾同
N・〈。『
R
Z
M助問。色
A
W

『
巴
〈
己
・
問
。
ョ
g
－g
E
2
N
C『問。『。『
5amwω
』
ロ
問
。
ロ
門
持
ユ
ヨ
吉
包
括
nzz・ロ〈』』・

』
。
ロ
ヨ
釦
一
戸
・
N＼
E
S・
ω・品『『・
D
V
J
J提
案
は
、
次
の
文
献
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ロ
〈
』
』
（

E
a
m・ア』
C問。
E
5
8
N
E－g
河内山
n
z
g
g
E・

司
ロ
『
包
ロ
ロ
2
g
』
cmgamo
ュn
v
z
m
g
o
R・図。ロロ

5
8・
ωω
・NHNR・－
N∞N
R・
－
品
切
忠
『
・
・
間
工
町
内
・
以
下
に
一
九
九
二
年
D
V
J
J提
案
を
引
用
す
る
際

に
は
、
ロ
〈
己
・
』

OC『
E
ニ－
N＼
EUN
に
よ
る
こ
と
に
し
、
委
員
会
名
と
頁
数
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

D
V
J
J提
案
と
後
に
検
討
す
る
A
W
O提
案
は

す
で
に
、
川
出
敏
裕
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
少
年
法
制
の
動
向
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

O
八
七
号
こ
九
九
六
）
八
六
頁
以
下
に
よ
り
比
較
的
詳
し
く
紹
介

さ
れ
て
い
る
ご
』
れ
ら
二
つ
の
立
法
提
案
を
比
較
し
た
も
の
と
し
て
、
以
下
の
文
献
を
参
照
。
↓
。
z
g
宮
司
E
R
回
g
z
z
g主
ロ
問
。
コ
同
ω
5
2
E留めい

可

g
o
∞
w
g
σ
s
o
w・
〈
命
『
拘
互
の
町
内
町
『
問
。
向
。
司
自
〈
。
『
R
z
a
o
品
。
『
ロ
〈
ロ

g
R凶
色
。
『
〉
巧
O
Nロ
ヨ
』
ロ
問
。
口
角
界
ユ
ヨ
吉
巴
g
n
z・
ロ
〈
己
・
』
ocgω
ニ

＼
5
2・∞－
Z
R・
nvユ
ωZSω
♀。－

N・
国
民
品
目
。
』
ロ
畑
町
内
口
内
出
向
ユ
ヨ
一

s
－z
n
y
z
E
r
w
m
m
aロ
O
N
E－S
ロ
E
V
O〈と・』
o
z
g旦
ω・品＼昌也印・∞－
M

由。
R・
な
お
、

D
V
J
J
の
組
織
構
成
と
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
比
嘉
康
光
・
前
掲
論
文
一
九
九
一

a
註
（

η
）
八
一
頁
以
下
を
参
照
。

（
問
）
例
え
ば
、
行
為
者
1

被
宮
者
1

和
解
の
効
果
に
関
し
て
、
第
I
委
員
会
は
、
可
間
性
自
体
が
な
く
な
る
と
す
る
の
に
対
し
て
、
第
W
委
員
会
は
、
検

察
官
、
裁
判
官
が
手
続
を
打
切
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
ロ
〈
己
・
守
口
ヨ
巳
「
N

＼
Z
S・
ω∞
・
戸
巴
・

（
印
）
第
I
委
員
会
は
、
一
六
議
未
満
の
少
年
に
つ
き
未
決
勾
留
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
若
年
者
一
般
に
つ
き
、
未
決
勾
留
は
な
お
も
強
〈

制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
、
定
ま
っ
た
住
居
が
な
い
こ
と
や
そ
の
他
若
年
者
の
困
難
な
生
活
状
況
は
、
犯
罪
行
為
を
き
っ
か
け
と
し

た
と
し
て
も
未
決
勾
倍
を
導
い
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
巴
〈
己
・
巴
E
O吋－
8
5
5一部一
oロ
一
何
回
同
存
立
ヨ
一

E
－－
ω一命『ロロ
m
H
S
N
（〉
S
E－－
ω
g－
m・

5
・第

m委
員
会
は
、
一
六
哉
未
満
の
少
年
に
対
し
未
決
勾
留
を
科
す
こ
と
が
詐
さ
れ
な
い
と
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
現
行
法
第
七
二
条
第
二
．
哨

に
お
い
て
「
逃
走
の
お
そ
れ
を
理
由
と
す
る
未
決
勾
留
」
の
制
限
が
妥
当
し
て
い
る
「
一
六
歳
」
未
満
と
い
う
年
齢
を
一
八
歳
に
ま
で
引
き
上
げ
る

べ
き
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
比
例
性
原
則
を
強
く
考
雌
す
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
、
定
ま
っ
た
住
居
の
な
い
こ
と
は
逃
走
の
危
険
を
ま
っ
た
く
栂
拠

づ
け
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
「
民
衆
の
怒
り
」
も
勾
留
理
由
と
な
り
え
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
そ
こ
で
は
同
時
に
、
次
の
よ
う
に
主
張
さ

れ
て
い
る
。
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
に
お
け
る
明
確
な
刑
事
政
策
的
目
的
は
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
勾
留
の
回
避
が
重
要
で
あ
り
、
次
に
未
決
勾
留
の
期
間
の
短
縮
化
が
、
最
後
に
具
体
的
な
勾
留
状
況
の
改
善
が
問

題
と
な
る
、
と
。
ロ
〈
己
・
巴
ロ
信
号
。
ョ
ヨ
山
田
町

Oロ
冨
－

pm刷O
E
g
z与
『
g
E
S
（〉ロヨ－

z
s－
m・Mm・第
W
委
員
会
も
第

m委
員
会
と
同
内
容
の
提

案
を
な
し
て
い
る
。
ロ
〈
己
－

c
z
o『｝
8
5
5一g
Zロ
ョ
・
河
onzm向。】
mgω
山首
g
g
】由也
N
（〉
D
E－－
ω
s
－
m・ωコ・
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（
問
）
第
W
委
員
会
は
、
少
年
拘
禁
を
代
替
な
く
廃
止
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
少
年
拘
禁
に
関
す
る
累
犯
調
査
は
懐
疑
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
、
と

指
摘
し
、
少
年
拘
禁
を
受
け
た
者
の
約
三
分
の
二
は
、
単
純
窃
盗
や
無
免
許
運
転
と
い
っ
た
軽
微
犯
罪
で
あ
り
、
そ
の
す
渡
し
に
関
し
て
は
、
失
業

や
ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
、
外
国
人
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
臆
さ
れ
て
い
る
、
と
し
て
い
る
。
ロ
〈
己
・

c
z
q－8
5
5一包
O
D

弓

E
S
（〉ロヨ－

z
s・

ω・ωω
『・

（
則
）
第
I
委
員
会
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
少
年
に
対
す
る
自
由
剥
奪
を
阻
止
し
よ
う
と
い
う
長
い
間
存
在
し
て
い
る
努
力
に
応
じ
て
、
委
員

会
は
、
一
六
歳
か
ら
の
も
し
く
は
一
六
議
前
か
ら
の
一
般
的
な
処
削
成
人
制
度
（
処
問
未
成
年
制
度
）
を
導
入
す
る
ミ
と
を
支
持
す
る
。
少
年
裁
判

所
法
の
教
育
目
的
に
関
し
て
、
少
年
刑
法
の
施
設
内
制
裁
が
優
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
マ
イ
ナ
ス
の
結
果
を
示
し
て
お
り
、
少
年
の
成
長
に
と
っ

て
織
々
に
害
悪
を
与
え
る
副
作
用
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
背
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
少
年
拘
禁
｜
そ
れ
が
完
全
に
鴎
止
さ
れ
な
い
限
り
に
お
い
て

ー
と
少
年
刑
は
、
こ
の
年
齢
層
の
者
に
対
し
、
も
は
や
賦
課
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
。
」
そ
の
上
で
、
「
一
六
議
未
満
の
少
年
に
対
し
て
は
、
自
由

剥
奪
処
分
は
、
こ
れ
を
科
し
え
な
い
」
と
す
る
新
た
な
条
項
を
少
年
裁
判
所
法
上
に
規
定
す
べ
き
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
ロ
〈
己
と

2
0号
。
ョ
ヨ
一
包
O
D

－
－
＠
忠
（
〉
ロ
ヨ
－

z
s－
m∞－
H
N
・
Z
・

｛
悶
）
第

I
委
員
会
は
、
「
過
去
に
挫
折
し
た
統
一
化
さ
れ
た
少
年
法
に
関
す
る
試
み
は
、
委
員
会
の
見
解
に
よ
っ
て
蘇
ら
せ
ら
れ
な
い
。
ち
ょ
う
ど
施
行

さ
れ
た
児
童
な
ら
び
に
少
年
援
助
法
は
こ
の
よ
う
な
議
論
に
ひ
と
つ
の
約
定
的
な
終
止
符
を
打
っ
た
」
と
す
る
。
ロ
〈
己
・
C
ロ
Z
号
。
ョ
ヨ
一
包

g
－

zs

（〉コヨ－

z
s・ωb・

（
問
）
巴
〈
己
－

c
z
q
w
oヨ
ヨ
－

g
Zコロ－
S
S
（〉コヨ・

5
0ア∞－
Mω
・

（
町
）
ロ
〈
己
・

c
z
q
w
o
g
s－
a一O
D

－－－
H
S
N

（〉ロヨ・

5
5
・
ω・Nω
・

（
問
）
ロ
〈
己
・
己
記
号
－
S
ヨ
ヨ
－

g
Zコ
ロ
・
開
『
ヨ
一
円
己
ロ
コ
伺

ω〈
mwZω
－d『gd＼口一〈ぬ『
ω一
oロ
E
S
（〉ロヨ・

5
5・
ω・コ『・

（
悶
）
巴
〈
己
・

C
2
2－S
ヨ
ヨ
－

aZロ
E

S由
N

（〉
D
E－－ωC｝・

ω・ピ・

（
川
｝
ロ
〈
己
・

c
z
q
w
oヨ
ヨ
一
部
一
0
2

－〈

E
S
（〉ロヨ・

5
2・∞－

s・

（
叩
｝
ロ
〈
己
・
己
ロ
Z
昇
。
ョ
ヨ
一
ω
色
。
ロ
－

Z
S
（〉ロヨ－

z
s・∞・
5
・
な
お
、
第
H
委
員
会
も
同
趣
旨
の
事
柄
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
若
年
の
犯
罪
行
為

者
は
教
育
的
観
点
か
ら
減
殺
さ
れ
な
い
法
治
国
家
的
な
手
続
的
保
陣
お
よ
び
防
禦
権
保
陣
を
受
け
る
。
少
年
刑
事
法
の
予
防
可
能
性
を
用
い
る
た
め

の
社
会
教
育
者
に
よ
る
援
助
の
提
供
を
尽
く
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
特
に
問
題
克
服
、
葛
藤
克
服
の
た
め
の
給
付
、
生
活
実
際
的
な
援
助
の
た
め
の
助

言
、
そ
し
て
手
続
的
措
慌
に
よ
る
悪
影
響
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て
手
続
を
終
結
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
、
教
育
の
概
念
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と
機
能
を
理
解
す
る
、
と
。
巴
〈
己
・
C
ロ
円
。
号
。
ョ
ヨ
一
部
一
oロ
ロ
冨
由
N

（〉ロヨ・

5
5
・
ω・ロ・

（
叩
）
ロ
〈
己
・
巴
ロ
件
。
司
r
o
g
E－
a一oロ
邑

HSN
（〉ロヨ－

zs－
m・ピ・

（
凶
）
ロ
〈
己
・

C
2
2
w
oヨ
昌
一
回
一

oロ
ロ
巴
お
（
〉
ロ
ヨ
・
ロ

s・∞－
N0・

（
胤
）
ロ
〈
己
・

C
E
R－s
g
g一g
Eロロ－

E
申
凶
（
〉
ロ
5
・5
0）・

ω・
巴
・
そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
若
年
者
を
越
え
て
物
事
が
決
定
さ

れ
な
い
よ
う
に
、
専
門
家
の
役
制
は
極
め
て
恨
置
に
の
み
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
専
門
家
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
役
削
を
果
た
す
の
か
が
、

常
に
若
年
被
疑
者
に
明
ら
か
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
枝
葉
末
節
ば
か
り
の
対
話
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」
。

（
陥
｝
ロ
〈
己
・

C
E
R
W
Oヨ
吉
町
田
一
。
ロ
ロ
巴
也
凶
（
〉
ロ
ヨ
・

5
0）・

ω・
呂
町
内
・
・
ロ
〈
己
・

C
2
2
w
oヨ
ヨ
一
盟
問
。
ロ
－
－
－

E
U
N
（〉ロヨ－

zs・∞－
Mω
・
そ
こ
で
は
、
質
旋

権
、
記
録
閲
覧
様
、
全
手
続
中
に
お
け
る
意
見
表
明
権
が
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
、
逆
に
弁
護
人
と
の
同
一
化
を
避
け
る
た
め
に
、
証
拠
提
出
帳
、

岡
有
の
上
訴
権
、
証
言
拒
否
権
は
少
年
審
判
補
助
に
附
与
す
べ
き
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（
附
）
第

m委
員
会
は
、
現
在
の
実
務
に
対
し
て
必
要
的
弁
護
人
制
度
は
相
当
に
拡
大
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、
「
未
決
勾
留

又
は
刑
事
訴
訟
法
第
一
二
六
条

a
に
よ
る
仮
収
容
が
執
行
さ
れ
る
場
合
」
に
弁
護
人
が
選
任
さ
れ
る
、
と
す
る
現
行
少
年
裁
判
所
法
第
六
八
条
第
四

号
の
規
定
を
、
そ
れ
ら
の
処
分
を
課
す
る
前
に
選
任
す
る
、
と
の
規
定
に
変
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
巴
〈
己
・
巴
ロ
Z
号
。
ョ
ヨ
一
部
一
。
ロ
冨
呂
＠
N

（〉ロヨ－

zs・
ω・N
2・
ま
た
、
第

m委
員
会
は
同
時
に
、
弁
護
人
選
任
の
時
期
も
問
題
と
し
、
通
常
、
成
人
刑
事
手
続
に
お
い
て
も
、
弁
護
人
の
選
任

は
遅
き
に
失
し
て
い
る
、
と
指
摘
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
な
規
定
を
少
年
裁
判
所
法
第
六
八
条
第
二
項
と
し
て
創
設
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
て
い

る
。
「
弁
護
人
の
選
任
は
、
可
能
な
限
り
早
期
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
疑
問
の
余
地
が
な
い
場
合
、
こ
の
こ
と
は
す
で
に
捜
査
手
続
の
開
始
時
か

ら
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
瞥
察
が
行
う
被
疑
者
に
対
す
る
初
め
て
の
尋
問
に
お
い
て
、
必
要
的
弁
護
の
事
件
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、

尋
問
は
、
打
ち
切
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尋
問
は
弁
護
人
の
選
任
後
は
じ
め
て
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
ロ
〈
己
・

C
E
2
Eヨヨ一
g
Zロ
E

E
S
（〉ロヨ－

zs－
m・M
m・
こ
れ
ら
の
必
要
的
弁
護
の
拡
充
に
加
え
て
、
第

m委
員
会
は
、
若
年
者
の
心
理
的
負
担
の
考
慮
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
勾

留
又
は
逮
捕
さ
れ
た
少
年
に
対
し
警
察
や
検
察
官
、
裁
判
所
に
よ
る
告
知
と
聴
聞
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
少
年
の
求
め
に
応
じ
て
、
少
年
が
信
頼

す
る
者
が
呼
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
年
は
こ
の
権
利
に
つ
い
て
、
証
明
で
き
る
よ
う
に
教
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
す
る
。
ロ
〈
己
－

C
Z
R
r
0
5
5一
部
吉
ロ
昌
巴
由
N
（〉
D
E－－

ωs－
m・
ピ
・
こ
の
「
信
頼
す
る
者
」
を
捜
査
過
程
に
立
ち
会
わ
せ
る
と
い
う
制
度
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
少

年
裁
判
所
法
第
三
七
条
に
範
を
と
っ
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ド
・
イ
ェ
シ
オ
ネ
ク
、
宮
滞
浩
一
（
訳
）
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る

少
年
犯
罪
と
少
年
刑
法
」
家
庭
裁
判
月
報
四
八
巻
二
一
号
（
一
九
九
六
）
二
七
頁
は
、
こ
の
制
度
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「
少
年
が
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警
察
等
の
保
安
官
署
又
は
裁
判
所
に
よ
り
拘
束
さ
れ
た
と
き
、
従
っ
て
、
未
決
勾
留
が
課
さ
れ
る
前
に
、
少
年
の
要
諦
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
、
一

人
の
信
頼
す
る
人
（
〈

0
2
3
5
8
0『
8
2）
が
呼
ば
れ
る
（
法
三
七
条
）
。
信
頼
す
る
人
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
法
定
代
理
人
、
教
育
権
者
、
親

肱
、
教
師
、
教
育
者
、
児
童
福
祉
の
機
関
・
少
年
審
判
補
助
機
関
・
保
護
観
・
娯
の
代
表
で
あ
り
、
そ
の
使
命
は
、
尋
問
の
際
に
、
少
年
を
心
理
的
に

支
え
、
尋
問
が
適
法
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
す
る
こ
と
だ
が
、
質
問
機
・
申
立
権
を
持
た
な
い
。
」

（
叩
）
〉
『
σ旦
宮
司
謡
、

o
z
p
zユ
回
富
岡
弘

2
5『E
2
ι
0・
〈
・
・
』
口
問
。
ロ
色
。
－
言
。
一
N
C
W
ロロ
p
v
l
l
回丘町出
m
E
g
a
ω
ロ
2
3
Pロ
l
回
O
コロ－由也
ω・
A
W
O提
案
の
基
本

視
座
お
よ
び
「
少
年
刑
法
」
に
か
か
わ
る
提
案
の
要
約
と
し
て
、
冨
o
E－S
司

3
5ヨ
巳
一
回
均
三
宮
忠
znr0・
2
2吉
ロ
O
B〈
O
E
2
2
5
0
E
S

E

－
d

己一一
σ虫
色
・
『
R
Z
Z
Z丘
一
一
各
自
』

c
m
g
a
g
g『『
R
Z・
Z
2
0
同ハユヨ一

ss。－－
zwω
＼
昌
宏
－
∞
－
N
∞
民
・
を
参
照
。

（
附
）
〉
巧
0
5
8
E
D
E－－品吋）－
m・5
・

（
附
）
〈
m－
・
〉
者
O
Z
8
2
3ヨ－
Z
吋）・

ω・5
・

（
問
）
〈
巴
・
〉
巧

0
5
8
（〉ロヨ－

E
吋）・

ω∞－
N
・ロ・

（
削
）
〉
者
O
E
S
（〉ロヨ－

Z
3
・
m・N
・
そ
こ
で
は
、
例
人
主
義
化
や
労
働
市
場
に
お
け
る
状
況
の
変
化
と
い
っ
た
社
会
的
傾
向
や
そ
れ
ら
と
結
び
つ
い

た
新
た
な
分
配
闘
争
（
三
分
の
二
社
会
や
新
し
い
貧
岡
）
に
鑑
み
れ
ば
、
従
来
と
は
異
な
る
政
治
戦
略
が
必
要
で
あ
る
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

（
即
｝
〉
巧

0
5
8
（〉ロヨ－
Z
3
・
m・N
0
・

（
問
）
こ
の
よ
う
に
A
W
O提
案
が
「
法
治
国
家
版
刷
」
と
「
社
会
同
家
原
則
」
と
を
雌
格
に
分
離
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
「
教
育
思
想
」
を
「
少
年

刑
法
」
の
理
念
と
し
て
否
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
諸
機
関
の
負
担
軽
減
の
問
題
や
少
年
審
判
補
助
の
役
割
高
藤
と
い
う
問
題
も
色
濃
く
反
映
し
て
い

る
。
現
夜
の
少
年
帯
判
補
助
の
役
割
は
、
「
一
方
で
は
、
同
家
的
な
刑
問
要
求
を
満
た
し
、
そ
れ
を
雌
保
す
る
こ
と
、
他
方
で
は
、
少
年
慌
助
の
一
部

と
し
て
少
年
同
や
民
間
の
机
い
手
に
よ
る
教
育
的
任
務
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
「
二
重
ス
パ
イ
」
的
な
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
〉
当
0

5
8
（〉ロヨ－

Z
3
・
ω・Nω
・
少
年
審
判
補
助
の
役
割
を
め
ぐ
る
葛
藤
に
つ
い
て
は
、
比
嘉
威
光
「
ド
イ
ツ
少
年
審
判
補
助
制
度
概
観
」
「
立
正
大
学
法

学
部
制
立
一

O
同
年
記
念
論
文
集
現
代
の
法
と
政
治
」
日
本
評
論
社
（
一
九
九
二
）
二

O
一
頁
以
下
を
参
照
。
な
お
、
比
高
脱
光
「
少
年
帯
判
補
助

の
実
践
」
「
中
山
研
一
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
第
五
巻
刑
法
の
展
開
」
成
文
堂
（
一
九
九
七
）
一
九
九
頁
以
下
も
参
照
。

（
印
）
〉
君
。
－

Sω
（〉ロヨ－
Z
3
・
ω・N
・

（
問
）
〉
者
0
5
8
（〉ロヨ－

Z
吋）・

m
m－
z・
5
同・

（
附
）
〉
君
。
】
山
甲
山
詰
（
〉
ロ
ヨ
－

E
3
・
ω・N
O
R
－
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向
を
追
う
な
か
で
、
主
に
は
手
続
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
指
導
理
念
で
あ
る
「
教
育
思
想
」
と
「
法
治
国
家
原
則
」
と
の
関

係
を
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
最
後
に
、
若
干
の
総
括
を
行
い
た
い
。

一
九
六

0
年
代
半
ば
以
降
の
ド
イ
ツ
少
年
司
法
の
方
向
性
で
あ
る
。
立
法
的
閉
塞
状
況
と
頻
回
行
為
、
再
犯
の
問
題
を
背

景
と
し
た
一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
少
年
司
法
を
め
ぐ
る
改
革
動
向
は
、
自
由
剥
奪
処
分
の
回
避
と
実
体
・
手
続
両
側
而
に
お
け

第
一
に

少年手続における「教育思想Jと「法治［iiJ京原則」

る
非
定
式
化
を
基
調
と
し
て
い
る
。
こ
の
動
向
は
、
立
法
先
導
の
改
革
を
企
図
し
た
一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
の
動
向
を
直
接
的
に
継

吊
し
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
前
提
を
否
定
す
る
側
而
を
も
有
し
て
い
た
。
一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
改
革
動
向
を
支
え

た
犯
罪
学
的
実
証
研
究
か
ら
獲
得
さ
れ
た
知
見
は
、
少
年
犯
罪
の
通
常
性
や
遍
在
性
、
そ
の
軽
微
性
・
一
過
性
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
性
・
自

然
消
滅
性
と
い
う
少
年
犯
罪
像
を
示
し
、
例
え
ば
人
格
的
な
問
題
性
や
「
教
育
の
欠
如
」
と
い
っ
た
要
素
を
少
年
犯
罪
の
原
閃
と
し
て

措
定
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
か
ら
で
あ
る
。

145 

し
か
し
、
少
年
の
人
格
的
な
問
題
性
や
「
教
育
の
欠
如
」
を
少
年
犯
罪
の
原
因
と
し
て
措
定
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
少
年
の
個
人
的

属
性
に
犯
罪
版
閃
を
求
め
る
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
「
犯
罪
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
事
象
の
も
つ
意
味
が
少
年
、
成
人
間
で
同
じ
で

あ
る
と
す
る
こ
と
と
は
異
な
る
。
犯
罪
に
及
ん
だ
少
年
に
は
刑
罰
で
は
な
く
、
援
助
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
核
心
的
な
認
識
は
、

一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
改
革
動
向
に
お
い
て
否
定
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
よ
り
強
調
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。
そ
こ
で
．
一
小

さ
れ
た
少
年
犯
罪
像
は
、
少
年
犯
罪
は
成
長
過
程
に
お
け
る
ノ
ー
マ
ル
な
現
象
で
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
な
も
の
で
あ
り
、
成
人
と
は
異
な
る

と
す
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
自
由
剥
奪
に
よ
る
刑
法
的
介
入
は
必
要
な
い
と
す
る
こ
と
に
、
核
心
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
改
革
動
向
は
、
こ
の
よ
う
な
少
年
犯
罪
像
と
同
時
に
、
少
年
に
対
す
る
刑
法
的
介
入
の
害
悪
性
、
と
り
わ
け
自

由
剥
奪
処
分
の
害
悪
性
を
犯
罪
学
的
実
証
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
し
、
少
年
に
対
し
刑
法
的
介
入
、
自
由
剥
奪
処
分
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
、
と
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
手
続
打
切
り
の
拡
大
を
め
ぐ
る
議
論
に
、
極
め
て
強
く
表
れ
て
い
る
。
社
会
構
造
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に
根
を
下
ろ
す
少
年
犯
罪
に
刑
法
的
介
入
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
少
年
を
さ
ら
に
苦
境
に
陥
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
増
幅
さ
せ
る
だ
け
の
刑
法
的
介
入
、
特
に
自
由
剥
奪
に
よ
る
介
入
は
、
不
適
切
で
、
無
意
味
で
あ
り
、

非
合
理
的
で
あ
る
ば
か
り
か
、
よ
り
積
極
的
に
「
害
悪
」
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
少
年
に
対
し
て
は
、
刑
問
で
は
な
く
、
援
助
こ
そ
が

九大法学76号

必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

少
年
自
身
や
そ
の
成
長
、
少
年
の
そ
の
後
の
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぽ
し
、
宮
口
悪
を
与
え
る
こ
と
が
経
験
的
に
も
確
認
さ
れ
た
未
決
勾

留
や
少
年
拘
禁
、
少
年
刑
と
い
っ
た
自
由
剥
奪
処
分
、
そ
し
て
そ
れ
に
至
る
過
程
で
あ
る
「
少
年
刑
事
手
続
」
を
可
能
な
限
り
回
避
す

る
と
い
う
方
向
性
は
、
一
九
九

O
年
少
年
裁
判
所
法
第
一
次
改
正
法
や
そ
の
後
の
新
し
い
立
法
提
案
に
お
い
て
も
、
確
実
に
継
承
、
発

展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
方
向
性
は
、
少
年
「
刑
法
」
か
ら
の
離
脱
と
脱
却
に
あ
り
、
脱
刑
法
化
に
あ
る
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
方
向
性
と
密
接
に
関
連
す
る
「
少
年
刑
法
」
の
実
質
的
な
変
容
で
あ
る
。
一
九
七

0
年
代
お
わ
り
か
ら
の
改

革
動
向
は
、
法
的
枠
組
そ
れ
自
体
は
一
九
五
三
年
少
年
裁
判
所
法
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
自
由
剥
奪
処
分
に
代
え
て
援
助

的
措
置
を
、
ま
た
定
式
的
な
「
少
年
刑
事
手
続
」
に
代
え
て
手
続
打
切
り
に
よ
る
ダ
イ
ヴ
ァ

l
ジ
ョ
ン
を
準
備
す
る
こ
と
で
、
そ
の
実

質
的
転
換
を
図
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
「
教
育
思
想
」
や
「
法
治
国
家
原
則
」
と
と
も
に
「
少
年
刑
法
」
や
「
少
年
刑
事
手
続
」
の
捉
え
直

し
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
議
論
は
、
そ
の
捉
え
直
し
の
表
れ
と
い
え
る
。
第
一
に
、
「
教
育
思
想
」
か
ら
強
制
的
な
「
教

育
」
で
は
な
く
、
少
年
へ
の
援
助
と
い
う
要
素
を
抽
出
す
る
試
み
で
あ
る
。
第
二
に
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
実
質
化
さ
れ
た
「
法
治
国

家
的
保
障
」
で
な
け
れ
ば
「
公
正
な
手
続
」
た
り
え
な
い
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
第
三
に
、
自
由
剥
奪
に
代
え
、
援
助
的
措
置
を
拡
大

す
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
第
四
に
、
少
年
を
対
象
と
し
た
手
続
で
は
、
少
年
の
個
性
の
援
護
や
成
長
発
達
の
援
護
も
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
第
五
に
、
少
年
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
少
年
を
対
象
と
し
た

手
続
は
少
年
を
中
心
と
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
従
来
、
自
由
剥
奪
に
よ
る
強
制
処
分
を
骨
子
と
し
て



き
た
「
少
年
刑
法
」
と
い
う
枠
組
を
も
ち
、
ま
た
一
般
に
、
成
人
な
み
の
自
由
権
的
権
利
保
障
を
な
す
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
「
少
年
刑
事
手
続
」
と
い
う
枠
組
を
も
っ
、
ド
イ
ツ
少
年
司
法
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
実
質
的
な
転
換
の
試
み
が

｛
叫
岬
｝

見
ら
れ
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
少
年
司
法
制
度
が
進
も
う
と
す
る
方
向
性
を
考
え
る
上
で
も
、
少
年
を
対
象
と
す
る
制
度
は
少
年
に
ふ

さ
わ
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
点
で
、
多
大
な
示
唆
を
与
え
る
。

少年手続における「教育思想jと「法治国家原則j

し
か
し
な
が
ら
第
三
に
、
少
年
刑
法
の
指
導
理
念
で
あ
る
「
教
育
思
想
」
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
「
法
治
国
家
原
則
」
と
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
の
歴
史
の
流
れ
に
お
い
て
も
、
顕
著
な
意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
た
。

少
年
が
成
人
と
は
異
な
る
人
権
を
も
つ
こ
と
に
着
目
し
、
教
育
請
求
権
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
考
慮
を
手
続
構
造
に
ま
で
及
ぼ
し
た
「
少

年
葛
藤
法
構
想
」
が
挫
折
を
見
た
後
、
一
九
八

0
年
代
か
ら
は
、
「
少
年
刑
法
」
を
制
度
的
前
提
と
し
、
ま
た
そ
の
限
界
を
認
め
つ
つ
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
形
成
す
る
の
か
が
議
論
の
土
俵
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
「
教
育
」
を
い
う
こ
と
は
成
人
に
対

し
て
少
年
を
冷
遇
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
、
成
人
と
同
様
の
「
法
治
国
家
的
保
障
」
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
見
解

も
見
受
け
ら
れ
る
。

し
か
し
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
を
通
し
て
、
次
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

ま
ず
、
少
年
を
対
象
と
し
た
制
度
は
、
成
長
過
程
に
あ
る
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
少
年
が
非
行
に
関
連
し

て
直
面
し
た
問
題
を
解
決
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
少
年
の
成
長
発

達
を
援
護
す
る
こ
と
や
少
年
自
身
へ
の
援
助
が
核
心
に
据
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
年
は
社
会
的
存
在
と
し
て
成
人
と
は
異
な

る
属
性
を
も
ち
、
ま
た
、
少
年
犯
罪
の
問
題
の
本
質
は
、
表
面
的
な
刑
法
的
評
価
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
、

社
会
的
な
構
造
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
刑
法
的
介
入
に
よ
り
、
少
年
の
成
長
に
害
悪
を
与
え
、
少
年
犯
罪
を
め
ぐ
る
社
会
的
矛
盾
を
増

幅
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
援
助
的
要
素
は
、
自
由
主
義
的
な
権
利
概
念
や
「
法
治
国
家
原
則
」
で
は
捉
え
切
れ
な

147 
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い
。
も
と
よ
り
、
恋
意
的
で
強
制
的
な
少
年
へ
の
介
入
は
、
援
助
た
り
え
ず
、
援
助
も
少
年
の
自
由
権
的
人
権
の
尊
重
を
不
可
欠
な
前

提
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
少
年
へ
の
援
助
、
少
年
の
成
長
発
達
の
援
護
と
い
う
要
素
が
欠
け
れ
ば
、
少
年
司
法
制
度
の
存
立

意
義
は
な
い
。
少
年
司
法
制
度
の
本
質
は
、
少
年
自
身
の
援
助
と
少
年
の
成
長
発
達
の
援
護
に
こ
そ
、
存
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
こ
の
よ
う
な
少
年
へ
の
援
助
、
少
年
の
成
長
発
達
へ
の
援
護
と
い
う
考
慮
は
、
手
続
過
程
に
お
け
る
自
由
権
保
障
に
際
し
で

も
必
然
的
に
な
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
同
時
に
、
少
年
を
対
象
と
す
る
手
続
に
お
い
て
は
、
少

九大法学76号

年
自
身
が
中
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
法
治
国
家
的
保
障
」
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
が
主
体
的
に
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
を
不
可
欠
な
も
の
と
す
る
。
そ
の
よ
う
な
主
体

的
な
手
続
参
加
が
な
け
れ
ば
、
「
法
治
国
家
原
則
」
が
実
質
的
に
保
障
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
成
長
過
程
に
あ

り
、
ま
た
多
か
れ
少
な
か
れ
社
会
的
冷
遇
の
結
果
と
し
て
手
続
に
登
場
す
る
少
年
が
手
続
に
主
体
的
に
関
与
し
う
る
た
め
に
は
、
少
年

に
対
す
る
援
助
と
い
う
要
素
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
。
少
年
の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と
、
少
年
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視

す
る
こ
と
、
そ
し
て
少
年
の
成
長
発
達
を
援
護
す
る
こ
と
と
い
っ
た
考
慮
は
、
少
年
が
主
体
的
に
手
続
に
参
加
す
る
た
め
に
も
不
可
欠

な
要
素
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
慮
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
少
年
は
手
続
に
主
体
的
に
参
加
し
う
る
の
で
あ
る
。
法
治
国
家
的
保
障
を

少
年
に
実
質
的
に
及
ぼ
そ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
こ
れ
ら
の
援
助
的
要
素
の
重
要
性
は
増
大
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
法
治
国
家
的
保
障

を
実
質
的
に
及
ぼ
そ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
少
年
が
よ
り
強
く
主
体
的
に
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
か

ら
で
あ
る
。

ま
た
同
様
に
、
「
法
治
国
家
的
保
障
」
を
実
質
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
少
年
自
身
が
手
続
の
中
心
的
な
存
在
と
な
ら
ざ
る
を

え
な
い
。
大
人
の
聞
で
少
年
が
埋
没
す
る
こ
と
は
、
少
年
が
手
続
か
ら
疎
外
さ
れ
、
手
続
に
主
体
的
に
参
加
し
え
な
い
こ
と
を
意
味
し
、

そ
れ
は
同
時
に
「
法
治
国
家
的
保
隊
」
が
実
質
を
失
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
弁
護
人
の
手
続
へ
の
参
加
も
、
「
法
治
国
家



原
則
」
の
実
質
的
保
陣
の
た
め
に
必
要
な
も
の
で
は
あ
っ
て
も
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
実
質
的
な
「
法
治
国
家
的
保
障
」
の
核
心
は
、

少
年
自
身
の
主
体
的
な
手
続
参
加
と
そ
れ
を
通
し
た
少
年
自
身
の
納
得
性
に
あ
る
の
で
あ
る
。

い
み
じ
く
も
、

一
九
六

0
年
代
半
ば
に
お
い
て
同
－

p
w
Z
Z
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
成
長
過
程
に
あ
る
少
年
は
、
成
人
と
は
質
の
異
な

る
権
利
を
有
し
て
い
る
。
子
ど
も
は
、
成
人
の
人
権
に
は
還
元
で
き
な
い
固
有
の
権
利
、
成
長
発
達
権
を
有
す
る
。
国
家
に
は
、
こ
の

よ
う
な
子
ど
も
の
成
長
発
遠
権
を
も
保
陣
し
、
少
年
が
非
行
に
閑
述
し
て
杭
而
し
た
問
題
を
少
年
白
身
が
主
体
的
に
克
服
し
う
る
よ
う

A
印
刷
｝

な
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
手
続
を
形
成
す
る
義
務
が
あ
る
。

少年手続における「教育思想Jと「法治｜司家原則J

一
九
六

0
年
代
半
ば
か
ら
の
大
き
な
流
れ
を
分
析
す
る
な
か
で
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
手
続
の
あ
り
方
と
理
念
と
の
関

係
を
把
握
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
た
め
、
例
別
的
な
問
題
の
検
討
に
は
、
断
み
込
め
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
問
題
の
検
討
に
つ
い

て
は
、
他
日
を
期
す
こ
と
と
し
、
先
に
述
べ
た
視
点
を
確
認
し
て
梢
を
閉
じ
る
こ
と
に
す
る
。

本
稿
で
は
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（
附
）
次
の
よ
う
な
ロ
・

5
Sヨ
g
ロ
の
主
張
は
、
こ
の
よ
う
な
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
「
少
年
刑
法
」
の
転
換
を
象
徴
的
に
点
し
て
い
る
。

Z
・5
0
y
g
gコ

は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
わ
れ
わ
れ
の
ぷ
米
の
法
は
、
も
は
や
少
年
刑
法

Ccmgaω
可
え
z
n
Z）
と
称
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
刑
問
あ
り
き

な
の
で
は
な
く
、
若
年
者
に
よ
る
規
範
違
反
を
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
克
服
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
出
発
す
る
か
ら
で
あ
る
。
少
年
援
助
法

c
a
g弘主一『
0
・

5
n
y
C
が
ふ
さ
わ
し
い
名
称
で
あ
ろ
う
が
、
わ
れ
わ
れ
の
複
線
的
な
制
度
に
お
い
て
は
、
そ
の
名
称
は
す
で
に
、
児
童
な
ら
び
に
少
年
援
助
法
に
よ

っ
て
川
い
ら
れ
て
い
る
。
妥
協
と
し
て
、
少
年
刑
事
法
乙

c
m
o
E
r
z
s
E包
括

n
Z）
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
」

Z
2
2
5
Sヨ
g
ロ
・
司
号
旦
ロ

s
c
g
E胃
E
Wユ
ヨ
吉
巳

znz－一口一回
5己
gヨ
吉

Z
q
Eヨ
品
。
こ
ロ
丘
町
（
巴
『
括
・
ア
の

2
2色
町
『
認
め
ロ
品
。
乙
ロ
問
。
コ
弘
一
向
ユ
ヨ
吉
包
『

onzzzロ
品
目
吉

2

Z
2
5
m巴
ロ
ロ

m－
回
。
コ
ロ
－
由
也
ω・
ω・ι
2・
な
お
、
出
。
『
口
百
ロ
コ
回
一
旦
N

・開『
N

一o
y
C
3
m
ω
g
z
m可
え
見
N
月間】

5
2
Z円－
P
∞－
NHω
・
も
参
照
。

（
即
）
高
野
尋
之
「
少
年
司
法
に
お
け
る
不
利
益
変
更
禁
止
原
則
」
静
岡
大
学
法
政
研
究
二
巻
二
号
（
一
九
九
七
）
八
五
頁
は
、
「
子
ど
も
の
人
権
が
求
め

る
新
し
い
「
保
護
」
は
、
少
年
の
い
ま
あ
る
白
律
的
人
栴
を
尊
量
し
た
う
え
で
、
側
々
の
少
年
の
全
面
的
な
成
長
発
達
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

少
年
が
非
行
に
関
辿
し
て
庇
而
し
た
問
題
を
主
体
的
に
克
服
す
る
こ
と
を
援
助
す
る
、
と
い
う
点
に
本
質
を
も
っ
」
と
述
べ
る
。
ま
さ
に
こ
の
よ
う
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な
本
質
を
も
っ
た
「
保
護
」
に
基
づ
き
、
少
年
に
ふ
さ
わ
し
く
制
度
や
手
続
を
形
成
す
る
義
務
が
国
家
に
は
あ
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

九大法学76号

【
附
記
】
本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
金
）

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




